

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「ふふっ。いらっしゃい、天てん真ま君」

「待ってましたよ、天真先せん輩ぱい！」

「て、天真……。あんまり見ないでよ……？」

　扉とびらを開けると、三つの声が俺を出で迎むかえた。




　ここは、とある秘境にある温泉だ。

　吹ふきさらしの露ろ天てん風ぶ呂ろ。岩の間から白く色のついたお湯が絶えることなく湧わき出ていて、辺りには湯気が立ち込めている。奥には新緑に彩いろどられた山の景色を見ることができ、大自然を感じられる様は絶景と呼ぶにふさわしい。

　そして俺の目の前には、三人の美少女たちがいた。事情があって同居をさせてもらっている、神じん宮ぐう寺じ家の三姉妹しまいだ。

　彼女たちは場所が場所だけに、全員ほぼ全ぜん裸らであった。タオルを巻いてかろうじて胸やお尻しりを隠かくしているが、俺の前にその綺き麗れいな肌はだを晒さらしている。

「ねぇ、天真君。こっちにおいで？　私が体洗ってあげるよ？」

　長女の雪ゆき音ねさんが両手を開き、大きな胸を揺ゆらして言う。

「その前に、花か鈴りんの体を洗ってくださいー。いいですよね？　天真先輩っ」

　三女の花鈴は無む邪じや気きな声で甘えながら、こっそり胸むな元もとをチラ見せしてくる。

「て、天真……。アタシと洗いっこしなさいよ……」

　そして次女の月つき乃のも真っ赤になりつつ、他の二人に調子を合わせる。

　ほぼ全裸の三姉妹に優やさしく言い寄られるこの状じよう況きよう。一糸纏まとわぬ彼女たちの芸術的なまでの美しさに、つい見み惚とれそうになってしまう。

　だが、そんな場合じゃない。

　俺はタオルを腰こしに巻きながら、当然の疑問を大声で叫さけんだ。

「なんでお前らがここにいるんだよ！　ここ男湯のはずなんですけど!?」

　本当に、ワケが分からない。

　俺は間ま違ちがいなく『男』の暖簾のれんを潜くぐったはずだ。こいつらがここにいるのはおかしい！

「だって私たち、天真君のお嫁よめさんだよ？　夫ふう婦ふなら混浴するのは当然だよね？」

「これも花嫁修しゆ業ぎようの一いつ環かんです！　将来のためにも、こういうのに慣れておかないと！」

「今日だけ、特別なんだからね……！　発情克こく服ふくの修行にもなるし……」

　しかしこいつらは悪びれず、それが当たり前であるように言う。

「いやいや、夫婦っていっても仮だから！　それに、他に人来たらどうするんだよ！」

「大丈夫だよ～。ここには誰だれも来ないから。私たちの貸し切りなんだよ？」

　雪音さんがえっへん、と胸を張る。大きな乳ち房ぶさがタオルの中でブルンと揺れた。

「それでもダメです！　不健全なことは禁止ですから！」

「もう。固いこと言わないの～。えいっ」

「うぶっ!?」

　雪音さんが急に近寄ってくる。俺の背中に手を回し、そのまま強く抱だきしめられた。

　俺の体はその勢いで雪音さんに密着する。彼女の生乳がむにゅうんとした弾だん力りよくをもって、俺の顔を包み込む。

「ふふっ。天真君、よしよーし」

「──っ！　──っ!!」

　ギューッと後頭部を押さえられ、顔が胸に押し付けられた。

　柔やわらかくも張りのある、そして温かいおっぱいの感かん触しよく。その圧あつ倒とう的なパイ圧が俺の顔をホールドし、身動きがとれなくなってしまう。

「大だい丈じよう夫ぶだよ～天真君。体を洗うだけだから。（奴ど隷れいとしてばっちりご奉ほう仕しするね♪）」

　必死でもがこうとする俺に、雪音ドＭさんが笑いかける。しかし彼女の瞳ひとみの奥には、変態な本心が見えていた。

　さらに、花鈴と月乃もすぐそばに接近。

「天真先輩。花鈴を洗うのが先ですよー？（一いつ緒しよに裸はだかを見せあいましょう！）」

「変なコトしたら、マジ怒おこるから……（天真とエロエロしたいよぉ。はぁはぁ……）」

　温泉という大義名分で元気に肌を晒す花鈴露出狂に、頰ほおを上気させる月乃発情者。

　これ、全員欲よく情じようしてんじゃねーか！　姉妹全員密ひそかに興奮してんじゃねーか！

　こんな状況が続いたら、姉妹同士で性せい癖へきがバレるぞ！　もうちょっと慎しん重ちように隠そうとしろよ！　三人そろって性欲に流されんじゃね──よ！

「おい、やめろバカ！　みんな俺から離はなれろおおおおっ！」

　俺自身の貞てい操そうと三人の秘密を守るため、俺は必死な思いで叫んだ。








第一章　監かん視し役はメイドさん









　インターホンの音に呼ばれて玄げん関かんへ出ると、メイド服を来た女性がいた。

「一いち条じよう天てん真まさん、でしょうか？」

　彼女は理知的な印象の吊つり目でまっすぐ俺の顔を見つめ、凜りんとした声で問いかける。

「えっ？　あ、はい……。そうですけど……」

「私、寺てら園ぞの愛あい佳かと申します。肇はじめ様のご命令により、皆みな様さまの生活の視察のために、お伺うかがいさせて頂きました」

　生活の視察──。

　その言葉が持つ不ふ穏おんな響ひびきに、俺の背中に冷や汗あせが垂れる。

　俺は今、神じん宮ぐう寺じ家の三姉妹──雪ゆき音ねさん、月つき乃の、そして花か鈴りんと同居生活を送っている。

　彼女たちの父の肇さんから『将来娘むすめが別の名家に嫁とつぐ時の練習のため、仮の夫として三人と同居してほしい』という依い頼らいを受けたためである。要するに、特とく殊しゆな花嫁修業だ。そして俺は超ちよう高額の報ほう酬しゆうを目当てにその仕事に乗ったのだ。

　しかし、ふたを開けてみれば──その三姉妹は全員変態。姉妹それぞれが違ちがった性癖を持っており、しかもそのことは肇さんも知らないときた。

　万が一彼女たちの性癖が肇さんの知るところとなれば、俺との間に間違いが起きる危険性を考え、同居生活は即そく解消されてしまうだろう。そして俺は報酬を受け取ることができなくなり、借金を返せなくなってしまう。

　だから俺は今まであの手この手で三人の性欲を満たすことで、一線を越こえることなく彼女たちの暴走を防いで秘密を隠し通してきた。そして彼女たちを立派なお嫁さんにするために、生活してきたわけなのだが……。

「お嬢じよう様さまたちとは、仲良くしているようですね。……私が思っていたより、遥はるかに」

　愛佳と名乗ったその女性が、いきなり意味深なことを言う。

　今のセリフはどういう意味だ……？

　確かに俺はあの三人と仲良く同居させてもらっている。月乃にも、最近ようやく受け入れてもらうことができたし。でも今のこの人の言い方は、なんだか裏があるような……。

　そもそもこの人、どういう目的で来たんだよ？　視察とは言ったが、一体何を見ようとしている？　なぜ突とつ然ぜんそれが必要になる？

　まさかとは思うが……三姉妹の秘密がバレているのか？　俺たちがどんな生活をしてるか、彼女は知っていると言うのか……!?

　い、いや！　そんなわけがない！　今までの生活で、他人に秘密がバレるようなタイミングはなかったはずだ。パーティーの件は危なかったが、無事に解決しているし……。

　そうだ。知られているわけがない。さすがに思い過ごしのはずだ。

「とりあえず、中に入ってもよろしいでしょうか？　詳くわしいお話は、その後で」

「!?」

　ヤバイ……！　ヤバイぞ！　今家の中では、三姉妹たちが絶賛欲情中なのだ。

　花鈴はわざと俺の部屋で着き替がえて裸を見せようとしてきたし、月乃は俺の歯ブラシを見て発情しそうになっていた。そして雪音さんは自ら椅い子すとなることで俺にご奉仕しようとしていた。きっとまだ、全員そのまま興奮している。

　今入られたら確実に三人の痴ち態たいを見られてしまう。そうなった瞬しゆん間かん、秘密がバレる！

「え、えっと……。すみません！　少々ここでお待ちくださいっ！」

　慌あわてるあまり、大きな音を立てて扉を閉めた。そして廊ろう下かを駆かけて行き、三姉妹たちのもとへ向かう。

　彼女たちの変態行こう為いがまだ収まってないのなら、今すぐ俺が止めないといけない！

　そう思い、まずはダイニングへ駆け込む──

「あっ……ああんっ……！　天真君っ！　ああ、間違った！　ご主人様ぁ！　もっと強く突ついてくださいっ！　はぁはぁ……！」

「…………」

　黒くろ髪かみロングの大人っぽい女性──長女の神宮寺雪音さんが、床ゆかで四つん這ばいになって腰を前後に動かしていた。まるでナニかにお尻を激しく、繰くり返し突かれているように。

「あ、ご主人様！　やっと戻もどってきたんだね？」

「は、はい……。ところであなたは、何をしているんですか……？」

「ご主人様に私の体でご奉仕をする練習だよ？　いつエッチな命令をされてもいいよう、腰の素す振ぶりをしているの。ああんっ、ご主人様！　もっと突いて！　この雌めす奴ど隷れいで気持ちよくなってぇ！」

　なんかさっきよりエスカレートしてる──！　変態行為が悪化してる──────！

　雪音さんは奴隷願望のある、正真正しよう銘めいのドＭ少女だ。奴隷として誰かに尽つくしたり、虐しいたげられたりすることで性的に興奮する変態。俺を勝手にご主人様と認にん定ていし、常にエロいご奉仕を仕し掛かけようとしてくる。

　普ふ段だんの彼女は、清せい楚そでお淑しとやかなお嬢様なのだが……。素す敵てきな見た目や人ひと柄がらも、このひとりでに腰を振ふる姿で完全に台無しになっていた。

　腰を前後する度たびに制服のスカートが捲まくれていき、黒のパンツに飾かざられた彼女のお尻が露あらわになる。そのパンツも腰を振る弾はずみで次し第だいにお尻の谷間に食い込み、すべすべとした白い尻球がほぼ丸見えになってきた。肉感的な大きなお尻が、腰の動きに合わせるようにプルンプルンッと激しく揺れる。ダイナミックなボンバーヒップが震ふるえるように波打った。

「ご主人様っ！　もしよろしければ早さつ速そく本番しましょうか？　朝のご奉仕を致いたします！」

「やってる場合か！　いい加減にしてくれ！」

　そうだ。彼女のペースにのまれちゃいけない。今すぐ雪音さんを止めないと！

「雪音さん、腰を振るのをやめてください！　いつもの雪音さんに戻って！」

「あんっ！　ご主人様の命令……！　はぁはぁ……♪」

「気持ちよさそうな表情すんな！　ホントに！　真ま面じ目めに！　やめてくれ！」

「ご主人様ぁ……。私の体、壊こわれるくらい乱暴に使って……？」

　雪音さんは俺の言うことを聞かず、快楽に顔を蕩とろけさせた。そして誘ゆう惑わくするように、お尻をフリフリと左右に揺らす。

「…………ぐすっ」

　その姿に、俺は思わず泣いていた。

「え……え？　どうしたの、天真君……？」

　俺の涙なみだに、雪音さんも動どう揺ようしたようだ。恍こう惚こつの表情がおろおろしたものに変化する。

「マジで話聞いてくださいよ……！　ヤバイ状況なんですからぁ……。ううっ……」

　雪音さんがこのまま暴走し続け、愛佳さんにそれを見られたら、俺は職を失ってしまう。この事態の危険さと焦あせりに、思わず涙がこぼれていた。

「はうっ!?　ご、ごめんね天真君！　私が痴ち女じよなせいで悲しい思いをさせたかな……？」

「痴女の自覚はあるんですね……。うううっ……」

「ほ、本当にゴメンね！　お話聞くから泣き止やんで？　ね？」

　必死に俺をなだめようとする雪音さん。やっぱり、根はいい人のハズなんだけどな……。

　とにかく説明するなら今しかない。俺は急いで涙をぬぐい、寺園愛佳とかいう人が訪ねてきていることを伝えた。

「えっ？　愛佳が家まで来たの？」

　この反応。雪音さんは明らかに彼女のことを知っていた。

「雪音さん。あの人、誰なんですか？　神宮寺家の関係者ですか？」

「う、うん。えっと……。愛佳はね──」

「私がどうかしましたか？」

　ぬっ、と俺のすぐ後ろにメイド服の女性が現れた。

「ギャアアアアアアアアア！」

　突然の登場に、思わず悲鳴を上げてしまう。

　四つん這いだった雪音さんも、慌ててその場に立ち上がる。彼女も自分の性癖のことは周りに隠かくしているために、さりげなく取り繕つくろおうとしていた。

「……人の顔を見て叫さけぶのは、非常に失礼だと思うのですが？」

　氷のように冷たい視線で、愛佳さんが俺に注意する。怖こわい……。

「す、すみません……。でも、待っているように言ったはずじゃ……？」

「失礼ながら、勝手に入らせて頂きました。この格好で外にいると、注目を集めてしまいますので」

　だったらそんな格好で来るなよ、と突っ込む余よ裕ゆうは俺にはなかった。愛佳さんの視線の鋭するどさに、こちらは萎い縮しゆくせざるを得ない。

　すると、雪音さんが彼女に声をかけた。

「あ、愛佳……？　どうしてここに？　今はお父様と一緒にいるんじゃ……」

「おはようございます、雪音お嬢様。お訪ねした理由に関しては詳しく説明致しますが……。その前に、お聞きしたいことが」

　愛佳さんが一度言葉を切り、今度は雪音さんを鋭く見つめる。

　そして──半はん端ぱではない威い圧あつ感を発した。

「先ほどはなぜ天真さんに向けて、激しく腰こしを振っていたのですか？」

「──!?」

　愛佳さんの放つ強きよう烈れつな気き迫はくに、雪音さんの体がビクッと震える。

　ま、まさか……。さっきのアレを見られてたのか!?　しかも愛佳さん、異常なほどに怒おこってるみたいだ！

「あの行動は、一体何だったのでしょうか？　まるで天真さんを誘惑しているようでしたが、なぜ神宮寺家の長女たるあなたが、そんな卑ひ猥わいな行動を？」

「あ、あう……あうあうあう……」

　凄すさまじい目力で愛佳さんに睨にらまれ、雪音さんが口をパクパクさせる。

　おいおい、この人メチャクチャ怖いぞ！　物言いも何だか厳しいし、それに何だよこの迫はく力りよくは。愛佳さんの後ろに『ゴゴゴゴゴ……！』と暗いオーラが見える気がする。

　とはいえ、ずっと黙だまっているわけにはいかない。何とかして誤ご魔ま化かさないと、このまま雪音さんがドＭだとバレる！

　雪音さんもそう思ったのか、恐おそろしいオーラにのまれつつも何とか言い訳を口にした。

「え、えっとね……？　その、あれは……。最近はやりのダイエット法なの！　腰振りおっせっせダイエットって言ってね？」

　いや、ねーよ！　そんなダイエットねーよ！　どんな誤魔化し方してんすか!?

「そんなダイエット法、一度も聞いたことはございませんが？」

「だ、だって……私が編み出したダイエットだから！　腰を激しく振ることで脂し肪ぼうを燃焼させるんだよ!?」

　まるで対たい抗こうするように、雪音さんがじっと愛佳さんの目を見る。噓うそをついていないと思わせるために。

「……そうですか。でしたら問題ありませんが、次からは部屋でいたしてください。変な誤解を招きますよ？」

「う、うん……。紛まぎらわしいことしちゃってごめんね？」

　愛佳さんが、放っていた威圧感を消した。な、何とか誤魔化せたみたいだな……。

「ところで、他ほかのお二人は？　月乃お嬢様と花鈴お嬢様が見当たらないようですが……」

「あの二人なら、まだ部屋じゃないかな？　私、今日はまだ見てないよ？」

「そうですか。仕方ないですね。では、私が起こしてくるとしましょう。お話はみんな揃そろってからです」

　そう言い、部屋を出ようとする愛佳さん。

「ちょっ……！　ちょちょちょちょ！　待ってください！」

　慌てて愛佳さんの前に立つ。

　俺は知っている。あの二人も雪音さんのように変態行為に及およんでいたのを。

「俺が二人を呼んできますから！　愛佳さんは、雪音さんとここで待っててください」

「……なぜ、そこまで必死になるのですか？　私が行ってはマズイ理由でも？」

　愛佳さんが俺をギロリと睨む。その厳しい瞳ひとみに一いつ瞬しゆん怯ひるみそうになった。

　というかこの人、目つきも勘かんも鋭いぞ……。核かく心しんをズバズバついてきやがる。

　でも、ここは譲ゆずれない！　姉妹しまいたちの秘密を守るためにも！

「お客様にそんな仕事をさせるわけにはいきませんから！　だから、俺が連れてきます」

「……分かりました。それではお願いするとしましょう」

　愛佳さんが納なつ得とくして、下がる。

　俺はその様子を見てすぐに、月乃たちを呼ぶためにダイニングから駆け出した。




　　　　※




　何なんだ。本当に何なんだあの人。

　あんなメイドがいるなんて、今まで一いつ切さい聞いてなかったぞ。三姉妹とは知り合いのようだが、一体どんな関係なんだ？　しかもあの人、俺たちの生活の視察をするとか言ってたし……。

　とりあえず早くあの二人を集めて、詳しい話を聞かないと。

　すでに彼女たちが起きているのは確かく認にんしたが、今はどこにいるか分からない。二人を捜さがすため、家の中を駆け回る。

　そして、洗面所へ行くと──

「ふーっ……ふーっ……！　天真の制服ぅ……！　気持ちいいよぉ……！」

　ナチュラルメイクをした金きん髪ぱつの少女──次女である神宮寺月乃が、俺の制服のシャツを着ていた。その表情は、まるで情欲に溺おぼれたようにだらしなく蕩けきっている。

「あっ……んんっ……。これ、天真に抱だき着かれてるみたい……！」

　俺の制服の匂においを嗅かぎ、嬉うれしそうな声を漏もらす月乃。シャツのボタンが開いていて、月乃が下に着けているレース付きのブラが見えていた。下はそのまま、ブラとお揃いの白いパンツのみ穿はいている。

　この変態……！　こいつもエスカレートしてんじゃねえか！

　さっき性的興奮を抑おさえようとしていた時とは違ちがい、今は完全に発情している。俺の制服着ちゃってるもん。多分あの服、洗面所の先にある脱だつ衣い所のカゴに入れておいたものだ。

「おい、月乃ぉ！　早く正気に戻れ！」

「はっ……！　天真!?」

　名前を呼ぶと、彼女もこちらに気が付いた。だらしなかった表情を引き締しめ、慌あわてて俺の制服を脱ぬぐ。どうやら元に戻ったようだ。

「ちちちち違うしっ！　今のは別にそういうんじゃなくて……！　そ、そう！　今日は洗せん濯たくアタシがやるから、服の汚よごれを確認しようと──」

「別にいいから！　いや、よくねぇけど！　今いま更さら誤ご魔ま化かしいらないから！」

　月乃の性せい癖へきは、発情癖だ。男に触ふれたりえっちなことを考えたりして異性を強く意識すると、我を忘れて変態行こう為いに走ってしまう。

　今回もおそらく洗濯カゴの中にあった俺の制服に偶ぐう然ぜん触ふれて、暴走してしまったのだろう。なんでこの人、慢まん性せい的に俺の私物で発情してるの？

「ってか、月乃！　お前は早く服を着ろ！」

「え……？」

　俺に言われて、彼女はようやく自分の姿を確認する。彼女の体を守るのは、純白のブラとパンツのみ。

　月乃は、一気に真っ赤になった。

「そ、そんな……。天真に下着見られちゃった……。あぁあん……」

「ああもう、キリがねぇ！　見てないから！　頼たのむからこれ以上発情すんな！」

　俺は必死に彼女を宥なだめて落ち着かせ、ダイニングへ行くように指示する。

　その後、すぐ残りの一人を呼びに向かう。彼女はさっき俺の部屋にいた。多分まだ二階にいるだろうと思い、階段を駆かけ上っていく。

　すると途と中ちゆうで、小こ柄がらの少女に遭そう遇ぐうした。

「あっ、先せん輩ぱい。そんなに慌ててどうしたんですか？」

　出会ったのは、捜していた三女の神宮寺花鈴だ。彼女は制服に身を包み、階段の上から俺を見下ろす。雪音さんや月乃とは違い、エロ行為はしていないようだ。思わず安あん堵どのため息が漏れる。いや、本来それが普ふ通つうだけどな？

「よかった……。何も変なことしてなくて……」

「え～、どういう意味ですか？　花鈴がいつも変なコトしてるみたいじゃないですか～」

「完全にその通りだろうが……。ついさっきだって、俺の目の前で着き替がえてたし……」

　花鈴の性癖は露ろ出しゆつ狂きよう。俺の前で服を脱ぎ、裸はだかや下着姿を見せて興奮してしまう変態だ。ちょっと頭がおかしいね？

「うわ、先輩超ちよう失礼ですね？　ちゃんと今は服着てますよ～。でも……」

　花鈴が一度言葉を止めて、自分の制服のスカートをつまむ。そして──

「パンツは穿いてませんけど♪」

　羞しゆう恥ちに染まった笑え顔がおを向けつつ、スカートを優ゆう雅がにたくしあげた。

「っっっ!!!?」

　俺は速そつ攻こうで花鈴の体から目を逸そらす。

　しかし一瞬だけ視界に入った下半身は、まごうことなく肌はだ色いろ一色。宣言通り何も穿いている様子はなかった。

　おそらく今、彼女の一番大切な部分は丸出しになっているのだろう。

「あはっ。先輩の目の前で、エッチなところ晒さらしちゃってます……。お股またがキュンキュンしちゃいますぅ……！」

「ぐっ……！」

　こいつらは……っ！　揃いも揃って好き放題暴走しやがって！

　俺がどんだけお前らの秘密を守るために必死になってると思ってんだよ！　少しは協力してくれよ！　お前らだって、性癖バレたら困るんだろ!?

　なんだか、少し腹が立ってきた。
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　俺は花鈴の手を摑つかむ。そして小柄な彼女を強ごう引いんに引っ張り、力強い足取りで階段を上る。

「あっ、先輩!?　何をするんですか？」

「いいから来い！　今すぐパンツを穿かせてやる！」

「えっ、先輩が!?　普通にセクハラじゃないですか！」

「お前にだけは言われたくねーよ！」

　それから俺は花鈴の部屋で無理やり彼女にパンツを穿かせて、一いつ緒しよにダイニングへと向かった。
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「どうしたのですか、天真さん。非常に疲つかれているようですが……」

「い、いえ……。なんでもありません……」

　変態な三姉妹をさばき、ダイニングへと帰き還かんする頃ころには、俺はくたくたになっていた。

　三姉妹たちは雪音さんが用意していた朝食を食べ、愛佳さんはメイドらしく三人の側そばで控ひかえていた。そして俺は、ぐったりとテーブルに突つっ伏ぷしている。

「久しぶりね、愛佳さん。最近パパの様子はどう？」

「特にお変わりありません。相変わらず、忙いそがしくお仕事に励はげんでいます」

「愛佳先せん輩ぱいの服、可愛かわいいです！　あとで花鈴にも着せてくださいー！」

「はい。予備でよければ、いくらでも」

　月乃や花鈴が、思ったよりも親しそうに愛佳さんと話している。

　やはり三姉妹たちは全員、彼女とは知り合いのようである。事情を知らない俺が一人、取り残されたような形になった。

「でも、どうして突とつ然ぜん家に来たの～？　遊びに来たわけじゃないんだよね？」

「はい。当然お仕事です。今からお話しさせて頂きます」

　雪音さんの問いに答える形で、愛佳さんがいよいよ本題に入った。

「まず、天真さんのためにも、改めて自己紹しよう介かいを致いたします。私の名前は寺園愛佳。雪音お嬢じよう様さまと同じ十七歳で、普ふ段だんは皆みな様さまと同じ高校に通いながら、肇様の秘書をしております。正確には、まだ見習いですが」

「肇さんの、秘書……？」

　そう言えば、肇さんの命令でこの家に来たとか言ってたな……。

「そして天真さんには先ほど説明致しました通り、私がこの家に来た理由は、あなた方の生活の視察をさせて頂くためです」

「え、視察……？　どーいうことよ？」

　月乃が聞くと、愛佳さんが淡たん々たんと続けた。

「肇様から、直々にご命令されたのです。『最近仕事が忙しくなって家にいられないことが多いから、天真君たちの生活を観察してきてもらいたい』と」

　肇さんは本来、自分で生活を監かん視ししながら、俺に三姉妹の花はな嫁よめ修しゆ業ぎようを任せるつもりだったらしい。しかし仕事が予想以上に忙しくなり、それができなくなってしまった。

　そこで秘書見習いの愛佳さんを送り込んできたという訳か……。

「肇様曰いわく、天真さんのことはとても信しん頼らいしているようです。しかし、一つ屋根の下で長期間同居が続くため、さすがに不安もあるようですね」

「まあ、確かにそうですよね……」

　いくら肇さんが俺や娘むすめたちを信用していても、ずっと放置するのは心配なはずだ。

　しかし、視察ということは……。

「もしかして、愛佳先輩もしばらく同居するんですか？」

「そういうことになりますね」

　花鈴の問いかけに、愛佳さんが頷うなずく。

「私はこれから一週間、あなた方が仮の夫ふう婦ふとしてどのように生活をしているのか、監視をさせて頂きます。そして私が見たことを全すべて、肇様にご報告させて頂きます」

「なっ……!?」

　生活の全てを報告、だと……!?

「例えば、これは仮にですが……。あなた方がこの同居の中でいかがわしいことをしていた場合も、一切包み隠かくさずに肇様にご報告致します。私が監視をする以上一切の慈じ悲ひはございませんので、覚かく悟ごをしておいてくださいね？」

　そう言い、鋭するどい視線で俺たちを──特に俺を見る愛佳さん。

　この状じよう況きよう……今までで一番の大ピンチだぞ。

　住み込みで俺たちの生活ぶりを二十四時間チェックされたら、三姉妹しまいたちの変態性がバレてしまう可能性が高い。月乃が発情したり、雪音さんや花鈴が性欲を抑えきれなくなって変態行為に及およんだりしたら、もうその時点でおしまいだ。

　そしてそうなれば、たとえ俺の方から三姉妹たちに手を出してなくとも、同居は解消されてしまう。俺は仕事を失って、三人は隠しておきたい性癖を白日の下もとに晒される。

　そんな危険を悟さとったのは、俺だけではないようで。

『……………………』

　愛佳さんの言葉を受け、三姉妹たちが彼女からわずかに視線を逸らした。

　三姉妹は全員、俺以外には自分の性癖を隠している。それは姉妹同士でも例外ではなく、三人はお互たがい、姉妹の中で変態なのは自分だけだと思い込んでいる。

　それほど彼女たちは、性癖がバレるのを恐おそれているというわけだ。

　そんな彼女たちがこの状況に焦あせりを抱かないわけがなかった。

「で、でも……愛佳さん。別に住み込みじゃなくてもよくない？」

「そ、そうですよ～。愛佳先輩も大変でしょうし、視察だったら日中だけでも……」

「私もその方がいいと思うな～……」

　それとなく愛佳さんの監視の目を緩ゆるめようとする月乃たち。

「そういうわけにはいきません。これも大切なお仕事ですので。それとも皆様の生活は、監視をされたら困るようなものなのですか？　だとしたら、ますます本気で監視をしなければいけませんね」

『……………………』

　愛佳さんの厳しい物言いに、三姉妹たちが沈ちん没ぼつする。

　これはあのパーティーの時よりもはるかに危険な状況だ。あの時は三人の秘密に気づいた諒りよう太たとかいう青年が、肇さんに信用されていなかったから何とか誤ご魔ま化かすことができた。

　その点愛佳さんの場合、肇さん自らが送り込んできた信用されている人物だ。もしバレた場合には、一いつ切さいの誤魔化しは通用しない。

　しかし、どうあっても三姉妹の性せい癖へきがバレることは許されない。彼女たちがこのまま平へい穏おん無事に生きていくためにも、俺が借金を返すためにも。

　だから──

「天真さんも気を付けてくださいね？　即そく座ざにクビにならないように」

「！」

　な、なんなんだ……？　今のセリフは……。なんでこんなことを言われたんだ？

　普通に監視役として、俺に注意を促うながした……？　でも、今の感じはそれだけじゃない。やはり彼女は──すでに秘密を知っているのか？

　いや、待て。もし本当に秘密に気づいているのなら、すぐ三人の変態性を肇さんに告発するハズだ。そして同居をやめさせるハズだ。わざわざこんな監視なんかせずに……。

　ということは、まだセーフだろう。この人は基本厳しそうな無表情だから、何を考えているのか分かりづらい。だから言葉の一つ一つが意味深に聞こえてしまうのだろう。

　とにかく俺は、三姉妹の性癖がバレないように、監視をやり過ごさないといけない。

「最も、私は天真さんたちが清せい廉れん潔けつ白ぱくに暮らしているのを、心から信じておりますが」

　愛佳さんが俺にお辞じ儀ぎをして話を締しめる。そして、直後に言い放った。

「ところで、もうすぐ学校のお時間なのでは？」

「って、うわぁ!?　マジだ！　遅ち刻こくじゃねえか！」

　時計を見ると、普段ならばとっくに家を出ている時間だった。もともと起きたのが遅おそかったし、のんびりしている暇ひまはない。

「ちょっ、マジ!?　早く準備しないとっ！」

「わーっ！　花鈴、ご飯食べ終わってないよー!?」

「皆みんな、急ごう！　今ならまだ電車間に合うかも！」

　愛佳さんの一言で、皆が一いつ斉せいにパニックに陥おちいる。

　しかし愛佳さんだけは、メイド服のままゆったりした様子で立っていた。

「あれ……？　愛佳は学校行かないの？」

「私は後で向かいます。この後肇様のところへ顔を出さないといけませんので」

　俺たちの視察以外にも色々仕事があるようだ。さすが大だい企き業ぎようの社長秘書である。

「ああ、そうでした。最後にこれを、天真さんに」

「え？」

　愛佳さんが差し出してきたのは、一枚の細長い封ふう筒とうだった。封を切ると、中には折りたたまれた紙。そこに書かれていたものは……。

「これは支し払はらい通知書です。今月分の天真さんの給料が記き載さいされています」

「え、給料……って、おおおおおお!?」

　中を見て、書かれていた額に腰こしが抜ぬけそうになってしまった。

　あらかじめ肇さんに聞いていた『月給百万』という数値も非常に衝しよう撃げき的だったが、この数字にはさらに色が付いている！

「肇様曰く、パーティーで月乃お嬢様を助けて頂いたお礼です。お金は月末に振ふり込まれますので、ご確かく認にんをお願いします」

「ま、マジか……！　あああ、ありがとうございますっっっ！」

　この金額……！　母さんや妹が数か月余よ裕ゆうで暮らせるだけの額はある！

　後で一回実家に戻もどって妹に報告してあげよう。アイツ、絶対喜ぶぞ！

「ふふっ。くふふっ。フフフフフ……！」

「ちょっと！　笑ってる場合じゃないから！　アンタも早く出る準備しなって！」

「はっ！　悪い！　そうだった！」

　俺は急いで支度を整え、月乃たちと一いつ緒しよに家を出た。
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　急いだ結果、俺たちは何とか目的の電車に間に合った。

　これで遅刻はしなくてすむ。ギリギリで車内に乗り込んで、目的の駅へ向かっていく。

「くっ……くくっ……ふはははははっ！　給料が……大金が俺の手にっ！」

　愛佳さんから受け取った支払通知書を何度も取り出し、繰くり返し額を確認する俺。ヤバイ。笑いが止まらない。

「ちょっと……恥はずかしいから静かにしてよ……。ってか、気持ち悪いんだけど？」

「ぬわははははは！　何とでも言え！　今の俺にはそんな悪口効かないぜ！」

　月乃に冷たい目で注意されるが、それでも俺は大声で笑う。

　正直、自分でも気持ち悪いとは思っている。だが、こんな額を得るのは人生初だ。こうなるのも仕方ないだろう。ハイになっているのか、今にも走り出したい気分だ。

　いやぁしかし、今日は本当に素す晴ばらしい日だ！　愛佳さんにマジで感謝しないと。

「そういえば、愛佳さんってやっぱり凄すごい人なのか？　あの年で肇さんの秘書なんて……」

　三姉妹の父である肇さんは、有名企業のＺＧグループの社長である。高校生の内にそんな人の側近として働くなんて、見習いとはいえ普ふ通つうはありえないことだろう。

「う～ん。愛佳の家は、神宮寺家と関かかわりの深い家だからね～。そういう事情もあると思うよ？」

　雪音さんの話を聞くと、寺園家は昔神宮寺家に忠誠を誓ちかった家系らしい。寺園家の者は代々神宮寺家の者に仕える決まりで、若い時からそのための教育を受けて育つそうだ。

「もちろん、愛佳自身も凄いけどね。五か国語を完かん璧ぺきに習得してるし、秘書検定も当然一級。法律にも詳くわしいみたいだし、とっても頭良いからね～。秘書のお仕事が忙いそがしくなければ、学校のテストも私を抜いて一位だと思うな～」

「マジですか!?　メチャクチャ優ゆう秀しゆうじゃないですか！」

　雪音さんは俺たちが通う青林高校でトップの成績を誇ほこっている。その雪音さん以上のポテンシャルを彼女は秘ひめているわけか……！

「愛佳先せん輩ぱい、すごく頼たよりにされてるみたいですよ。見習いと言っても、秘書のお仕事は基本任せてるみたいですし」

「その辺の大人より遥はるかに気が利きくし素晴らしいって、パパもベタ褒ぼめしてるわね」

　大企業の社長がそれほどまでに……。あの人、超ちよう絶ぜつエリートなのか。

「あと、愛佳が高校生になるまでは、時々私たちのお世話もしてくれてたんだ～」

「愛佳さん、メイドさんとしても超一流なのよ？　何でもそつなくこなす人だから」

「時々怖こわいですけどねー。お説教とか、淡たん々たんと厳しいことを言ってきますし」

　確かにあの雰ふん囲い気きからして、自分にも他人にも厳しそうだな。絶対に怒おこらせたくないタイプだ。

「ってか、それより……大だい丈じよう夫ぶなの？　愛佳さんの視察のこと……」

「あっ……」

　不安そうな顔で月乃に聞かれ、俺はようやく思い出す。そうだ。給料に浮うかれてる場合じゃなかった。これからのことを考えないと。

　月乃は性癖がバレるのを心配している様子である。また、それは彼女だけじゃない。

「監かん視しって……。やっぱり、本気なのかなぁ……」

「愛佳先輩に怒られないよう、気を付けないといけませんね……」

　雪音さんも花鈴も、性癖バレを危き惧ぐしていた。今は姉妹の手前互いに言葉を濁にごしているが、その表情を見れば分かる。

　俺は彼女たちの顔を見ながら、この視察中どのように生活すべきか考える。

「……とりあえず、俺たちが仮夫ふう婦ふとして上手うまくやっているのは示さないとな……」

　愛佳さんの視察をクリアするために俺がやらないといけないことは、三姉妹の性癖を守りながら、夫婦生活をちゃんと果たしていくことだと思う。

　俺が三人と同居しているのは、彼女たちが立派なお嫁よめさんになれるよう、夫婦生活の予習をさせてあげるためだ。三人が仮の夫である俺と仲良く生活している姿を愛佳さんに見せていかなければ、俺の存在意義が問われるだろう。

　だが三姉妹しまいと接する時間が増えれば、必然的に性癖がバレる危険性も増えそうで……。

「愛佳さんや肇さんの反感を買うような行動は、絶対に慎つつしまないといけない。……三人も、ちゃんと注意をしてくれよ？」

　これに至っては、とにかく彼女たちの理性を信用するしかない。三姉妹が一緒にいる手前、言葉をぼかして忠告をする。

「わ、分かってるし！　大丈夫だって……」

「私も、普通の生活を心がけるよ……？」

「あんまりはしゃがないようにはします……」

　性癖について触ふれないよう、曖あい昧まいな返事をする三人。

　なんか、やっぱり自信なさげだなぁ……。本当に大丈夫なのだろうか……。

『おい、なんだよあの男？　なんで神宮寺さんたちと一緒にいるんだ？』

『知らねーよ。まさか、誰だれかの彼氏とか……？』

　ふと、話し声が耳じ朶だに触れる。チラリと見ると、同じ学校の男子生徒たちが冷ややかな目で俺の方を見ていた。

　しまった。月乃たちと登校しているせいで、周囲の視線を集めている。いつもはこうならないように登校時間をズラしているが、今日はそんな暇なかったからな……。

　月乃や花鈴、雪音さんは、ただでさえ多くの生徒の憧あこがれだ。そんな彼女たちが集まって、しかも男と一緒にいたら目立ってしまうのも仕方ない。男たちの嫉しつ妬とや憎にくしみの視線が、グサグサ突つき刺ささってくる。

　また、学校の最も寄より駅が近づくにつれて生徒の数も増えていき、三人に話しかける者も出てきた。

「雪音さん！　おはようございます！」

「あっ。おはよう～。今日も一日頑がん張ばろうね～」

　生徒会長として全校生徒に尊敬されている雪音さんは、周囲の挨あい拶さつに笑え顔がおで応こたえ……

「月乃ちゃん！　今日俺たちと遊び行かない？　俺ら、お金出すからさ！」

「はぁ？　うざっ。近寄らないでくれる？　空気が汚よごれるんですけどー？」

　男嫌ぎらいで通っている月乃はナンパ野や郎ろうどもを冷たくあしらい……

「花鈴ちゃん、やっぱ可愛かわいいな……」「ああ。何喰くったら、あんな可愛くなれんだろ？」

「えへへ～。花鈴、噂うわさされてますね～？」

　先せん輩ぱいたちに人気の花鈴は、視線を送る上級生男子にひらひらと手を振っていた。

　コイツら……。相変わらず、学校ではすごい人気者だな。

　だが、三人をチヤホヤしている者は、誰も三姉妹の本ほん性しようを知らない。清せい楚そで優やさしい雪音さんが実はドＭであることも、男を遠ざけている月乃が実は発情しまくりなことも、天てん真しん爛らん漫まんで愛くるしい花鈴が実は露ろ出しゆつ狂きようであることも。

　こいつらが実は変態と知ったら、ここにいる皆はどんな顔をするのだろうか？

　人気者の彼女たちを眺ながめ、俺はぼんやりと考えた。




　　　　※




　夕方、学校が終わった後。

　俺は神宮寺家には帰らずに、数週間ぶりに自宅の前に戻ってきていた。

　朝考えていた通り、給料のことを家族に知らせるためである。

　この時間母さんはパートだが、妹はすでに中学から帰っているはずだ。

　俺は久しぶりに家の鍵かぎを使い、ぼろくなった扉とびらを開ける。そして神宮寺家より遥かに小さな玄げん関かんへ入り、家の奥へと声を飛ばした。

「ただいま、葵あおいー。帰ったぞー！」

『え……っ？』

　奥から驚おどろいたような声が聞こえる。

『え、えっ……!?　噓うそっ！　お兄ちゃん!?』

　数秒後。ドタドタとけたたましい音を立てて、リボンで結んだ髪かみを揺ゆらしながら、背の低い少女が現れた。

　一条葵。三つ下の、世界一可愛い妹だ。

　葵は俺を確認すると、そのあどけない顔に笑みを咲さかせて、細長い廊ろう下かを駆かけてくる。しかし玄関の前で立ち止まり、取り繕つくろうように不ふ機き嫌げんそうな顔つきになった。

「ふ、フン……。今いま更さら何しに帰ってきたの？　突とつ然ぜん出てっちゃったクセに……」

　いきなり長期間いなくなったことに怒っているのか、葵が可愛く頰ほおを膨ふくらませる。

「す、すまん……。でも、前に言っただろ？　俺は仕事をするために──」

「それくらい葵も分かってるもん！　仕事は普通に応おう援えんしてるし、出てったことも気にしてないから！」

　そう言いながら、頭ず突つきをするように俺の腹に飛び込む葵。

「お兄ちゃんが出てっても、私は全然平気だし！　だから帰って来たからって別に嬉うれしくなんてないし！」

　葵はそのまま俺の背中に腕うでを回して、強い力でギュッと体をしめてきた。

「今まで帰ってこなくても、全然連れん絡らくこなくても、ホントに平気だったんだから！　少しも泣いたりしてないし！　夜な夜なお兄ちゃんの夢を見て寂さびしくなったりしてないし！」

　両腕にさらなる力を込こめて、葵が俺をしめつける。

「そもそも私、お兄ちゃんなんか嫌きらいなの！　だから謝ったりしないでよ！　お兄ちゃんのバカバカバカッ！　バカバカバカバカバカバカ──ばか……」

　しかし腕の力は次し第だいに弱まる。そして葵はまるで俺を求めるように、顔を俺の胸へと埋うずめた。アレ……？　ってかこれ、抱だき着かれてね？

「あ、葵……？　あんまりずっと抱き着かれてると、身動きが取れないんだけど……」

「は!?　違ちがうもん！　体をしめてるだけだもん！　だから絶対放さないんだから！」

　葵がさっきよりも強く俺の体をしめてきた。でも正直、葵の力が弱いせいでほんの少しも痛くない。

　ってかこれ、絶対抱き着いてるよな？　久しぶりに甘えたくなってるだけだよな？

　葵はアビリティ『天邪鬼ツンデレ』の所持者だ。素す直なおじゃない態度をとる割に、その本心を隠かくしきれていない。つまり、基本的に俺への好意がダダ漏もれだ。

　しかし、ここまで分かり易やすく抱き着いてくるとは……。今まで寂しかったんだろうな。

　そう思うと申し訳ない気持ちになる。そして同時に、コイツが本当に可愛く思える。

　兄として、妹に好かれるのは至上の快楽。是ぜ非ひとも喜ばせてあげたくなった。

「なぁ、葵。悪かったって。これからはマメに電話とかするから。それに、今日はいいお知らせがあるぞ！　なんともうすぐ給料が入る！」

「フン！　お金なんかで私が釣つられるとでも思うの？　そんなに安い女じゃないもん！」

「あー、そうか。残念だなー。じゃあこの百万は俺と母さんで分けるとするか」

「勝手にすれば──って、百万円ッッ!?」

　あまりに衝しよう撃げき的だったのか、葵が俺の体を放す。その隙すきに、支し払はらい通知書を取り出した。

「ほら。これが今月の給料だ」

「え……うわっ！　ホントだ！　こ、これ……何かの詐さ欺ぎとかじゃなくて……？」

「騙だまされてねぇよ。正真正しよう銘めい、給料だ！」

「すっ……すごい……！　お兄ちゃんすごいっ！」

　葵が尊敬のまなざしで俺を見る。葵が素直になるほどの成果だったということか。

「これだけあれば、おいしい物たくさん食べれるねっ！　あと、ゲームもやっと新品で買えそう！　それどころか、最新型のゲーム機だって買えるかも……！」

　支払通知書の額を見直し「ふおおおおお……！」と、目を輝かがやかせる葵。

　そして彼女はしばらくそうして大金の感かん慨がいにふけった後、もう一度俺の顔を見た。

「お兄ちゃん……ありがとうっ！　私のために頑張ってくれて……」

「…………っ！」

　なんだこの可愛い生き物は。何だこの可愛い生き物は!?

　愛いとしさで心臓キュッてなったわ！　何コレ可愛い！　妹可愛い！　可愛すぎて尊とうと死しするかと思った！

　俺が今まで変態たちに振ふり回されながらも頑張ってきたのは、この葵の笑顔が見たいからだ。妹を守りたいからだ。

　実際にこの顔を見ることで、葵の気持ちを聞くことで、改めて自分の思いを見直せた。

「っていうか、これだけあればすぐに借金も返せるよ！　貧びん乏ぼうから抜ぬけ出せるかも！」

「あ、ああ。そうだな。そのためにも、もっと仕事を頑張らないと」

　葵の笑顔を守るために今一番必要なことは、愛佳さんの視察をやり過ごすことだ。全力で三姉妹の秘密を隠し、その上で俺が仮の夫にふさわしいことを示したい。

　間ま違ちがっても今、クビになるわけにはいかないのだ！

「じゃあ、俺はそろそろ今の家に戻もどるから。給料のこと、母さんに伝えておいてくれ」

「えっ!?　もうお仕事行っちゃうの……？　帰ってきたばっかりなのに……」

「今日は報告に来ただけだからな。また今度ゆっくり帰ってくるよ」

　あまり戻るのが遅おそくなると、『視察が嫌いやだから遅かったのですか？』などと、愛佳さんに誤解を与あたえるかもしれない。それは大きなマイナスになる。

「じゃあ、次の連休には帰ってくる？」

「連休？」

　そういえば、もうすぐ五月の連休か……。言われて初めて意識したな。

　おそらく連休だからといって、同居が中断することはない。今は愛佳さんの視察もあるし、三姉妹と一いつ緒しよに休みを過ごすことになるだろう。

「悪い……。あんまり帰れないと思う……」

　申し訳ないと思いつつも、ちゃんと正直に言っておく。

「ふぅん……。そうなんだ……。私のことは放ほっとくんだ……」

　しゅん……と落ち込んだ顔になる葵。あ、ヤバイ。罪悪感が加速した。

「ごめんな……？　やっぱり寂しいか？」

「ぜ、全然寂しくなんかないし！　何勘かん違ちがいしてるの!?　お兄ちゃんのバカ！」
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　葵がアビリティ『天邪鬼ツンデレ』を使った。

「フン！　今日だってもう戻らないといけないんでしょ!?　ほら、行くなら早く行けば!?　私だってせいせいするもん！　お兄ちゃんなんていない方がいいし！」

　葵が怒おこったような強い口調で俺を追い返そうとする。

　だがその一方葵の目は潤うるみ、まるで引き留めようとするかのように俺の制服の裾すそをつまむ。これは……何というか反則だろう。

「あー……っと……。葵、今は暇ひまなのか？」

「え……？」

「その……。少しだったら、ゲームとか付き合っても、いいぞ……？」

　たまらず、俺はそう口にしていた。

「はあっ!?　ひ、暇なわけないじゃん！　お兄ちゃん、マ〇オカートでいい!?」

　いや、やっぱり遊びたいんじゃねえか。

　俺は結局葵のゲームに少しだけ付き合い、それから神宮寺家へと戻った。
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「おかえりなさいませ。天真様」

　神宮寺家へと戻った俺を愛佳さんが出で迎むかえた。

　彼女は相変わらずメイド服を着て、ポーカーフェイスで俺を見る。

　可愛かわいらしいメイド服を着こなして凜りんと立つ姿は綺き麗れいだが、この鋭するどい目で見つめられると少し怖こわい。なんだかこの視察で、全すべてを見抜かれそうな気がして……。

　っていうか、この人……今『天真様』って言わなかった？

「あの、愛佳さん……。今の呼び方は？」

「はい。私は一応、神宮寺家のメイドですので。仮とはいえ、お嬢じよう様さま方の夫であるあなた様にも、敬意を表しておくべきかと」

　なるほど。そういうことだったか。

「とにかく、これより視察の方を始めさせて頂きます。私は天真様のお側そばについて、お嬢様たちとの暮らしぶりを観察させて頂きますので、くれぐれもご注意くださいませ。不ふ埒らちなことなどを致いたしたら、きっとクビになってしまうでしょうから」

「いや、そんなことはしませんから……」

　嫌みなセリフで愛佳さんが注意を促うながしてくるが、不埒なことをしてくるのは三姉妹しまいたちの方なんだよなぁ……。

「とりあえず、私のことは気にせずに普ふ段だんの生活を見せてください」

　言いながら愛佳さんが移動して、俺の背後に陣じん取どった。そして俺が玄関を抜けると、ぴったり後ろについてくる。

　いや、無理だよ。メッチャ気になるわ。なんなのこの人？　スタ〇ドなの？

「ちなみに、お嬢様方はすでにご帰宅しております。まずは誰だれにお会いしますか？」

『早く誰かに会いに行け』という言外のプレッシャーを感じる気がする。この人、仕事する気マンマンだな。この威い圧あつ感がやはり怖い。

　だが、こっちだって望むところだ。俺と三姉妹が夫ふう婦ふとして仲良く、そして健全に暮らしているところを存分に見せびらかしてやる。

「あっ、天真君。おかえりなさい」

　俺が廊下を歩いていると、雪音さんがリビングから出てきた。リビングの中には、掃そう除じ機きなどの清掃道具が用意されているのが見える。

「ただいま、雪音さん。掃除ですか？」

「うん。晩ばん御ご飯はんまで時間もないから、この部屋くらいしかできないけど。……よかったら、天真君も手伝ってくれるかな？」

「もちろんです。喜んで！」

　タイミングよく雪音さんが俺に頼たのみごとをする。しかし、これは偶ぐう然ぜんではない。

　実はさっき学校に行っている間、三姉妹それぞれと相談をしておいたのだ。俺たちの仮夫婦としての暮らしぶりを、どのように愛佳さんに見せつけるのかを。

　結果、今日は雪音さんとは一緒に掃除をすることになった。一緒に家事をするのは夫婦っぽいし、コンビネーションを見せつけられれば仲の良さもアピールできる！

「お嬢様。お掃除でしたら、メイドの私が致しますが……」

「いいよいいよ～。自分たちの家くらい、ちゃんと自分で掃除しないと。それに、夫婦で一緒にやりたいからね～」

「そうですか……。でしたら、廊ろう下かで観察させて頂きます」

　愛佳さんが下がり、予定通り俺と雪音さんで作業を始めることになった。

「それじゃ、早さつ速そく。一緒に掃除機かけよっか」

「はいっ！」

　コードをコンセントへ繫つなぎ、そして一緒に掃除機を握にぎる。雪音さんの手が俺の手の上に重なって、優しい温ぬくもりを与えてくれた。

　二人で一緒に掃除機をかける。効率的には最悪でも、仲の良さはアピールできそうだ。

　そして俺たちは部屋の隅すみから掃除を始めた。

「フンフンフ～ン。楽しいお掃除、お片付け～♪」

　謎なぞのオリジナルソングを歌い、楽しそうに掃除機がけをする雪音さん。俺は彼女の手の動きに合わせて、一緒に掃除機を動かしていく。

「ふふっ。こういうのも、何だか楽しいね～」

「は、はい……」

　雪音さんの体が掃除機のノズル越ごしに密着し、肩かたや二の腕うでがぷにぷに触ふれる。

　世の中の夫婦が本当にこんなことをしているかは分からんが……。いざやってみると、変に緊きん張ちようしてしまう。本当に雪音さんのことを嫁よめとして意識しそうになって……。

「…………（じ～っ）」

　そして宣言通り、愛佳さんは俺たちを廊下で見ていた。ちらりと彼女に視線をやるが、厳しそうなポーカーフェイスのせいで何を考えているかは分からない。

　と、視線を掃除機の先へ戻したとき。進行方向にたくさんのコードが繫がれてタコ足配線になっている、電源タップが現れた。

「あっ。そこ、コードが多いから気を付けましょうか」

「あはは。大だい丈じよう夫ぶだよ～。慣れてるもん」

　俺の忠告に、こっちを向いて笑う雪音さん。

　だが、よそ見したのがよくなかった。言ったそばからコードに足を引っかけて、雪音さんが前のめりに転ぶ。

「あっ、キャアッ!?」

「雪音さん、大丈夫ですか!?」

　掃除機を止めながら、しゃがみ込んで様子を見る。

「う、うん……。ごめんね、天真君。せっかく注意してもらったのに……」

　幸い怪け我がは無いようで、すぐ立ち上がろうとする雪音さん。しかし……。

「あ、あれ……？」

　その時異変に気が付いた。転んだ拍ひよう子しにコードの一つが雪音さんの体に巻き付いて、立ち上がるのを邪じや魔ましていたのだ。

「な、なにこれ……？　どうなってるんだろ……？」

　雪音さんが自分の体を眺ながめつつ、コードを体から外そうと動く。だが──

「やんっ！　これ……体にキツく絡からまって……。はぁん……♪」

　解ほどこうとするほど、コードは強く食い込んでいった。

「ぁ……。す、すごい……。なんだか、とっても気持ちいい……っ！」

　次の瞬しゆん間かん、ビクンッ！　と体を震ふるわせる彼女。快楽の波に飲まれたようなだらしない表情に変化する。

　そしてその時雪音さんの中で、何かのスイッチが入ったらしい。

「はぁはぁ……。もっと縛しばりたいよぉ……」

　彼女はタコ足配線になっている別のコードをその手に取り、自らそれを胸の谷間や、股またの間へと通し始めた。

　──アレ？　これって緊きん縛ばくプレイじゃね？

「あぁん、だめぇ！　コードが偶然にも私の体を縛ってくぅ！」

「いや、アンタ絶対わざとだろ！　明らかに自分で縛ってんだろ！」

　コードを解こうとするフリをしながら、逆に縛っていく彼女。

　なんてこった……。偶然コードに絡まったせいで、ドＭな本ほん性しようが目覚めやがった！

「あっ……んんんっ！　おっぱい、締しめられてビクビクするぅ……！　痛いけど、興奮しちゃうよぉ……！」

　雪音さんが力強くコードを体に巻き付けて、亀きつ甲こう縛りを完成させる。その体は肉感的に強調され、特に二つの大きな胸はとんでもないことになっていた。

　コードが雪音さんの胸を囲み、ギュッと絞しぼり出すことでその大きさを増している。彼女のただでさえ大きな胸は、まるで膨ぼう張ちようしたかのように、バイン！　と前に突つき出された。その大きさは巨きよ乳にゆうや爆ばく乳にゆうを通り越こし、強きよう烈れつな『ドヤ胸』と化している。

「お嬢様？　どうかされましたか？」

　異変に気付いた愛佳さんが、ゆっくりとこちらに近づいてくる。

　なんということだ！　この状じよう況きよう、控ひかえめに言って大ピンチ！　気づかれる前に何とかしないと、性せい癖へきバレをしてしまう！

「雪音さん、じっとしててください！　すぐに俺が解きますから！」

「ご主人様ぁ、解いちゃらめぇ……」

「ドＭモードにならないでください！」

　小声で彼女を𠮟しかりつけながら、急いでコードを解こうとする。しかし中々うまくいかず、逆に彼女を締めつけてしまった。コードがもっと食い込んで、胸が『ドヤアアアアア！』と強調される。

「ひゃああんっ！　もっと！　もっと縛ってぇ！　もっと気持ちよくしてぇ！」

「ああもう！　いったん黙だまってくれ！」

　わざと掃除機のスイッチを入れ、その騒そう音おんで喘あえぎ声を誤ご魔ま化かす。

「雪音お嬢様……？　今、変なことを言いませんでしたか……？」

「気のせいですよ!?　それより、愛佳さんはちょっとアッチに──」

「あっ……はぁはぁ……。ご主人様ぁ……？　この雌めす奴ど隷れいにお仕置きしてっ！」

　ダメだこのドＭ！　マジやべぇ！　誰かコイツを止めてくれ！　コイツをお掃除してくれぇぇ─────────！

　俺は心の中で叫さけびながらも何とか絡まったコードを解き、愛佳さんに秘密がバレる前に雪音さんを正気へと戻もどした。
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「まったく……。苦労させやがって……」

　危険な思いをしながらも何とか掃除を終えた後。

　俺はぼやきながら筆記具などの勉強道具一式を持って、自分の部屋から廊下に出た。

「次はどちらに行かれるのですか？」

　部屋の前で待機していた愛佳さんが聞いてくる。さすがに中までは入ってこないが、常に俺の動向を監かん視ししようとしているようだ。

「花鈴のとこですよ。晩飯前に少しだけ、一いつ緒しよに勉強する予定なんです」

　もちろんそれも、愛佳さんに仲の良さをアピールするための作戦だ。一緒に勉強し、助け合う姿を見せることで、仮夫婦としてうまくやっているのを示したい。

「なるほど。三人それぞれと接する時間をちゃんと作っているようですね。その姿勢には感心です」

　よし。思おも惑わく通り、愛佳さんの反応も上々だ。

「ですが、どの教科を勉強なされるのですか？　まさか、保健体育（実技）などでは……」

「違ちがいますよ!?　普ふ通つうに英語とか数学とかです！」

　この人、どんだけ俺を不ふ埒らちな輩やからだと思ってるんだよ!?　監視という役割上、警けい戒かいするのは分かるけど……。

「とにかく、早く行きましょう。花鈴も待ってると思いますし──ん？」

　ふと、ポケットのスマホの振しん動どうに気づく。見ると花鈴からのラインだった。

『トイレなうなう！』『紙がないので助けてくださいー[image: かおもじ]』

　……アイツ、何をやってんだろう……。

　こういう用事は月乃か雪音さんにお願いするべきだと思うが……。なんで女子のトイレのピンチを男が救わなきゃいけないんだよ。なんか色々と気まずいだろうが。

　あ、そうだ。せっかくだし、愛佳さんにお願いしよう。

　と、思ったその時。また着信。

『女同士だと恥はずかしいので、天真先輩が来てくださいね……？』

　普通、逆じゃね？

　男が来た方が絶対恥ずいと思うんだけど。あいつの羞しゆう恥ち心しんどうなってんだよ？　そもそも露ろ出しゆつ狂きような時点でその辺の感覚は狂ってそうだが……。

　とにかく、無視するわけにもいかない。俺も後でトイレに行こうと思ってたし、用を足すついでに助けてくるか。

「愛佳さん、すみません。ちょっとトイレに行ってきます」

「そうですか。それでは私も行きましょう」

　愛佳さんがなんの躊躇ためらいもなく、俺の後について来ようとする。

「いやいや、待って。トイレですよ？　まさか、一緒について来る気じゃ……？」

「愚ぐ問もんですね。私の仕事は同居の視察。特に天真様の挙動の監視は最重要事じ項こうと考えます。そのため離はなれることはできません」

「だからってトイレまで来ることはないでしょう！　ストーカーでもあるまいに！」

「ご安心を。トイレといっても、中まで入りはしませんので。廊下で待たせて頂きます」

「あたりめーだよ！　それでも嫌いやだって言ってんの！」

　そんなことされたら気になるだろーが。なんか謎の恥ずかしさがあるし。

　ふと、愛佳さんが目を鋭するどく細め、俺を睨にらむように見た。

「天真様……。もしかして、私の目を逃のがれようとしてますか？」

「え……？」

「でしたらはっきり申し上げますが、とても愚おろかな考えですね。逃にげようとしても無む駄だですよ？　あなたの思惑はお見通しですから」

「いや、そういう訳じゃなくてですね……！」

　この人、仕事に実直すぎて全然融ゆう通ずう利きかないんだけど！

　ああもう！　これ、なんて言えば分かってくれるんだよ……？

「とにかく、別に逃げるつもりとかありませんから！　お願いですからトイレくらいリラックスさせてくださいよ……」

　用を足すときに、女子が外で待っているとか嫌すぎる。そんな気持ちを言葉に込こめて、必死な思いで吐はき出した。

　すると……。

「……はぁ。どうやら、純じゆん粋すいに嫌がっているようですね」

　俺の目をじっと睨んだ後、愛佳さんが『やれやれ』な感じで言う。

「そこまで言うのなら仕方ありません。この場で待たせて頂きますので、すぐに戻ってきてください」

「わ、分かりました……。行ってきます」

　幸い、何とか理解を示してくれた。俺は愛佳さんに頭を下げて、彼女の元から離れていく。二階から一階の廊ろう下かへ移動し、物置に置いてある予備のトイレットペーパーを入手。その後一階の端はしにある、花鈴の待つトイレへと向かった。

　そして、扉とびらをノックする。

「おい、花鈴。紙持ってきてやったぞ。一度鍵かぎを開けてくれ」

「あっ、先せん輩ぱい！　ありがとうございますー！」

　中から聞こえる明るい声。そして、鍵が開かれた。

　俺はトイレットペーパーを渡わたすため、ほんの少し扉を開く。そして中を見ないようにして、手だけを個室の中へ突っ込む。

　その時。手首が摑つかまれた。

「あはっ☆　かかりましたね？　天真先輩」

「えっ──わっ!?」

　花鈴が腕うでを引っ張って、俺を個室へと引きずりこんだ。

　金持ちらしい、とても清潔で広めなトイレ。小さな窓台には、上品な香かおりのする芳ほう香こう剤ざいが置かれていた。

　その中で花鈴は俺の腕を摑み、いたずらな笑えみを浮うかべている。どうやら用を足していたわけじゃないらしい。ということは、あのメールは噓うそ……？

「ど、どういうつもりなんだよ？　花鈴……」

「んふ～。今すぐ教えてあげますよー？」

　言いながら、花鈴がやや前のめりになって、スカートの中に両手を入れる。

「え……？」

　そしてパンツに指をひっかけて、それをずるっと引き下げた。花鈴の穿はいていた水色のパンツが、ねじれた状態で膝ひざのあたりまでずり下ろされる。

「……っ！　……っ!?」

　状況が吞のみ込めず狼狽うろたえる。そんな俺に、彼女が濡ぬれた声で言った。

「天真先輩！　花鈴の一番恥ずかしい姿……おトイレしてるとこ、見てくださいっ！」

「んなあああっ!?」

　この変態……！　今までで一番ヤバいラインを攻せめてきやがった！

「お前っ、馬ば鹿かか!?　見られたがりにも限度があるだろ！　これもう普通の露出じゃねえぞ！」

　外に声が漏もれないように、音量を絞りつつも怒ど鳴なる。

「しかも今は愛佳さんが俺たちの視察に来てるんだぞ!?　こういうことは慎つつしめよ！　お前も性癖バレるの嫌だろ!?」

「もちろん嫌です！　だからこうして、個室で露出しようかと……」

「いくら個室でもこんなのダメだろ！　よりにもよって、こんな変態的なプレイ……！」

　どれだけ露出が好きだとしても、さすがにこれはやりすぎだ……！

「それは、仕方がないんです！　花鈴には絶対トイレを見てもらわないといけない、ちゃんとした理由があるんです！」

「理由だと……？」

　花鈴がスマホを取り出して、そこに映されたメール画面を見せてくる。

「実は花鈴……。エロ漫まん画がのプロになるんです！」

「……は？」

　メールを見ると、それはとある成人向け漫画雑誌の編集者からのものだった。その内容は、花鈴がチュイッターで上げていたエロ漫画の出来に対する賛辞と、ぜひ雑誌での連れん載さいを考えてほしいとのお願いだった。要するに、スカウトメール……？

「ま、マジか！　凄すごいな花鈴！　これ、お前の才能が認められたってことなんだろ!?」

「えへへ……。そんなに褒ほめないでくださいよぅ」

　脱ぬいだパンツもそのままに、花鈴が照れた感じで笑う。

「だ、だがっ！　それがこの状じよう況きようと関係あるのか？」

「はい、大アリです！　実は花鈴、その漫画でトイレを見られる露出シーンを執しつ筆ぴつしようと思ってまして。そのシーンをうまく描えがくために、実じつ践せんしようと思ったんです！」

「はあっ!?」

　それはつまり、取材ってことか!?　おいおいちょっと待ってくれよ！

「より質の高い露出漫画を描くには、リアルな恥ずかしさを知ることが一番の近道なんですよ！　花鈴がいいエロ漫画を描くには、露出行為が必要なんです！」

「いやいやいやいや！　だとしてもこれはマズイだろうが！　許容範はん囲いを超こえている！」

「でも先輩、以前花鈴に『協力する』って言いましたよね!?　先輩しか頼たよれる人がいないんです！　だから、どうかよろしくお願いします！」

　パンツを下ろした状態で深く頭を下げる花鈴。

「そ、それに……花鈴、そろそろ限界です……！」

「限界って、まさか……!?」

　スカートをたくし上げ、便座に腰こしを下ろす花鈴。

「はぁ……んぁぁ……っ！　来ちゃいます……！　気持ちいいの、来ちゃいます……！」

　こいつ、俺が来るまでトイレ我が慢まんしてやがったな！

「先輩！　見ていてくださいね？　花鈴のおトイレ、見つめてくださいっ！」

「いや、できるか───！　絶対無理だわ！」

　さすがにそんな要求は吞めねぇ！　花鈴には悪いが逃げるしかない！

　花鈴が用を足し始める前に、俺は扉に手をかける。

　と、その時。外からノックの音。

「天真様。何かあったのですか？　やけにお帰りが遅おそいのですが……」

『!?』

　あかんやつ……。これ、あかんやつや……！

「あ、愛佳先輩っ……!?　どうしてここに……！」

　驚おどろき、用を足すのも忘れてあわあわした顔をする花鈴。

　花鈴と一いつ緒しよにトイレの中にいたことが知れたら──そしてそれを報告されたら、確実に俺はギルティだ……！

「天真様？　どうかされましたか？」

「い、いや！　何でもないです！　今出ますから！」

　俺は慌あわてて中の花鈴が見えないように扉を開き、愛佳さんの待つ廊下へと脱だつ出しゆつ。そして急いで扉を閉める。

「申し訳ございません、天真様。何かあったのではと思い、様子を見に来てしまいました」

「い、いえ……。俺も遅くなってすみません……」

　とりあえず、一度愛佳さんをトイレから遠ざけなければいけない。花鈴が外に出られるように！

「それじゃ、そろそろ行きますか！　花鈴も部屋で待ってますから！」

「お待ちください、天真様」

　愛佳さんが、俺を呼び止める。

「花鈴お嬢じよう様さまなのですが、先ほど確かく認にんしたところ部屋にはいないようでした。どこに行かれたか知りませんか？」

　こ、この人……俺の逃げ道を塞ふさぎやがった……！

「さ、さあ……？　分かりませんね……」

「そうですか？　月乃お嬢様の話では、トイレに入るのを見たらしいのですが」

　ギャ──────ッ！　月乃め余計なことを────────！

「どうされましたか、天真様。なんだかそわそわされていますが」

「い、いや……。なんでもないですよ……？」

　今の俺には、必死に噓をつくことしかできない。

「まぁ……知らないのならばいいですが。今から捜さがしに行きましょう」

　訝いぶかし気な目で俺を見つつも、愛佳さんがその場を離れようとする。

　よ、よし！　これで花鈴が外に出られるようになる──

「あ。そういえば、私もトイレに行きたいのでした。ちょっと失礼いたします」

「ええっ!?」

　急に愛佳さんがトイレの前へ歩み寄る。俺は慌てて制止した。

「ちょっ、まっ、待ってくださいよ！」

「どうしてお止めになるのですか？　すぐ済ませますので、お待ち頂きたいのですが」

　トイレのドアノブに手をかけた姿勢で、愛佳さんが不思議そうな顔をする。

　どうしようどうしようどうしよう!?　中にはまだ花鈴が入ってる！　今扉を開けられたら、俺たちがトイレでご相席していたのがバレる！

「え、えっと……。今は、その……。やめた方がいいかなと……」

　だ、ダメだ……。具体的な言い訳が思いつかない。彼女を止められる気がしない……！

「どういうことです……？　まさか、私のトイレ姿に興味がおありで……？」

「いや、何でそんな風に思ったし!?　んなわけないじゃないですか！」

　俺、変態に思われ過ぎだろ！　もしそうだったら花鈴の見てるわ！

「でしたら、そこでお待ちくださいませ。本当にすぐ出てきますので」

「あっ!?」

　愛佳さんが躊ちゆう躇ちよなく、トイレの扉を開け放つ。

　お、終わった……。もうバレた……。花鈴の秘密が明らかに──

「天真先輩っ！　こんなところにいたんですか～!?」

　瞬しゆん間かん、背後から俺を呼ぶ声。振ふり向くと、花鈴がそこにいた。

「か、花鈴……!?」「花鈴お嬢様？」

　愛佳さんと俺の声が合わさる。え、何で……？　お前、トイレにいたはずじゃ……？

「もうっ、どこに行ったかと思いましたよ～！　早く一緒に勉強しましょうっ！」

　花鈴が甘える感じで俺の腕を抱だく。その声は若じやつ干かんわざとらしく、息が上がっているようにも見える。額には汗あせもかいていた。

　そして扉の開いたトイレを見ると、小窓が全開になっている。

　まさかコイツ……トイレの窓から脱出して、急いでここまでやって来たのか!?

（先せん輩ぱい……花鈴、頑がん張ばりましたよ……っ！）

（よ、よくやった！　……完全に自じ業ごう自得だけどな！）

　愛佳さんに気づかれないよう、アイコンタクトで会話する。

　ともあれ花鈴の機転のおかげで、何とか秘密は守られた。




　　　　※




「なんかもう……マジでしんどいな……」

　花鈴の部屋での勉強会を終えた後、俺は自室に向かいながらぼやいた。

「やけにお疲つかれのご様子ですね？　勉強、得意ではなかったのですか？」

　一緒に出てきた愛佳さんが、後ろから疑問を投げかけてくる。

「はは……。ちょっと苦手科目に取り組んだもので……」

　疲れているのは勉強ではなく姉妹の性せい癖へきについてだが、当然本当のことは言えない。

「そうですか。それで、お次は月乃お嬢様とも何か？」

「はい。一応、夕食を一緒に作る予定で……」

　いつも家事は雪音さんか月乃がやっているが、今日は月乃の番だった。そして夫ふう婦ふ力を見せつけるために、俺も手伝う段取りなのだ。

「とりあえず、部屋に勉強道具を置いてくか……。月乃はキッチンにいるはずですから、愛佳さんは先に行っててくれますか？　どの道すぐに向かうので」

「いえ。ここでお待ちしております。視察をしていないといけませんから」

　くっ……。極力俺を監かん視しする気か。まあいい。部屋の前にいられても問題ないし……。

　俺は道具をしまうため、一人で部屋の中へと入る。

　同時に、体が固まった。俺の手から筆記用具が落ちる。

「んっ……れろれろ……ちゅっ……んちゅっ……」

「…………ゑ？」

　俺の部屋の真ん中に、なぜか月乃が立っていた。

　ピンクのエプロンを身に纏まとう、家庭的で可愛かわいらしい格好の月乃。そんな彼女は下に着た服の胸むな元もとを開いて、谷間に何かを挟はさんでいる。

　それは──部屋の冷蔵庫に入れていた、俺の食べかけのバナナであった。

「天真のバナナ……味、濃こいよぉ……」

　月乃は意味深な言葉を口にしながら、俺が一口食べただけの太くて長くて逞たくましいバナナを、豊かな胸の谷間に挟む。バナナの位置がずれないように両手で胸を支えながら。

　そして胸から突つき出したバナナを、可愛いお口いっぱいに咥くわえた。

「あふぁ……。おっきぃ……てんふぁのバナナぁ……」

　彼女は顔を動かして「ちゅっ、ちゅっ」と音を立てながら、じっくりとソレを味わっている。舐なめるように。そして吸うように。挟んだバナナをしゃぶる月乃。

　……え、何これ？　俺は何を見せられているの？　ストレスで胃に風穴が開きそう。

　まずどういうこと!?　何でこの子、俺のバナナをそんな卑ひ猥わいに食べてんの!?　そして何で俺の部屋にいるんだ!?

　ああくそ、一度冷静になろう。俺の天才的な頭脳でこの状況を整理するのだ！

　見た感じから察するに、発情の流れはこんな感じか？

一『夕食の相談で俺の部屋を訪ねる』

二『俺氏、不在。部屋の中には冷蔵庫』

三『使える食材がないか確認』

四『バナナはぁはぁ！　天真の食べかけバナナはぁはぁ！』

　うん。間ま違ちがいなさそうだ。

　ってかコイツ、目を離はなしたらいつも発情してやがるな！　なんで俺の食べかけバナナでここまで興奮できるんだよ。リコーダー舐める小学生でももう少し理性的に動くよ？

　いや、そんなことはどうでもいい。こいつを早く止めないと！　部屋の外には愛佳さんだっているんだぞ！

「おい、月乃！　正気に戻もどれ！　愛佳さんに性癖バレるぞ！」

「あっ、天真ぁ……。アタシとえっちなこと……しよ……？」

　くっ……！　俺の存在に気づいても発情は継けい続ぞくしたままか……。

　これは簡単には収まらないぞ……！　だったら、アレを使うしかない！

「ほら、月乃！　これでどうだ!?」

「ふぇ……？」

　俺はポケットから一枚のハンカチを取り出した、俺のパンツを素材に作った月乃撃げき退たい用ハンカチ。正式名めい称しよう『パンカチ』だ。

　俺はそれを月乃に突きつけ、代わりにバナナを取り上げる。

「ふぁぁっ……！　天真のパンツだぁ……！」

　月乃がパンカチを軽く顔に当て、夢ゆめ心ごこ地ちな表情を浮うかべた。

　いくら性欲を発散させるためとはいえ、一線を越こえるわけにはいかない。俺は彼女たちに手を出すことなく、満足させないといけないわけだ。

　そういう時に役立つのがこれだ。ハンカチならば匂においを嗅かいでも咥えられても、一切問題ないわけだからな。

　しかし……。

「天真ぁ……。パンツおかわりぃ……」

「おかわり!?」

　パンカチだけじゃ満足できずに、切なげな顔を向けてくる。

　なんだよ、パンツのおかわりって！　前代未み聞もんの要求だぞ、ソレ！

「ねぇ、天真……。天真の脱ぬぎたておパンツ、ちょうだい……？」

　月乃がパンカチを手放して、ゆっくり俺に迫せまってくる。あ、これ襲おそわれる流れじゃね？

「お、おい待て！　落ち着けって！　音を立てると愛佳さんが来るぞ!?」

「天真のパンツぅ……。天真のおパンツ、かぶりたいよぉ……」

　どーいう欲求!?　女子が抱いだいたら絶対にダメな感情だろソレ！

「ねぇ、天真ぁ……。パンツ、パンツぅ。脱ぎたてパンツぅ……」

「あげられるわけないだろーが！　ってか、女子がパンツパンツ連呼すんな！」

「じゃあ……天真の味見をさせて……？」

「っ!?」

　月乃が俺の肩かたを摑つかみ、そのままベッドへ押し倒たおす。さらに逃にげられないように、俺に覆おおい被かぶさってきた。エプロンを取り、服のボタンを外し、下着姿を晒さらしながら。

「天真のこと……食べちゃうね……？」

　ペロッと舌を出す月乃。食べるってまさか……性的な意味で!?

　ダメだ！　それはだけは絶対にダメだ！　今までのパンツでも十分ヤバイが、これは本当にシャレにならん！　そんなの取り返しつかねぇし！

「や、やめろ月乃！　深呼吸をするんだ！　性欲なんかに流されるなーっ！」

　俺は月乃を止めるため、必死に両手で彼女の体を押しのける。

　だが、それは逆効果であった。

「ん──れろっ」

「ぐおっ!?」

　月乃が俺の右手を取り、人差し指を舌で舐めた。

「んあ……っ。天真の味がふるぅ……」

　人差し指をカプッと咥え、舌でゆっくり舐める月乃。ちゅぱ、ちゅぷ、となんだかいやらしい音がたつ。舌の温かい感かん触しよくやぬらぬらとした柔やわらかさが、人差し指を撫なでてきた。

「────────っ！」

　な、なんだコレ!?　メチャクチャ恥はずい！　イケナイことしてる感じがすごい！

　俺は何とか指を放してもらおうともがくが、月乃はそのまましばらくの間、人差し指を咥え続ける。

　そして数分後、ようやく満足し口を開いた。

「あっ……んんっ……はぁーっ……はぁーっ……」

　指を口の中から離すと、唾だ液えきがつーっと官能的に糸を引く。

　月乃の息は荒あらく、顔は真っ赤だ。トロンとした目を俺に向けている。

「天真の味、とってもえっちだったよぉ……」

　いや……。お前の今の顔の方が、よっぽどえっちなんですが……。

　これ、傍はたから見たら完全に『事後』の表情だ。発情自体は収まりつつあるみたいだが、この顔は愛佳さんに見せられない。完全に正気に戻るまで、ここで休ませないとだめだな。

　ってか、月乃のヤツ。パンカチで満足しないとなると、何か新しい対処法を考えておかないといけないな……。愛佳さんの目の前で発情されたらマジで困るし──

「天真様。何かありましたか？」

「うぱたぁっ!?」

　部屋の扉とびらが開かれて、愛佳さんが顔を覗のぞかせてくる。

　俺は奇き声せいを発しながら、慌あわてて月乃を俺のベッドの中へと隠かくした。

「なんだか物音がしたのですが……何をされていたんですか？」

「い、いえ……。なんでもないですよ？　ちょっと教科書を落としただけで……」

　愛佳さんが躊ちゆう躇ちよなく俺の部屋へと入ってくる。

　俺は月乃を隠すようにして、ベッドの前に立ちふさがった。

　た、頼たのむ……！　気づかないでくれ！　ベッドの方を見ないでくれ！

「はぁはぁ……。ここって……天真のベッド……？」

　と、その時。

　布ふ団とんの中から、微かすかに月乃の声が聞こえた。

「あんっ……すごい……！　天真の匂いが、アタシの体に移ってくるよぉ……！」

　月乃がまたさっきまでみたいに、艶つやのある声を出し始める。

「クンカクンカ……すうぅぅぅ……。天真のベッド、ドキドキしちゃうう……」

　おい、月乃おおおお！　発情し直してんじゃねええええええええ！

　興奮し、怪あやしげなセリフを発する月乃ヘンタイ。彼女は匂いを嗅ぎながら、布団の中でモゾモゾと動く。

　ってか、動くなよ馬ば鹿か！　じっとしてろぉ！　愛佳さんに見つかるだろーが！

「おや……。今、布団が動きませんでしたか？」

　ほら、もう早さつ速そく見つかったあああああああああああああ！

「いやいやいやいや！　動いてませんよ!?　勘かん違ちがいじゃないですか!?」

「勘違い……？　それで納なつ得とくするとでも？　確かに動いたのを見ましたが」

　深しん淵えんを覗くような暗い瞳ひとみで俺を見つめる愛佳さん。この人の圧、恐おそろしい。

　必死に否定しまくってもこの人は誤ご魔ま化かせそうにない。

「まさか、とは思うのですが……。お嬢じよう様さまといかがわしいことをされていたのですか？」

「そ、そんなワケないじゃないですか！　考えたこともないですよ!?」

　まずい、メチャクチャ疑われている！　ベッドの中に誰だれかがいると思われてる！

「言い訳を聞くより、直接見た方が早そうですね。天真様、布団をはいでみてください」

「げっ!?」

　やっぱ、そういう流れになるよな……！　一番マズイ展開に……！

「どうしたのですか？　やましいことはないんですよね？」

「そ、そうですけど……。埃ほこりが立ちそうで嫌いやだな～、とか……」

「いいから──早くはぎなさい」

　ゴゴゴゴゴゴ……と、鬼き気き迫せまる視線で俺を射すくめる愛佳さん。

　こ、怖こわい……。何が怖いって、自分で布団をはぐんじゃなくて、俺にやらせるところだよ……。俺自らに罪を暴あばかせ、精神的ダメージを与あたえようとしている。まるで切腹を強要されてるみたいだぞ。

　ってか、もう死んだ。これ死んだな。

　この彼女の雰ふん囲い気きからして、誤魔化すことは不可能だろう。俺は布団をめくるしかない。もう、覚かく悟ごを決めるしかない……！

「……っ」

　俺は生なま唾つばをごくりと飲み込み、ゆっくりと布団に手を伸のばす。そして両手でそれを摑んで、叫さけびながら持ち上げた！

「うおおおおおおおおおおおおっ!!！」

　大きな掛かけ布団がベッドから離れ、俺の腕うでの中へと収まる。これでもう隠れる場所はどこにもない。

　そして、ベッドの上に残ったのは──

「おや……？　誰もいませんね……」

　ただ、白いシーツのみだった。ベッドの上には誰も寝ねておらず、当然月乃の姿もない。

「…………どうやら、本当に勘違いだったようですね」

　しばらく空のベッドを見つめた後、愛佳さんがそう言った。

「疑ってしまい、申し訳ございませんでした。引き続き廊ろう下かでお待ちしておりますので、準備が終わったら来てください」

「は、はい……。すぐ行きます……」

　愛佳さんは丁てい寧ねいに謝罪をし、俺の部屋から出ていった。

　そして数秒様子を見て、戻ってこないことを確かめた後──

「は～～～っ！　マジで危なかったぁ────！」

　俺は抱だきしめるように持っていた布団を、ベッドの上にどさりと置く。

　すると、その中から月乃が出てきた。

「んあぁ……。天真のお布団、気持ちいい……」

「はぁ……。なんとか隠し通せたな……」

　そう。俺は布団をはがしたとき、同時に月乃も持ち上げていたのだ。月乃を布団に包くるむようにし、愛佳さんから守り抜ぬいた。

　布団のサイズが大きめなことと月乃が思ったより軽かったことで、何とかそれで切り抜けられた。今にもバレそうで、冷や冷やしたけど……。

「はぁっ、はぁっ……はふぁぁぁ……。天真のベッドで寝たいよぉぉ……」

　しかし、この様子だとすぐには発情が解けそうにない。今から愛佳さんが見ている前で、月乃と一いつ緒しよに料理をするのは無理だろう。

「しょうがない……。こいつは置いてくか」

　俺はベッドから離はなれようとしない月乃を放置し、また怪しまれたりしない内に愛佳さんの待つ廊下へ向かった。
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「結局、あなたが一人で皆みんなの夕食を作るのですか？」

「まあ、そういうことになりますね……」

　月乃が抜けてしまったことで、俺は愛佳さんと二人で広いキッチンに立ち尽つくしていた。ちなみに愛佳さんには月乃不在の理由について、急に宿題を思い出したせいで手が離せないと説明してある。

「はぁ……。俺一人で料理かぁ……」

　雪音さんはさっき筆記具の買い出しに出掛けてしまい、花鈴も料理は得意でないため、俺一人で支し度たくをしなければならない。一応料理は実家にいた時葵のためにやっていたから、できないわけではないのだが……。

「でも、さすがに五人分はなぁ……」

　愛佳さんも数に入れると、結構な量になってしまう。いつも二人分程度の量しか作ったことのない俺にとっては、完全に未知の領域だった。

「さすがに、天真様だけでは荷が重そうですね」

「正直言うと、そうですね……」

　これはさすがに、もう一人くらい人手が欲ほしい。雪音さんが帰ってくるまで待つか？　でも、まだしばらくかかりそうだしな……。

　ふと、俺は背後に立つ愛佳さんを見た。

「そういえば、愛佳さんはメイドなんですよね？　ってことは、料理もかなりお上手だったり……？」

「当然です。メイドにとっては基本業務の一つですから。料理なんて、余よ裕ゆうです」

　澄すました顔で言う愛佳さん。おお、やっぱり得意分野なんだな！

「あの……。じゃあ、申し訳ないですけど……手伝ってもらってもいいですか？　俺一人じゃ、さすがに大変でして……」

「言われるまでもありませんね。メイドたるものそれがお仕事。あなた方の料理は最初から、私が作るつもりでしたので」

　な、なんと頼もしいことか……！　これなら何とかなりそうだ。

「ちなみに、本日は何を作ろうとしていたのですか？」

「えっと……。適当にありものの野菜で炒いため物でも作ろうかと」

「なるほど。では、そのように致いたしましょう」

　愛佳さんはそう言うと、冷蔵庫を開き食材を確かく認にん。キャベツやしいたけ、肉などの炒めて美味おいしいものを取り出す。その手て際ぎわには無む駄だがない。さすがは肇さんの秘書見習いだ。所作の一つ一つがとても美しく思えてくる。

「あ、あの。何か手伝えることはありますか？　もとは俺が食事当番ですし……」

「必要ありません。あなたは黙だまって待っていてください。正直邪じや魔まなだけですので」

「そうですか……。すみません」

　冷れい酷こくに言い放つ愛佳さん。不必要な者を立ち入らせないその気き概がいに、なんだかプロの魂たましいを感じる。きっとこういったメイドの仕事に、強いプライドがあるんだろう。

　とにかくああ言われた以上、このままキッチンにはいられない。彼女の邪魔にならないように、俺はダイニングへと移動する。

　ほどなくして、野菜を炒め始める音がキッチンの方から聞こえてきた。

　どうやら本当に俺が出る幕はなさそうだ。このままソファーに座っていれば、勝手に料理が出てくるだろう。やっぱりあの人、すごく優ゆう秀しゆうなメイドさんなんだな。

　そう思った、次の瞬しゆん間かん。

　ドッッッグシャボカ────────────────────────ン！

　なんだか盛せい大だいな爆ばく発はつ音が、キッチンの方から聞こえてきた。

「なっ──!?　どうしたんですか愛佳さん!?」

　驚おどろき、慌てて愛佳さんの元へと向かう。すると──

「うそ……だろ……？」

　キッチン中に、黒くろ焦こげになった食材の残ざん骸がいが飛び散っていた。

　な、なんだコレ……？　一体何が起こったというんだ……？

　愛佳さんの方を見ると「…………！」と驚いた顔でフライパンを持って固まっている。そしてそのフライパンの中には、あるはずの食材が一いつ切さいなかった。

　……どうやら、炒めていた食材が爆散してしまったようである。

　え……何で？　そんなことってありえるの……？　俺は声を震ふるわせて彼女に尋たずねた。

「あ、愛佳さん……？　一体、どうして……？」

「…………少々ミスってしまいました」

　いや、少々ってレベルじゃねーよ！

　食材全部灰になって爆発四散してるんだぞ!?　どうミスったらそうなるんだよ!?

「これはアレです。久しぶりに使う台所なので、火力の調整を誤っただけです。私は何も悪くないです。コンロの火力の問題です」

　まるで何かを誤魔化すように、矢や継つぎ早ばやに言う愛佳さん。

　しかし俺にははっきり分かる。火力のミスだけじゃこうはならない。

「あ、あの……。まさかと思いますが、愛佳さんってお料理苦手で……？」

「そんなわけがありません。いいですか？　私は神宮寺家のメイドです。料理くらいマスターしております」

　澄ました顔でそう言って、キッチンに残っていたジャガイモを手に取る愛佳さん。そして片手に包丁を携たずさえ、すさまじい速度で皮を剝むいていく。その後、愛佳さんの手に残ったのは……。

　皮と一緒に身のほとんどを削けずられた、小さなジャガイモのかけらだった。

『…………』

　二人そろって無言になる。

　……え？　なんで？　この人メイドさんだよね？　なんでこんなに皮剝くの下手なの？

「違ちがいます。これは違います。れれれ冷静になってください」

「いや、あなたこそ落ち着いて」

　一見クールな顔をしつつも、明らかに焦あせっている愛佳さん。やっぱりこれって、ひょっとして……。

「愛佳さん……マジで料理できないんですか？」

「…………くっ」

　俺の問いに、愛佳さんが絞しぼり出すような声で言った。

「ふ、不覚……。不覚です……。今まで隠かくし通してきたのに、天真様にバレるとは……」

　愛佳さんが心底悔くやしそうな顔をする。

「知られるわけにはいかないのに……。私が料理下手なことは、バレるわけにはいかないのに……！」

　マジかよ、この人……。いかにも完かん璧ぺきなメイドに見えて、まさか料理が苦手とは……。しかもコレ、下手以下のひどい何かだろ……。

「で、でもまぁ……。料理が苦手なメイドくらいいますよ。メイドさんの仕事はそれだけじゃないし。掃そう除じとか、洗せん濯たくとか……」

「掃除……！　そうですね、まずは掃除をさせて頂きます」

　俺の必死なフォローに乗っかり、愛佳さんが物置から水を入れたバケツと雑ぞう巾きんを運ぶ。そして野菜の残骸を片付け始めた。

　しかし……。

「ひゃうっ!?」

　途と中ちゆうで彼女が盛大にバケツをひっくり返した。零こぼれた水が愛佳さんの全身をずぶ濡ぬれにして、彼女をその場にへたり込ませる。綺き麗れいな髪かみからは水すい滴てきが滴したたり、メイド服が透すけて中の下着が見えそうだった。

「こ、この私としたことが……！　無念……！」

　りょ、料理だけじゃなかった──！　この人、掃除もダメだったー！

　愛佳さん、完璧そうに見えて実はポンコツメイドじゃねーか！　メイドの基本スキル壊かい滅めつ的じゃん！

　ってかこの人、できないのにどうして一回見み栄えを張るんだ？　そのせいで仕事が増えたんだけど！

「……か、勘かん違ちがいをしないでください。私だって転ばない時もありますし、料理もレトルトやカップ麵めんくらいは問題なく作ることができます。私の女子力は死んでいません」

　インスタント系しか作れない時点で十分女子力瀕ひん死しだと思うが……。

「それに、私が苦手なのは家事だけです。秘書としてはかなり優秀ですので……！」

　何とか威い厳げんを保とうと、全力で見栄を張る愛佳さん。残念ながらその格好では、全く説得力ないです。

「あの……。とりあえず着き替がえてきてください。そのままじゃ風か邪ぜをひいてしまうので」

「……お心こころ遣づかい、感謝します……」

　肩かたを落とし、トボトボと歩く愛佳さん。

「あ、あの……。天真様……」

　その途中で、一度振ふり返る。

「このことは誰だれにも言わないでください。私……なんでもしますから」

　この人さらっとヤバイこと言ったぞ!?　なんでもするとか言っちゃったぞ!?

「もしお嬢じよう様さま方に知られたら、これまで積み上げてきたものが……。私の完璧なイメージが死にます……！」

　ずーん、と絶望の顔で愛佳さんが落ち込む。次いで、決意を込こめた目で俺を見た。

「ですので、どうか口止めをお願いします。こういう時は胸を差し出せばよろしいのでしょうか……？　それともパンツをお見せすれば……？」

「いや、別に何もしなくていいから！　早く着替えてきてください！」

　秘密がバレて混乱したのか、メイド服のスカートをたくし上げようとする愛佳さん。
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　そんな彼女を、俺は無理やりキッチンの外へ追い出した。
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　結局あの後、片付けも料理も俺が一人ですることになった。

　汚よごれたキッチンを素す早ばやく掃除し、夕食は残った食材を適当に炒める。味付けだけは簡単に出だ汁しを使って工く夫ふうし、なんとか食べられるものを作る。

　そして愛佳さんも含ふくめた全員で、夕食をとる流れになった。

「わ～、おいしい！　愛佳の料理、久しぶりだけどやっぱりすごいね～！」

「ほんと、メニューは簡単でも超イケる！　アタシ、絶対作れない……！」

「花鈴、愛佳先せん輩ぱいを専属のシェフにしたいです！」

「ありがとうございます、お嬢様」

　三姉妹しまいに褒ほめられ、キリッとした顔でお礼を述べる愛佳さん。料理したのは俺だけどな。

　やはりこの三人は愛佳さんのポンコツぶりを知らないらしい。よくあの壊滅的な家事スキルで今まで隠し通してこれたな……。

「秘密があるのは、三姉妹だけじゃないんだな……」

　誰にも聞こえない声で呟つぶやく。

　しかし、よりヤバイ秘密を持っているのは、やっぱり三姉妹のほうだ。

　というかアイツら……何で一人残らずエロ行こう為いに突つっ走ぱしってんだよ！　さすが姉妹だな！　ある意味凄すげぇわ！　視察の初日からこんなんじゃ、マジで先が思いやられるぞ。

　ってか、下手したらすでに怪あやしまれてるんじゃなかろうか？　さっきも結構際きわどい場面を見られたような気がするし……。

　とにかく、これからも秘密がバレないように一層注意しなくては……。

「ところで皆みな様さま、普ふ段だんはどのような生活をされているのですか？」

　俺が思考の海に沈しずんでいると、愛佳さんがそんな質問をした。

「そうですね～。平日はこんな風に皆でご飯食べたり、ゲームして遊んだり、勉強教えてもらったり、大体今日みたいな感じですよ？」

「なるほど。それでは休日は？　やはり夫ふう婦ふらしく、一いつ緒しよにお出かけするのですか？」

「そーいうことは少ないわね。たまにはあるけど、毎週一緒に遊んだりはしないわ」

「では、来週からの連休も特に予定はないのでしょうか？」

　連……休？

「そうだね～。今のところは何もないかも。でも、せっかくなら皆でお出かけしたいね～。パーッと遊んで癒いやされたいなぁ～」

「そうですか。それならば、ちょうどよかったです」

　雪音さんの答えに、愛佳さんが安心した様子で答える。

「あの……。ちょうどよかったって、何ですか……？」

　何か引っかかるものを感じて聞く。すると、彼女は淡たん々たんと言い出した。

「実は肇様から皆様あてに、一つ指令が出ているのです。連休中の過ごし方について」

「し、指令……？」

　なんだそれ……？　視察に続いて指令だと？　死ぬほど嫌いやな予感がする。

「はい。先ほど肇様から伝言をするように頼たのまれまして。肇様のありがたい直筆の書状を、読み上げさせて頂きます」

　そう言い、愛佳さんがどこからか折りたたまれた手紙を取り出し、それを音読し始めた。

「『拝はい啓けい　一条天真君。若葉の緑が目に染みる季節、いかがお過ごしだろうか？　さて、本日は君にお願いがあってこの手紙をしたためた。週末から五月の大型連休に入るのは、君も知っていることだろう。そこで君には私の娘むすめたちと共に、仮の夫婦として【新しん婚こん旅行】をしてもらいたい。娘たちが実際に結婚したら、男と一緒に旅行をすることもあるだろう。その将来のためにも、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようの一いつ環かんとして経験を積んでもらいたいのだ。急なお願いで申し訳ないが、何なに卒とぞよろしくお願いする。──追つい伸しん。娘に手を出したら殺処分だぞ天真アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッッッ!!』」

「な……！」

　三姉妹と新婚旅行……だと……!?

　愛佳さんが手紙を読み終えて、俺は一人で戦せん慄りつする。

「以上が肇様からのご指示です。この手紙にありました通り、皆様には『新婚旅行の体験』として、連休中に二泊はく三日の旅行に出で掛かけて頂きます。私も視察役として参加しますが」

　ば、馬ば鹿かな……。冗じよう談だんじゃない！

　確かに俺の仕事は、三人を立派なお嫁さん候補にすることだ。俺は仮の夫として、彼女たちを男に慣れさせるためにも、夫婦らしいことをもっとしていかないといけない。

　だが、今回の要求は認められない。この変態三姉妹と一緒に旅行なんてしようものなら、確実によくないことが起こる！　三姉妹が出かけた先ではっちゃけて、秘密がバレるリスクも恐おそれず変態行為にふけるのが分かる！　何とかして断らないと……！

「それいいですね！　先輩と旅行したいです！」

「私も賛成～！　楽しみだな～！」

　しかし俺の思いとは裏腹に、雪音さんや花鈴は乗り気だ。旅行という言葉を聞いて、二人がテンションを上げていく。

　ぐっ……！　こいつらすでに浮うかれてやがる。愛佳さんの監かん視しがある中での旅行がどれほどマズイか分かってない！

　しかし月乃だけは、俺と同じ目線でものを見ていた。

「で、でも！　旅行ってどこに行く気なの？　ホテルとか、今いま更さら予約とれないでしょ？」

　旅行中に発情するリスクをしっかり考えたのだろう。月乃がさりげなく反対する。

「それは問題ございません。行き先は神宮寺家の別べつ荘そうですから」

　ところが月乃の意見にも、愛佳さんは涼すずしい顔で返した。

「べ、別荘……？　そんなのがあるんですか？」

「はい。あそこならば一応、バーベキューなどができますし、近くには多少遊び場もあります。露ろ天てん風ぶ呂ろも敷しき地ち内にあるので、新婚旅行にはオススメです」

　ま、マジか……。そんないい場所に別荘があるとは、さすが天下の神宮寺家だ。

「た、確かに……あの高原の別荘なら、今からだって問題ないかも……」

　愛佳さんの提案に、月乃も反論の材料を失う。や、ヤバイ……。このままじゃ、旅行に行くことが確定するぞ。

「で、でも……！　やっぱり旅行はまだ早いんじゃ？　いくら仮の夫婦とはいえ、俺たちまだ出会ってからそんなに経たってないですし──」

「ちなみに引き受けて頂ける場合、後日肇様から臨時ボーナスが出るそうですが」

「そのお仕事、全力で引き受けます！」

　ダメだ！　お金の魔ま力りよくには勝てない！　家の借金を返すためにも、ボーナスと聞いては黙だまってられない！

「それではこれで決まりですね。皆様の新婚旅行、しっかりと視察をさせて頂きます」

　ちくしょう、結局断り切れなかったか……。

　それならば、もう覚かく悟ごを決めるほかにない。俺がクビを免まぬかれるためには、この旅行を無事にこなさないといけない。俺たちが夫婦として（あくまで健全に）旅行をし、三姉妹に経験を積ませる姿を愛佳さんに見せないといけない。

　そうするために必要なのは、性せい癖へきを発動させないことで──

「こうなったら……。この旅行で性癖を矯きよう正せいするしかねぇ……！」

　彼女たちの性癖を直すのは、この同居生活で最大の仕事だ。いずれはしっかり取り組まなければと思っていたが、そのタイミングが今だろう。俺は静かに決意を固める。

　こうして俺たち仮の夫婦は、二泊三日の新婚旅行へ行くことになった。
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「新婚旅行、か……」

　真っ暗な部屋の中。アタシはベッドで横になって呟く。

　ついさっきパパの提案で、次の連休は旅行へ行くことに決まってしまった。

　普ふ通つうならこれは楽しみな予定のはずだ。姉妹揃そろっての旅行なんて結構久しぶりのことだし、天真や愛佳さんが一緒なのも、賑にぎやかで楽しくなりそうだし。

　でも今のアタシには、不安な気持ちの方が強かった。それは……性癖があるからだ。

「なんで、よりによってこんな時に……。性癖、悪化しちゃってるのに……」

　あのパーティー以降、天真に対する発情が今まで以上にひどくなってた。

　理由がなぜかは分からない。ただその証しよう拠こに、今日は三回も発情している。アイツの歯ブラシに発情したり、アイツの制服に発情したり、アイツのバナナに発情したり。

　天真と特訓したおかげで一時は抑おさえられていたのに、今は気を抜ぬけば発情しちゃう。そんな中で一緒に旅行に行くのは不安だ。もし愛佳さんの前で発情したらアタシの性癖がバレちゃうし……。そんなの、絶対耐たえられない！

　それに、アタシの秘密がバレたら……天真にも迷めい惑わくがかかるかもしれない。

　アタシの性癖が愛佳さんやパパに知られれば、天真との間に間ま違ちがいが起こるのを警けい戒かいして、アイツをクビにするはずだ。でもそれは、やっぱり嫌だった。

　天真がこの家に来た頃ころなら、こんなこと考えなかったと思う。むしろクビになるように、色々と仕向けていたかもしれない。

　でも、今は違ちがう。天真がアタシたちのことを、本気で考えてくれる人だと知ったから。

　だからアタシは絶対に、性癖を知られるわけにはいかない。アタシの秘密と天真の立場、両方ちゃんと守るためにも。

「性癖なんかには、絶対屈くつしないようにしないと……！」

　決意を固め、アタシはギュッとシーツを握にぎった。
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「ふふっ。天真君と旅行だ～」

　私は机に向かいながら、陽気な笑えみを浮かべていた。

「天真君にはいっぱいお世話になっちゃってるから、ちゃんとお礼をしないとね～」

　彼には普段、私の性癖にたくさん付き合ってもらっちゃってる。それに、パーティーの時は性癖がバレそうになったのを、体を張って助けてもらった。天真君は私が思っていたよりもずっと、私たちのことを考えて同居に臨のぞんでくれていたみたい。

　だからこの機会に、感謝の気持ちをちゃんとした態度で示さないとね。

「うふふふふっ……。この旅行で、たっぷり天真君にご奉ほう仕ししちゃおっ♪」

　この旅行の目的は、花嫁修業の一環として新婚旅行を体験すること。夫婦としての親しん睦ぼくを深めて、イチャイチャするのに慣れること。そしてイチャイチャするということは、えっちなご奉仕をすることだもんね？

　私は天真君とのイチャイチャプランを考えて、それをメモに書き綴つづっていった。
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「ハァハァ……。やっぱり裸はだか、気持ちいいですぅ……！」

　私はベッドに座りながら、全ぜん裸らの自分をスマホカメラで撮とっていた。

　スマホを自分の頭上に掲かかげ、絆ばん創そう膏こうで乳首を隠かくしたちっぱいや、くびれのラインを晒さらしながら、快感の滲にじんだ笑顔でピース。これもエロ漫まん画がの資料のためだ。

　先輩のおかげで、漫画はすっごく順調に進んでる。天真先輩がいてくれると、毎日の露ろ出しゆつでたくさんドキドキできるから。

　あとは書下ろし用のマンガを、ほんの一話分用意するだけ。そのネタも、先輩との新婚旅行で色々と手に入ると思う。この旅行中に色々な露出行こう為いを試ためして、先輩に観察してもらえば……！

「あはっ☆　この旅行、いい露出取材ができそうです……！」

　表情を恍こう惚こつに浸ひたらせながら、私は再びシャッターボタンを押した。








第二章　ちょっぴりえっちな新婚旅行









　連休初日は、お出かけ日和びよりの晴天だった。

　三姉妹しまいと俺、愛あい佳かさんの五人で電車やバスを乗り継ついで、別荘のある高原へ移動。バスは険しい山道を上っていき、景色には木々や渓けい流りゆうが見え始める。

　外に出た時には、森林特有の涼しくて心ここ地ちの好い空気が、呼吸を楽しませてくれた。思わず背せ伸のびをし、久々の自然との触ふれ合いを味わう。

　そして、かろうじて整備された坂道を上り、ようやく建物が見えてきた。

「ここが神じん宮ぐう寺じ家の別荘です。使用許可は得ていますので、遠えん慮りよせずにお入りください」

　愛佳さんが俺に紹しよう介かいしたのは、ロッジ風のモダンな建物だ。三階建てて、テラスまでついた豪ごう華かな造り。

「おおぉ……スゲー……！　さすが金持ち……！」

　この建物、別荘のくせに俺んちよりグレード高いじゃねえか！　しかもメチャクチャ雰ふん囲い気きいいし！　ミステリー小説とかに出てくる、いい感じのロッジそのものだ。

「ここまで来るの、久しぶりだね。昔は年に一回は来てたのに」

「でも、それにしては庭とか綺き麗れいね。誰だれか手入れに来たりしてるの？」

「お父さんとかが使ってるかもね～？　それか、業者さんとか呼んでるのかも」

　月つき乃のたちが話しながらロッジの中へ入っていく。俺や愛佳さんも、その後に続いて玄げん関かんへ入った。玄関の先には広いリビングルームがあり、暖だん炉ろを模した暖だん房ぼう器具や、年季の入った木製のテーブル、大きなソファーが設置されていた。内装も雰囲気十分だ。なんというか、ロマンに溢あふれてる。また、窓の先はテラスに繫つながり、芝しば生ふの庭を楽しめた。

「おお、スゲーッ！　スゴイぞ、ここ！　色々とカッコ良すぎだろ！」

「うっさいなぁ……。アンタ、はしゃぎすぎだから。なんか今日テンション高くない？」

　月乃の言う通り、俺のテンションは高かった。というか、無理に上げていた。

　今回の仕事は花はな嫁よめ修しゆ業ぎようの一いつ環かんとして、三姉妹に新しん婚こん旅行を体験させてあげること。そして新婚旅行とは、当然楽しくなくてはならない。俺が浮かない顔をしていては、仮の夫としての素質を疑われることになりかねないのだ。まずは俺が場を盛り上げて、夫ふう婦ふらしく旅行を楽しむ姿を愛佳さんに見せつけていきたい。

　とはいえ、もちろん本心では旅行に対する不安がある。今にも変態三人がおかしなことをしてきそうで、なんだか頭が痛くなるし……。

　だが、今回の俺は今までのように変態にやられてばかりではない！　なにせ性せい癖へき克こく服ふくの作戦を事前に考えておいたのだ。この旅行中、必ず彼女たちのエロさを矯正してみせる！

「さて、と……。これからどうしよっか～？」

　荷物を下ろし、伸びをしながら大きな胸を揺ゆらす雪ゆき音ねさん。俺はすかさず返事をする。

「早さつ速そく色々遊びましょう！　プランは考えてきましたから！」

　自分の荷物から小冊子を取り出し、皆みんなに向けて見せびらかした。

「ジャーン！　旅のしおりを作って来たぜ！　どうだ!?　よくできてるだろう？」

　旅行をさらに盛り上げるためにも、事前に準備をしておいたのだ。この天才に隙すきはない！

「うわ、キモッ！　何コイツ！　旅行ガチ勢すぎるんだけど！」

「キモイとはなんだ！　ほら、中を見ろ！　ちゃんと全員分作ってきたから！」

　俺は半ば強ごう引いんに四人へ旅のしおりを配る。そしてページを開きながら話す。

「えーっと、まず外せないのはバーベキューだろ？　それと、近くに色々観光スポットもあるみたいだから、後で皆で見て回ろうぜ。あとは、夜は星がたくさん見えそうだから、天体観測もやってみたいよな！　それと露ろ天てん風ぶ呂ろも楽しみだ！」

　しおりをペラペラ捲めくりながら、ついつい早口でまくし立てる。これには近くの観光地や、皆が興味を持ちそうな遊びが書いてあるのだ。

「天てん真ま君、珍めずらしくはしゃいでるね～」

「わぁー！　楽しそうな予定がいっぱいです！」

　雪音さんが微笑ほほえましそうに、花か鈴りんは目を輝かがやかせて俺を見る。

「まぁでも、まずはみんなで一いつ緒しよに何かするより、個別に遊ぶ時間がいるな」

　新婚旅行という名目上、月乃、花鈴、雪音さんとは、それぞれ夫婦として二人で楽しむ時間も欲ほしい。皆でバーベキューなどをするのは、その後でもいいだろう。

「というわけで、最初は月乃。一緒にちょっと出かけないか？」

「えっ、アタシ!?」

「ああ。近くに連れてきたいところがあってさ」

　まずは一番近くにいた月乃を誘さそう。彼女が好きそうなスポットも当然調査済みである。

「わ、分かった……。それじゃあ、行く……」

　月乃が頷うなずき、最初にデートすることが決まる。そして──

「それなら私は、ちょっと中にいようかな～。色々準備もしておきたいし」

　雪音さんは何やら笑えみを浮うかべながら奥の部屋へと向かっていき、

「花鈴は川の方に遊びに行きます！　お魚とれるかもしれませんし！」

　花鈴は近くにあるという川の方へ駆かけていき、

「では私は、天真様たちの新婚旅行をじっくり見させて頂きますね？」

　愛佳さんは予想通り、俺たちについてくることになった。彼女の前で月乃が俺を襲おそうことのないよう、しっかり気を付けなければいけない。

「それで、アタシたちはどこに行くの？」

「あ、ああ。着いたら分かる。じゃあ行こうぜ！」

　そう言い俺は、月乃と監かん視しの愛佳さんを連れて目的地へと歩きだした。──もしもの時の、非常用の荷物が入ったカバンを持って。
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「わっ、凄すごい！　メッチャ綺麗じゃん！」

　一面に広がる綺麗な芝しば桜ざくらを眺ながめ、月乃が歓かん声せいをあげてはしゃぐ。

　俺が月乃を連れて行ったのは、別べつ荘そうから十数分の所にある、色しき彩さい広場という花畑だった。

　ここは標高千メートルから千五百メートルの所に作られた施し設せつである。また、ここには花畑だけでなく、オシャレなカフェや美術館、ロープウェイの先にある展望台など、色々とインスタ映ばえのスポットがある。主に、美しい景色などを楽しむための場所である。

「これ絶対映えるヤツだって！　ねぇ、天真！　早く撮ろっ！」

　月乃はＳＮＳとか好きそうだから連れてきたけど、彼女のはしゃぎようを見るに、どうやら正解だったようだ。彼女は早速スマホを取り出し、目の前に広がる花畑を撮る。あたり一面に絨じゆう毯たんのように広がる薄うす桃もも色いろの芝桜が、画面の中に収まった。

「へー！　近くにこんな所あったんだ。天真にしてはナイスチョイス！」

「一言多いが、喜んでもらえてよかったよ。あと、あっちにも写真映えするとこあるみたいだぞ？」

「うん、行くっ！　ほら、早くしよっ？」

　機き嫌げん良さそうに走り出す月乃。俺の予想通り、月乃はこの場所を気に入ってくれた。しばらくはこの園内を月乃と一緒に見て回り、存分に楽しんでもらうとしよう。

　こうして俺たちが仲良く二人で楽しんでいれば、そして仲良く会話していれば、俺がしっかり花嫁修業に役立っているように見えるハズだ。そう思い、俺も後に続こうとする。

　と、その時。愛佳さんが言った。

「お二人とも……。思ったよりも仲が良さそうに見えませんね？」

『えっ……？』

　その言葉に、俺たちは揃そろって愛佳さんを向く。

　え、なぜだ……？　十分仲良くしてるのに。

「いえ。夫婦生活の練習のために新婚旅行に来たのなら、もう少し仲良く──平たく言えばイチャつくべきかと思いまして。少なくとも、手くらい繫いでもよろしいのでは？」

「……！」

　なるほど。この人、そこまでさせる気か。

　確かにこれは花嫁修業の一環だ。愛佳さんは俺たちが健全に生活しているかだけでなく、俺が仮の夫として役に立っているかどうかも視察しているに決まっている。

　だが、まさか愛佳さんの方からイチャつきを要求するとは思わなかった。

「とはいえ、これはあくまで私個人の感想です。イチャつきを強要するわけではないので、どうぞお好きにしてください」

　いや、そこまで言ったらほとんど強要しているようなものだろう。

　こうなると、デートでするようなごく普ふ通つうのイチャつきくらいは演じる必要があるだろう。俺が仮の夫として花嫁修業に役立つところを、彼女に見せておくために。

「ううっ……」

　だが俺の隣となりにいる月乃は、困ったような顔をして俯うつむく。

　それもそのはず。コイツには発情癖がある。男の俺と手を繫いだりしたら、この場で興奮しエロい本ほん性しようを愛佳さんに知られてしまうかもしれない。

　当然俺としても、月乃の性癖がバレたら困る。だから普通なら、俺は月乃に近づけない。

　しかし俺は──あえて彼女の手を取った。

「て、天真っ!?　いきなり何で……！」

　驚おどろき、目を見開く月乃。『アタシの性癖知ってるでしょ!?』とその視線で訴うつたえてくる。

「悪いな、月乃……。これも性癖克服の修行だ」

　恥はずかしさを我が慢まんして、右手で彼女の手を握にぎる。柔やわらかく、弱々しいほど小さな手を。

　以前、俺たちは性癖を直す修行のために二人でデートしイチャついた。今回はその時の続きである。

「修行って、今!?　それでバレたらどうすんの!?」

「だから、バレないように頑がん張ばるんだよ。この旅行中に、性癖を克服させてやる」

「そ、そんな！　急に言われてもさすがに無理よ！　せめて誰も見てないところで……」

「いや、ダメだ。これは花嫁修業も兼かねているんだ。愛佳さんには見せないと」

　俺はこっそりと月乃に告げる。そして乗り気ではない彼女を押し切り、そのままギュッと手を繫ぎ続けた。

「なるほど。思ったよりも絵になりますね。仮夫婦として悪くないです」

　そんな俺たちの様子を見て、愛佳さんが後ろで感想を漏もらす。

「とはいえ、あまりやり過ぎないことですね。あなた方の行いは全すべて、後日肇はじめ様にご報告します。不ふ埒らちなことをした場合、困るのはあなただと忠告します」

「と、当然分かっていますよ。あはは……」

　ゴゴゴゴゴ……と圧を向ける彼女に、俺は乾かわいた笑いを返す。

　だがその一方、月乃は次し第だいに顔を赤くして、呼吸を荒あらくしていった。

「はあっ……はあっ……。んっ……んんっ」

　欲求の高ぶりを懸けん命めいに我慢している月乃。しかし、どうしても抑おさえきれないようだ。

「だ、ダメ……！　我慢っ、できない……！」

　小さな口から濡ぬれた声が漏れ出し、興奮の度合いを俺に教える。

　このままでは、月乃は確実に発情する。愛佳さんの見ている前で。

「体が……体が熱いよぅ……！」

　月乃が俺に寄りかかる。そして蕩とろけた眼まな差ざしを俺に向け、抱だき着こうと手を伸ばす──

　瞬しゆん間かん。彼女の体がビクンと跳はねた。

「んひゃあっ!?」

　突とつ然ぜん月乃が声を上げ、弾はじかれたように俺から離はなれる。その顔から発情の色は消え、すっかり正気に戻もどっていた。

「え……え……？」

　彼女は何があったのかと、自分の体や俺の方を見る。そして、俺の左手に握られている一本のペンを視界にとらえた。

「あ、アンタ……！　ひょっとして、それ……！」

「ふふ……、一目で気づいたか」

　そう。このペンこそ性癖克服の秘密兵器。ジョークグッズのエレキペンである。これはボールペンの頭を押すことで、ペン全体に電でん撃げきが流れるイタズラのための商品だ。神宮寺家にあったのを、俺がこっそり持ってきた。

　そしてこの電流を利用して、月乃を正気に戻したのである。

「月乃お嬢じよう様さま……？　どうされました？」

「静電気が起きただけだよな、月乃。ほら、ちゃんと手を握るぞ？」

　訝いぶかしむ愛佳さんに、俺の方からフォローを入れる。そしてもう一度手を繫つないだ。

「ちょっ、天真……！　まさかアンタ……」

「さすが月乃。察しがいいな」

　俺が選んだ性癖克服の作戦は、月乃が発情する度たびに電撃で正気に戻すというもの。そしてそれを繰くり返しながら、『発情したらひどい目に遭あう』と体に思い知らせるのだ。月乃もそれを理解したらしく、サーッと顔を青くする。

　正直、月乃に痛みを与あたえることにかなりの罪悪感がある。しかし愛佳さんの監視がある状じよう況きようで甘いことは言っていられないし、ペンを持っている俺の方にも電気の痛みが伝わるので、そこは許してもらいたい。

　それに、俺はこの旅行でこいつらの性癖を矯きよう正せいすると決めたのだ。やるからには心を鬼おににさせてもらう！

「悪いが、嫌いやなら性せい癖へきを克こく服ふくしてくれ。そしたらすぐにやめるから」

「ううぅ……！　アンタ、覚えときなさいよ……！」

　俺はそのまま月乃と手を繫ぎ、景色を見ながら綺き麗れいな園内を歩いていく。辺りには芝桜以外にも色とりどりの高山植物が咲さいていて、展望台の方へ向かうロープウェイなども見えてくる。

　その途と中ちゆう、月乃が発情によって我を失いかける度に、ペンを使って電撃を加える。その度に月乃は正気に戻り、痛みで半泣きになっていた。勿もち論ろん俺も泣きそうだ。

　しかし痛い思いをさせた甲か斐いあってか、次第に発情をしなくなっていった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　月乃お嬢様。先ほどから、少々様子が変ですが……」

「う、うん……。なんとかね……」

　俺と手を繫いだままでも、平然と返事をする月乃。

　そして、見どころスポットの一つである小さな教会にたどり着く頃ころには、もう発情しなくなっていた。

　建物が古く清潔感はあまりないが、両側に飾かざられたステンドグラスがキラキラと美しく輝かがやく教会。そこで月乃がヒソヒソと声をかけてくる。

「ねぇ、天真……。もういいでしょ……？　もう発情とかしないから……！」

「ああ！　月乃、素す晴ばらしいぞ！」

　手を繫ぐだけなら、もう我を失うことはない。これは大変素晴らしい成果だ！　ひょっとしたら、すでに性癖を完全に克服したかもしれない！

　だが、次はワンランク上の接せつ触しよくでも発情しないか確かめるべきだ。

　そこで、俺は提案した。

「なあ、月乃。最後に俺と結けつ婚こん式しきの練習をしないか？」

「はあっ!?」

「これも花はな嫁よめ修しゆ業ぎようの一いつ環かんだ。せっかく教会にいるんだし、将来結婚するときのために練習しといた方がいいだろ？　本番でテンパったら大変だしな」

　手を繫ぐ以外のことをすれば、月乃の性癖が直ったかどうかを確かめることができるだろう。それに俺の仕事は、性癖の矯正だけじゃない。今回のメインは、むしろ花嫁修業への協力だ。俺が仮の夫としてふさわしいことを示すためにも、積極的に動いていきたい。

「で、でも……。結婚式の練習ってことは──！」

　月乃が顔を真っ赤にし、固まる。

　そんな月乃に代わり、愛佳さんが言葉を繫げた。

「もしや、キスをされるおつもりですか？　だとすれば、さすがに見過ごせませんが……」

「い、いや！　そこまでしませんよ！」

　底冷えするような冷たい視線に、俺は慌あわてて否定する。

「そうじゃなくて、誓ちかいを立ててハグのフリをする程度ですって。あくまで、雰ふん囲い気きを味わうくらいで」

　その程度なら、肇さんに報告されても大丈夫だろう。愛佳さんも怒おこらないはずだ。

「なるほど……。そういうことなら、ご自由にどうぞ」

「ありがとうございます。それじゃあ、月乃。頼たのんだぞ」

　俺が月乃の体を引っ張り、立派な祭さい壇だんの前に立たせる。古くなった木製の床ゆかがギシギシという音を立てた。

　そして向かい合った状態で、愛佳さんに隠かくれて会話する。

「ちょ、ちょっと……！　本気なの……!?」

「心配するな。絶対何も問題ないから」

『今のお前なら、我を失うことはない』そんな意味を言外に込こめて、戸と惑まどう月乃を励はげましておく。そして、俺は横に立つ愛佳さんに言う。

「愛佳さん。もしよければ、神父役をお願いできますか？」

「仕方ないですね……。いいでしょう。それでは、誓いの言葉を読み上げます」

　愛佳さんがため息交じりに、うろ覚えの文句を言い始める。

「まずは一いち条じよう天真さん。あなたは病やめるときも健すこやかなるときも、富とめるときも貧まずしきときも、この女性を妻として愛することを誓いますか？」

「はい……。誓います」

「続いて神宮寺月乃さん。あなたは病めるときも健やかなるときも、富めるときも貧しきときも、この男性を夫として愛することを誓いますか？」

「う、うぅ……。ちかい、ます……」

　恥ずかしそうに俯きながら、月乃が声を絞しぼり出す。

　……なんかこの状況、俺から提案しといてなんだが、微び妙みように緊きん張ちようしてくるな。

　愛を誓いながら恥ずかしがっている月乃を見たら、俺も少しだけドキッとした。ただの簡単な練習なのに、マジで月乃と結婚するみたいで──

　って、俺は馬ば鹿かかよ！　意識するな！

　これはあくまで仕事なんだ。ときめいたりしてる場合じゃないぞ。

「それでは……誓いのハグをどうぞ」

「っ！」

　その言葉に、月乃の体がぴくっと反応。彼女が緊張するのが分かる。

　しかし、するのはあくまで軽くだ。肇さんに報告されても問題ない程度の軽いハグ。さっきまでの成果を考えれば、まず発情することはないはずだ。

「おい、月乃。大丈夫だから。これで性癖を克服しようぜ！」

「う、うん……。分かってる……」

　月乃はしばしの逡しゆん巡じゆんの後、何かを我慢するように、キュッと目と口を強くつぐんだ。

　俺は彼女に向けて両腕うでを伸のばし、月乃を受け入れる準備をする。

　すると、背の高い俺とハグするために、月乃が軽く背伸びする。つま先にグッと力を入れて、俺に向けて両腕を伸ばす。

「…………んっ」

　そして互たがいの両腕が、相手の体を包み込む──

　その直前。バキィッ！　という破は砕さい音。

「え、キャアッ!?」

「月乃っ!?」

　月乃の立っていた場所の床が、大きな音を立てて壊こわれた。

　元々床がもろくなっていたのと、月乃が背伸びをするために力を込めたからだろう。月乃は足場が抜ぬけたことにより、腰こしのあたりまで床ゆか下したに落ちる。

　そして──

「んむっ……!?」

「なぁ……っ！」

　月乃の立ち位置が下がったせいで、さらにその時の衝しよう撃げきのせいで、彼女の可愛かわいらしい唇くちびるが俺の股こ間かんに思いっきり触ふれた。




　要するに──月乃が俺の股間にキスした。




「大丈夫ですか!?　月乃お嬢様」

　愛佳さんはそれに気づいた様子はなく、すぐに月乃を持ち上げて救出。そして体をチェックして、傷がないことを確かく認にんする。

「よかった……。どうやらお怪け我がはないようですね」

　ああ、良かったよ。本当に怪我がなくて良かったよ。

　でも今は、それどころじゃなかった。

「はぁー……はぁー……はぁー……！」

　月乃が顔を真っ赤にし、息を荒あらくして俺を見る。

「ねぇ天真……。えちえち、しよ？」

　ノオオオオオオオオオオ！　えちえち、ノオオオオオオオオオオオオオ！

　この子完全に発情してるぅ────────っ！

　股間にキスをするという激しく性的なトリガーのせいで、月乃の性欲に火が点ついた。

　非常事態だ。これは完全に非常事態だ。愛佳さんが異変に気が付く前に、すぐ月乃を正気に戻もどさないといけない。

　俺はすぐにエレキペンを持ち、月乃の体に押し当てた。ビリッとした衝撃が、俺と月乃の体に巡めぐる。だが……。

「天真が……天真が欲ほしいよぉ……！」

　ダメだ！　エレキペンが通用しねぇ！　電でん撃げきでは正気に戻らないほど、完かん璧ぺきに発情してやがる！　こうなった以上、コイツはすぐには静まらないぞ！

「月乃お嬢じよう様さま、どうしましたか？　やはりどこか痛むのですか？」

　愛佳さんが異変を察知して、無表情ながらも心配そうに問いかける。

　このままでは、発情してるのがバレてしまう……！　何とか月乃が正気に戻るまで、愛佳さんから距きよ離りを取らないと！　でも、近くにあるか？　二人で隠れられる場所が……。

　必死に頭を回転させて、最適解を考える。その間わずか０・５秒。

「あっ！」

　そうだ、一つある！　二人っきりになり、愛佳さんの監かん視しを逃のがれられる場所が！

「愛佳さん、ちょっと俺たち展望台へ行ってきます！　月乃が行きたいみたいなんで！」

「展望台……？　あっ、お待ちください天真様！」

　俺は月乃が暴走しないよう、彼女をお姫ひめ様さま抱だっこで抱かかえて中央の通路バージンロードを駆かけ出していく。

　そして教会の近くにある、展望台へ向かうためのロープウェイに飛び乗った。




　　　　※




「天真ぁ……。たくさん気持ちよくして……？」

　二人乗りのロープウェイに乗り込み、愛佳さんの監視を逃れた瞬しゆん間かん。

　完全に発情した月乃が、艶なまめかしい声で俺を誘さそう。

　さらに彼女はスカートをまくり、薄うす桃もも色いろのパンツに包まれた自身のお尻しりを見せつけてきた。俺に向かってお尻を突つき出しているせいで、その大きさがムッチリと強調されている。巨きよ大だいな桃もものような双そう丘きゆうが可愛らしく膨ふくらんで、パンツの中心には丸みを帯びた割れ目がくっきり浮うかんでいた。

　そしてお尻をフリフリと動かし、挑ちよう発はつするように俺を誘う月乃。

「ねぇ……。一いつ緒しよに新しん婚こん初夜、しよう？」

「いや、しないから！　新婚じゃないし今昼だから！　早くスカート下ろせバカ！」

　なるべく月乃を見ないようにして、強い口調で彼女の暴走を止めようとする。

「天真……責任とってよぉ……。アタシのファーストキス、天真のおち〇ちんに捧ささげたんだもん……。天真のバナナに、愛を誓っちゃったんだもん……」

　こいつ……本気の眼めをしてやがる。本気で俺に自分のことを襲おそわせようとしてやがる。

　ペンの電撃が効かない以上、この性欲を発散させないと発情は収まらないだろう。

　こうなったら……奥の手を使うしかない。

　今こそ、アレを使う時だ。念のために持ってきていた、パンカチに代わるアイテムを。できれば使いたくなかったが……この場を収めるには、おそらくそれしか方法がない！

　覚かく悟ごを決め、俺は持参した鞄かばんを開いて一冊の本を取り出した。そして、それを無理やり月乃に渡わたす。

「おら、月乃っ！　これを見るんだ！」

「ふぇ……っ!?」

　その本の表紙を見て、月乃が一瞬動きを止める。そして……本を抱きしめた。

「ああっ……天真の下着姿ぁ……！」

　本の表紙に写っていたのは──セミヌードでポーズを決めた、一条天真の姿だった。

　はい、そうです。もうお気づきですね？　これは……俺の写真集です。正確には、俺のセミヌード写真集だ。

　この本は、俺が天才的頭脳で考案した、パンカチに代わる月乃撃げき退たい用アイテムだ。俺がパンツ一枚でセクシーポーズをとっている姿や、入浴シーンなどが収録された、ソフトなエロ本になっている。このエロ本で月乃の性欲を発散させる作戦だ。

「天真ぁぁぁっ……！　天真の裸はだか、シコいよぉ……！　はぁぁんっ……！」

　そして月乃は、写真に写る俺の痴ち態たいに夢中になる。エロ本を食い入るように見つめる、女子高校生がそこにいた。

　あとはこのままエロ本だけで満足させれば、この発情も解けるはずだ！

　よし、やったぞ！　思おも惑わく通りだ！　やっぱり俺は天才だ！

　この俺様のエロい姿に、月乃も骨ほね抜ぬきになったようだな！　ふははははははははははははははははははは！　…………死にたい。

　ちなみにこの本、俺が昔働いていた印刷所に頼み込み、特注で作ってもらったものだ。あそこの社長とは仲良かったけど、今回の件を頼んだせいで完全にヤベー奴やつと思われた。ほんと俺、何をやってるんだろうね？

　しかし捨て身でアイテムを用意した甲か斐いあり、ロープウェイが頂上に着く頃ころには、月乃の発情は収まっていた。




　　　　※




「はあぁ……。なんかもう、死ぬほど疲つかれた……」

　肉体的及および精神的な疲ひ労ろうを引きずり、三人で別べつ荘そうへ帰った後。

　俺は発情した後こう悔かいによりすっかり元気をなくした月乃を、丁てい寧ねいに部屋へ送り届けた。

「月乃お嬢様はどうされたのでしょうか？　途と中ちゆうから様子がおかしくなりましたが」

「多分、お腹が痛かったんでしょうね……」

　適当なことを言って愛佳さんを煙けむに巻まく。奇き跡せき的にバレていないようでよかった……。

　しかし、性癖を矯きよう正せいするつもりが普ふ通つうに発情されてしまったな……。あの状じよう況きようでは仕方なかった気もするが、次からはもっと気をつけたい。

　と、そんなことを考えていた時。ポケットに入れていたスマホが震ふるえた。雪音さんからのメッセージが画面に表示されている。

　その内容は『二階の部屋に来てほしい』とのこと。

「雪音さん、どうかしたのかな……？」

　どのみちこの後は雪音さんとデートをしようと思っていた。彼女は猫ねこ好ずきらしいから、近くにあるという猫の博物館にでも連れていこうとしていたのだが、彼女の方から呼んでくれるならありがたく誘いに乗るとしよう。

　監視の愛佳さんを引き連れて、彼女の指定した部屋に向かう。

　そして、部屋の扉とびらを開けると──

「おお……！」

　そこは、見るからに豪ごう華かなマッサージルーム。中央には柔やわらかそうなマットが敷しかれ、その周りには観葉植物やアロマキャンドルが用意されていた。日差しは薄うすめのカーテンで遮さえぎられ、ほどよい明るさになっている。さらには雰ふん囲い気きのいい音楽も用意されていた。

　そして、マットの横には正座で待機する雪音さんの姿があった。

「あっ、いらっしゃい！　天真君っ！」

　と、雪音さんが笑顔で俺に手を振ふり、明るい声をかけてくる。

　しかし、俺は反対に暗い声で聞いた。

「あの……。なんですか、その格好は……？」

　彼女が身に着けていたものは、動きやすそうなスポーツウェアだ。しかし服の面積はかなり少なく、上はスポーツブラ、下は限界ギリギリの短パンである。防ぼう御ぎよ力が低すぎるせいで彼女のボリューミーなおっぱいは今にも零こぼれ落ちそうになり、短パンも少し位置をズラせば、大切な部分が見えてしまいそう。ハッキリ言って、どえっちだ。

　この人……どーいうつもりなんだろうね？　変なことはしないように、俺ちょっと前に言ったよね？

「……ちょっと、こっちに来てください」

　俺は雪音さんの肩かたをつかんで、無理やり部屋の隅すみに移動する。そして愛佳さんに聞こえないよう、小さな声で問い詰つめる。

「アンタほんと何がしたいんですか!?　こんな格好でなぜ呼びつけたし！」

「え～？　私はただ、マッサージをしようと思っただけだよ？　ほら、旅行って日ひ頃ごろの疲れを取るためのものでしょ？　だから天真君にはたっぷりリラックスしてもらいたくて」

　マッサージだと？　この人まさか、それを建前にご奉ほう仕ししようとしてないか……？　今はすぐそこに愛佳さんがいるのに。

「それに、これも花はな嫁よめ修しゆ業ぎようなんだよ？　素す敵てきなお嫁さんなら、旦だん那な様さまをしっかり癒いやしてあげるべきでしょう？」

「ぐ……」

　確かに、本当にマッサージをするだけならば、何も問題はないだろう。むしろ俺が彼女の花嫁修業に協力しているところを示せる。

　それにもし変なコトをしてきたら、さっきのペンも持ってるし……。

「あとね、今はせっかく愛佳がいるでしょ？　だから、色々教えてもらいたくて」

「え……？　私ですか？」

　いきなり話を向けられて、愛佳さんが少し面食らう。

「うん。愛佳はメイドさんだから、そういうのも詳くわしいかなって思って。ご主人様を癒すための技術も色々勉強してるはずだもん」

「確かに、昔母から教わりました。実じつ践せんすることは稀まれですが、マッサージ程度余よ裕ゆうです」

「でしょっ！　だから、今日はついでに指導してくれたら嬉しいな～」

「承知しました。では、天真様。上着を脱ぬいで、マットに横になってください。雪音お嬢様にお手本をお見せします」

　キリッとした真顔で愛佳さんが言う。おいおい、マジでやるのかよ……。正直、まだちょっと不安なんだが……。

　でも、とりあえず愛佳さんなら変なコトをしてくる心配はない。

「分かりました……。それじゃあ、すみませんがお願いします……」

　俺は愛佳さんの言う通り、上着を脱いでうつ伏ぶせになった。すると彼女は横に立ち、俺の背中に両手で触ふれる。

　そして、強い力で指圧した。

「はあっ」

「うぐっ──────ぎゃあああああああああああああああっっっ!?」

　ものすごい激痛が俺の背中を刺し激げきする。な、なんだコレ!?　マッサージされてる痛みじゃねえええええええええ！

「おや？　どうして絶ぜつ叫きようしているのでしょうか？　疲れに効くツボを突いたはずですが」

　絶対違ちがうとこ突いてるから！　俺、痛みしか感じてないから！

「それでは、こっちはどうでしょう」

「ぬがあああああああああああああああっっっ!?」

　そ、そういえば……この人実は、メイドとして超ちようポンコツだった……。多分マッサージも下手なんだ！

　あまりの痛みに叫さけぶ俺。その様子を見て、愛佳さんが呟つぶやく。

「……馬ば鹿かな。押し方が足りないのでしょうか……」

　違う違う違う！　違うから！　絶対それだけは違うからあああああああ！

「あ、あの……愛佳？　天真君、すごく痛がってるけど……」

「はい。よい施せ術じゆつほど痛みを伴ともなうものなのです。足つぼなどが痛いように」

「な、なるほど……。やっぱり愛佳は凄すごいんだね～」

　一いち概がいに否定できないことを言って、それっぽくまとめやがる愛佳さん。真ま面じ目めな顔をしているせいか、雪音さんも流される。

「とりあえず、こんな感じで力を入れるといいと思います。マッサージは力が命です」

　そしてボロが出る前に、さっと俺から離はなれる彼女。そのまま部屋の隅に行き、「馬鹿な……。馬鹿な……」と呟きながら、ぐっ、ぐっと壁かべを指圧する。この人、マジでメイドなんかやめた方がいいんじゃ……。

「う～ん……。でも、さすがに今のじゃ可哀かわい想そうだから……私のやり方でやらせてもらうね」

　すると今度は雪音さんが俺の横に立つ。そして、施術をしようとしてきた。

「ちょっ、待ってください雪音さん！」

　やっぱり雪音さんのマッサージとか、正直言って不安しかない。絶対エロいことするだろこの人！

「え、どうして？　私もマッサージしてあげたいのに……」

「いや、その……。愛佳さんので十分疲れは取れましたから。これ以上はいいですよ」

　愛佳さんが側そばにいる状況で、『エロいことされるから嫌いやです』とは言えない。適当な言い訳で断ろうとする。

「むぅ……。でもこれは、お礼でもあるんだよ？　私を助けてくれたことへの」

「え？」

　雪音さんが、ちょっとだけ真面目な声こわ色いろで言う。

「私の性せい癖へきがお父さんにバレそうになった時、天真君は自分を犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごで助けようとしてくれたでしょう？　私あの時、本当に嬉うれしかったんだ～」

「い、いや……。別にそんな大したことじゃ……」

「それに天真君はいつも、私たちのために色々頑がん張ばってくれてるでしょ？　私のえっちな性欲を、たくさん発散してもらったり」

　まあ、それは雪音さんに限った話じゃないからなぁ……。この姉妹しまい、全員変態だし。

「だから、お嫁さんとして天真君の疲れを癒して、これまでのお礼をしたかったの。ありがとうっていう気持ちを、どうしてもちゃんと形にしたくて……」

「…………」

　………この人、こんなにも俺に感謝をしてくれていたのか……。

　そんな気持ちを示されたら、さすがに俺も頰ほおが緩ゆるみそうになる。女の子にここまで思ってもらえるのは、やはり単純に嬉しいものだ。

　そしてせっかく雪音さんが俺を気き遣づかってくれているのに、それを無下にするのもなぁ……。

「……分かりました。それじゃあ、少しだけ癒してもらっていいですか……？」

　俺が観念したように言うと、雪音さんが『ぱあっ』と相そう好ごうを崩くずした。

「天真君っ、ありがとう！　私、たくさん頑張るね！」

　言いながら、早さつ速そく俺の体に触れる雪音さん。彼女は繊せん細さいな美しい指で、俺の背中を優やさしく撫なでる。

「それじゃあ、まずはここから揉もみ解ほぐそうねー？」

「んぐっ……！」

　そして開始の場所を決めた後、手の平で背中を押し始めた。

「ふふっ。どうかな、天真君。気持ちいい？」

　彼女の両手が、俺の体の凝こりを取っていく。その力は愛佳さんの時とは違い、とても心ここ地ちよく感じられた。

「は、はい……。気持ちいいです……」

「よかった～。それじゃあ、もっとやってくね～」

　背中や両腕うで、そして肩と、順番にマッサージをする雪音さん。彼女の手の平は温かく、お世辞抜ぬきで癒される。愛佳さんがその施術を見て「ひょっとして、私の力強すぎました……？」と勉強しているほどである。

「ねぇ、天真君。痛くないかな？　私、ちゃんとマッサージできてる？」

「大だい丈じよう夫ぶです……。雪音さん、すごく上手ですね……」

「ほんと？　ありがと～。嬉しいな～」

　柔らかい笑え顔がおで照れる雪音さん。そして彼女は、俺の耳元へ顔を近づけて呟いた。

「それじゃあ、こっちも触さわってあげるね？」

「え……？」

　言いながら、雪音さんの手が移動する。そして、俺の臀でん部ぶを触った。

「なっ……！」

「よいしょ、よいしょ……天真君、ここ凝ってるね？」

　こ、これまさか……プレイじゃね？　変態プレイを始めてね？

　いや、待て。落ち着け一条天真。この場合、本気でマッサージをしてる可能性も……。

「はぁはぁ……。天真君のお尻しりぃ……。はぁはぁ……！」

　いや、違う！　これはいつものヤツだ！　この人、やっぱり始めやがった！

　すぐ側に愛佳さんがいるというのに、変態行こう為いを始めやがった！

「なるほど……。臀部もこうして揉む必要があるのですね……？」

　幸い勉強モードの愛佳さんは、これがエロ行為とは気づかない。だが、それも時間の問題だろう。雪音さんのこの顔を見れば、絶対に変態だと気が付くはずだ。

「天真君のえっちな所、たくさん触っちゃってるよぉ……！」

　これはアカン！　アカンぞこれは！　早く止めないと確実にバレる！

　俺はすぐにエレキペンを取り出し、雪音さんの手に押し当てる。そして、ビリッと電流を流した。

「あんっ……！　今の、とっても刺激的……♪」

　しまった！　逆に気持ちよくなってる！

　そういえばこの人ドＭじゃねーか！　電気で痛みを与あたえても、嫌がるどころか悦よろこぶだけだ。むしろ性癖が悪化しやがる！　この方法は使えない！

「ちょっ、雪音さん、もう十分ですから！　癒されましたからやめてください！」

　こうなったら、真っ向からやめさせるしかない。俺は体を起き上がらせて、施術を強ごう引いんにストップさせる。

　だが、彼女の興奮は収まらない。

「ダメだよ～、天真君……。こんなのはまだ序の口だもん」

「え……？」

「これからが、本当の癒しだからね？　たっぷりマッサージしてあげる☆」

　言いながら、雪音さんが近くに置いてあったバッグを持ち出し、中身を全すべて床ゆかに出した。そして、俺の目に留まったものは……。

「ちょっ、これ──！　なんで電マがあるんだよ!?」

　出てきたのは、ハンディマッサージャー。通つう称しよう、電マと呼ばれる機械だ。本来は肩かたや腰こしなどに当て、その振しん動どうでマッサージを行う機械である。

「あ、あの……。雪音お嬢じよう様さま……？」

　その機械を見て、愛佳さんがおずおずと手を挙げる。

　ってか、馬鹿かこの人────────！　愛佳さんの前でこんなもん出すなよ！　これで完全にバレるじゃねーか──────────っ！

「この機械──一体なんの機械でしょうか？」

　知らなかったー！　愛佳さん電マ知らなかったー！　マジでギリギリセーフだったー！

「これはね、普ふ通つうのハンドマッサージ機だよ？　それ以上でもそれ以下でもないよ？」

　確かに間違ってはいないけど！　もともとはマッサージ器具だけど！

　でもアンタ、確実に卑ひ猥わいなグッズとしてそれを認にん識しきしてるだろ!?

「これを使って、すっごく気持ちいいマッサージをするねっ♪」

　使う物が物だけに、いやらしい意味にしか聞こえねぇ！　ってかこの人、絶対わざと言ってるはずだ！

「でも、最初はこれで準備しようね～？」

　雪音さんが言いながら、バッグから出てきた別の物を掲かかげる。それは、マッサージ用のオイルである。

「まずはこれで、体の滑すべりを良くしておこうか～」

　まさかのオイルマッサージだと……!?　オイルを塗ぬりたくる口実で、俺の体を触りまくるつもりか！　まるで性感マッサージのように！

「や、やめてください！　もうマッサージとかはいいですから！」

「え～、何で～？　とっても気持ちよくなれるのに～」

　雪音さんが俺にオイルを塗ろうと、容器を持って腕を伸のばす。片手にデンマ、片手にオイルを持って迫る。

「ご主人さ──天真君っ！　私にご奉ほう仕し──マッサージさせて！」

「だからこれはやりすぎですから！　もう十分だって言いましたよね!?」

　俺は抵てい抗こうするために、雪音さんの両腕を摑つかんだ。お互たがい腕に力を込こめて、相手を押しのけようとする。

　とはいえ、俺の方が力は強い。すぐに彼女を押し戻もどし、オイルまみれを免まぬかれる。

　しかし、その時事故が起こった。

　俺が雪音さんを押し戻した弾はずみで、彼女の手からオイルの容器がすっぽ抜けた。容器はそのまま雪音さんの真上を舞まい、蓋ふたの開いていた容器からは見事に中身がぶちまけられる。

「キャアッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、雪音さんの体にオイルの雨が降りかかった。デロッ、とぬめりのある液体が雪音さんの全身を包み込む。白い肌はだをヌラヌラとテカらせ、肉感的な彼女の体を官能的に濡ぬらしている。

「わぁ……。び、びっくりした……」

「雪音お嬢様！　大丈夫ですか？」

「う、うん……。濡れただけだから。ちょっとシャワーで流せば──キャッ!?」

　立ち上がろうとした雪音さんが、オイルのせいで滑って転ぶ。キュッと音を立てながら、俺のいる方へ倒たおれてきた。

「うわあっ！」

　雪音さんに巻き込まれる形で、またマットの上に倒れ込む俺。むっちりとした雪音さんの体が、俺の全身を押しつぶす。

「うぅ……痛いつつ……」

　見ると、雪音さんの贅ぜい沢たくボディが俺のすぐ目の前にあった。

　オイルによって体の滑りがよくなったせいか、彼女の服の位置がズレて胸が見えそうになっている。そのため俺の感覚としては、まるで裸はだかの雪音さんに押し倒されているようだった。

　しかも雪音さん、転んだ衝しよう撃げきで電マを手放していたらしい。その電マは衝撃的な確率で、雪音さんのオイルまみれな胸の谷間に「にゅぷんっ」と入り込んでいる。

　谷間にアダルトグッズを挟はさんだ、豊満な胸が目の前に……。卑猥すぎる光景であった。

「ご、ごめんね！　天真君！　今すぐおっぱいどけるから！」

　雪音さんが上体を起こし、そのまま立ち上がろうとする。

　しかし……。

「あ、あれ……？　おかしいな……立てないよ……？」

　どうやらオイルが滑るせいで、うまく身動きが取れないようだ。俺の上でモゾモゾと、必死に立ち上がろうとする。そしてその度たびに、雪音さんの巨尻が俺の股こ間かんにこすりつけられた。ムチッ、ムチッ、とした柔やわらかい重さが、性感帯を直に刺し激げきしてくる。

「んっ……ぐあっ!?」

　何この状じよう況きよう？　何この状況!?　この人本当に何をやっているんだ!?　頼たのむから早く下りてくれえええ！

「雪音お嬢様！　今すぐお助け致いたします！」

　と、その時。愛佳さんがヘルプに入った。雪音さんの側そばに寄り、体を支えて助けようとする。

「あっ──不覚────────ッ！」

　ところが彼女もこぼれたオイルを踏ふんづけて、その場に倒れ込んでしまった。マジでこの人、見かけによらず駄メイドすぎだろ！
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　しかもその時、愛佳さんの腕が雪音さんの胸に当たってしまった。そしてその弾みのせいなのか。奇き跡せき的な確率で、彼女の胸に挟まれていた電マのスイッチがオンになる。

　同時に電マが谷間の中で『ブルルルルルルル！』と激しく振動。それに合わせておっぱいも、小刻みに激しく踊おどり出した。

「あっっ────ひゃあああああああんっ!?　はああああああああああんっ!!」

　な　に　や　っ　て　ん　だ　、　こ　の　人　は　!!

　電マに胸を蹂じゆう躙りんされて、雪音さんが嬌きよう声せいを上げる。

　なんなのこの人？　曲芸師なの？　これって実はそういうショーなの!?

「でっ、電マに犯おかされちゃってる！　デンマ君に犯されちゃってるううぅぅぅ！」

「天真君みたいに言うのやめてもらえる!?　風評被ひ害がいエグイんですけど！」

「はあああああああああああんっ！　んあああああああああああっ!?」

　電マの振動に悶もだえながら、俺の上でもがくオイルまみれの雪音さん。

「だっ、だめええええええ！　こんなのだめえええええええっ！　おっぱい、ブルブルしちゃらめええええええっ！」

「お、お嬢様！　申し訳ございません！　すぐに何とかしますので！」

　電マを作動させた責任からか、必死に助けようとする愛佳さん。雪音さんが苦しんでいるのだと思い、オイルのせいでうまく身動きが取れないながらも、胸の電マを取ろうと頑がん張ばる。

　でもそれ、ただの嬌声だから。意図しなかった突とつ然ぜんのプレイに、ドＭが歓かん喜きしてるだけだから！

「やっ、はあっ、肩こりとれちゃうのおおおおおおおおおおおおおおおっっっ!!」

　──この人の中で、何が起こってんだよ……。

　電マの振動か、それとも体の痙けい攣れんか。雪音さんの全身が大きくビクンビクンと震ふるえ、俺の隣となりに倒れ込む。そしてパイ圧に押し出されたように、電マがちゅぽん！　と谷間から抜ぬけた。

「はあっ……はあっ……。天真君、ありがとうぅ……。とっても気持ちよかったぁ……」

「……………………」

　いや、俺何にもしてませんからね……？　むしろ愛佳さんのせいですからね……？

　俺は恍こう惚こつの表情を浮うかべて倒れた雪音さんを何とか持ち上げ、備え付けのお風ふ呂ろへ連れて行く。当然その後、同じくオイルまみれになった愛佳さんも運んでおいた。




　　　　※




　雪音さんたちをお風呂に連れて行った後、俺はぼやきながら廊ろう下かを歩く。

「まったく……。マッサージどころか、逆に疲つかれたな……」

　月乃といい雪音さんといい、本当に勘かん弁べんしてほしい。なんでアイツら、ほんの少しも性欲を忘れてくれないの？　本能のまま動き続けるの？

「あっ、天真先せん輩ぱい！　見つけましたっ！」

　ふと、俺のことを呼ぶ声に振ふり向く。見ると、花鈴がこちらに駆かけてきていた。

「もうっ、どこ行ってたんですか？　一いつ緒しよに遊ぶ約束したのに」

「あ、ああ。悪い。ちょっと色々忙いそがしくて……」

　確かく認にんすると、すでに花鈴と遊ぶ時間になっていた。そのため、俺を捜していたのだろう。

「あれ……？　そういえば、愛佳先輩は……？」

「愛佳さんなら、雪音さんとシャワー浴びてるよ。ちょっと色々あったからな……」

「そうなんですか？　じゃあ、今は先輩と二人きりですね？」

　花鈴が嬉うれしそうな顔をして、俺の側に寄ってくる。

「それじゃあ、心置きなく遊びましょう！　今花鈴、ＢＢＱのために魚をとろうとしてるんです！　先輩も一緒に行きませんか？」

「え、魚？」

　見ると、彼女はワンピースタイプの水着の上に、ラッシュガードを羽織っていた。水着は少し濡れており、水辺にいたことが窺うかがえる。

「このあたりの川、色々と美味おいしい魚がとれるんですよ？　天然物の鮎あゆなんて、都会じゃ中々食べれませんし」

「へぇ、そりゃ凄すごいな。とれるならとってみたいもんだ」

「でしょっ？　だから一緒に行きましょう！」

　そう言い、俺の服を引っ張って甘える花鈴。

　だが、一つ不安なことが……。

「なあ、花鈴。その水着……ボディペイントじゃないだろうな？」

　水着の花鈴と、川遊び……。正直嫌いやな予感しかしない。他の二人の変態行こう為いに付き合わされてきたところだし、コイツも何か企たくらんでそうだ。とてもえっちな露ろ出しゆつ行為を。

「あははっ。そんなわけないじゃないですか～。なんなら、直接触さわってみます？」

「ば、バカッ！　触るわけないだろが！」

　笑いながら、水着の胸元を伸ばす花鈴。一応、それは本物らしい。

「それに花鈴、ちゃんとラッシュガードも着てるんですよ？　むしろ褒ほめてくださいよ～」

「た、確かに……。それは偉えらいな……」

　普ふ段だんの花鈴なら間ま違ちがいなく、ラッシュガードなど羽織らずに露出度の高い水着を着そうだ。しかし、今はそれをしていない──

「──分かった。それじゃあ、行ってみるか」

「はいっ！　ついてきてくださいー！」

　楽しそうに外へと走り出す花鈴。俺も彼女の後につき、木々の立ち並ぶ自然の中を歩いていく。

　どうやら今回は俺の思い過ごしのようだ。きっと花鈴だけは姉二人と違い、自分の意思で性欲をしっかり抑えているのだろう。そのご褒ほう美びに、一緒に楽しく遊んであげたい。

　そして案内された先には、とても美しい渓けい流りゆうがあった。水は透とう明めいに澄すんでおり、川のせせらぎは聞いているだけで心が癒いやされるのが分かる。

「おおっ！　ほんとに綺き麗れいな川だな、ここ」

「はいっ。花鈴、昔からここ大好きなんです！」

　花鈴はラッシュガードを川岸に脱ぬぎ捨て、水の中へと入っていく。俺もズボンのすそを捲まくって、冷たい川へと足を投じた。

「へぇ……。結構いるんだな」

　水中では川魚たちが悠ゆう々ゆうと泳ぐ様子が見えた。

　そんな獲え物ものたちを目まの当たりにして、花鈴は早さつ速そく狩人かりゆうどになる。

「それじゃあ、いきますよ？　……えいっ！」

　手づかみしようと、豪ごう快かいに手を水中へ入れる。バシャッという軽い音とともに、わずかに水しぶきが上がった。

「ああっ、ダメです！　逃にがしちゃいました！」

「よしっ！　なら俺も！」

　周囲を泳ぐ魚たちを見て、その中の一いつ匹ぴきに狙ねらいを定める。上流からこっちへ迫せまる魚に、素す早ばやい動きで手を伸のばす。

　しかし水中に手を入れた瞬間、魚は危険を察知して逃げた。

　やっぱり、さすがに難しすぎるな……。手づかみとか、簡単にできるものじゃない。

　でも挑ちよう戦せんすること自体が楽しい。とれないことは分かっていても、なんだか病やみつきになってくる。

「くっ……。何とか一匹とれないもんかな……」

　自分の中で目標を定めて、水中の魚たちを睨にらむ。

　と、そんな風に夢中になっているとき。俺の顔に、バシャッと水がかけられた。

「うわっ!?」

「あはっ☆　先輩、無防備ですね～？」

　水をかけてきたのは、当然花鈴だ。ニヤ～といたずらな笑えみを向けてくる。

「お前なぁ……。いい度胸してるじゃないか！」

「キャッ！　やりましたね～？　負けませんっ！」

「うおっ!?」

　互たがいにやり返し、魚とりからただの水の掛かけ合いに発展。花鈴めがけて、バシャバシャと水を掬すくっていく。

「先輩の服、ビチャビチャにしてやりますからねー！」

「望むところだ！　かかってこい！」

　なんか……こういうのも案外悪くないな。

　変態性が絡からまなければ、花鈴は可愛かわいい後輩だ。そんな彼女とこうして無む邪じや気きに遊んでいると、なんだか心が洗われるようだ。今まで全く女子と関かかわってこなかったせいか、仕事の一いつ環かんと分かっていても、どうしても楽しさを感じてしまう。まるで本当に花鈴と夫ふう婦ふに……と言うより、恋こい人びとになったような気がして。

　と、その時──花鈴の身に、突然大きな異変が起こった。

「キャッ!?」

「花鈴……っ!?」

　ザバンと大きな水しぶきを上げて、水の中へ倒たおれる花鈴。「あぷっ……うあっ……」と両手を必死に動かし始める。

　ま、まさか……溺おぼれてるっ!?

「おい、花鈴！　大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

　慌あわてて花鈴の元へ向かう。暴れる彼女の腕うでをつかみ、流されたりしないように支える。

　そして、一気に引き上げた。

「よいっ……しょおっ！」

「ぷあっ……！　はあっ……はあっ……！」

　引き上げた際の勢いで、花鈴が俺の体に抱だき着く。彼女の体を濡ぬらす水が、日光を受けてキラキラと綺麗に輝かがやいた。

「花鈴、無事か？　ちゃんと息はできてるか？」

「は、はい……。ありがとうございます……！」

　幸い、溺れてはいなかったようだ。

　花鈴が転んだ場所を見ると、少し深間になっていた。どうやらそこに足をとられて、盛せい大だいに転んでしまったのだろう。

「はぁ……。よかった。心配したぞ？　流されたりしたらどうしようかと……」

「えへへ……。すみません。ちょっとびっくりしちゃいました。……あ。先輩の服濡らしちゃいましたね？」

　気き遣づかい、すぐに俺から距きよ離りをとる花鈴。服を見ると、花鈴が抱き着いたことによって、確かにびしょ濡れになっていた。

「すみません、花鈴が不注意だったせいで……」

「いや、気にするな。これくらいすぐ乾かわくから」

　罪悪感を抱いだかせないよう、落ち込む花鈴に笑いかける。その時──。

「ん……？」

　花鈴の姿を見た途と端たん、俺の脳が一いつ瞬しゆん動きを止めた。目の前の、異常な光景のせいで。

　今花鈴は、ワンピースタイプの水着を着ている。しかし今、その水着の一部がなくなっていたのだ。

　水着の至るところに大小様々な穴が開き、可愛らしいおへそや美しいくびれが、虫食いのように見えている。

　また、穴の開いていない胸や股こ間かんも、普ふ通つうの水着ではありえないほどに肌はだが透すけてしまっていた。乳ち首くびもポチッと浮うき出ており、股間の一番大事な部分すら、凝ぎよう視しすれば視みえそうだ。水の中で転んだ際になぜか水着の一部が消えて、明らかに露出度が増えていた。

　いや、怖こわい怖い怖い怖い！　ナニコレナニコレ!?　一体何が起きてんの!?　何で生き地じが消えかかってるの？

　その生地の様子は、まるで水につけた金魚掬いのポイのよう……。

　え……？　この水着、ひょっとして…………溶とけてね？

「なぁ、花鈴……。その格好……」

「え……？　あっ！」

　花鈴が自分の姿を見て、水着の変化に気が付いたようだ。慌てて虫食い状態になったお腹なか部分を両手で隠かくす。

　しかし次の瞬間には、観念したように手を離はなした。

「あぁ……もう気づかれちゃいました……。花鈴、もっとゆっくりと気づいてもらう予定だったのに……」

　残念そうに言いながらも、自分の肌を見られたためか頰ほおを上気させる花鈴。

　うん、そうだよね。やっぱりこいつも、何か仕込んでやがったね……。

「でも、これはこれで悪くないです……！　先輩！　いま花鈴、恥はずかしい格好してるんですっ！　だから、たくさん見てください。スケベな花鈴をもっと見てっ！」

　胸をぐっと持ち上げ、見せびらかそうとする花鈴。生地がぴったりと胸に張り付き、ますます透けて見えてしまう。

「お、お前……。これは一体どういうことだ……？　その水着、なんでそんな風に……」

　さすがに無視するわけにもいかず、恐おそる恐る尋たずねてみる。すると花鈴は口角を上げた。

「実はですね……。これ、特注で手に入れた『水に溶ける水着』です！」

　水に溶ける水着、だと……？

「この水着は水に触ふれることで、少しずつ生地が溶けて無くなり、最終的には全ぜん裸らになります。つまりこれを着ていれば、どんどん水着が消えていくスリルを味わいながら、露出プレイができるんです！　どうです？　天才的でしょう？」

　ホントこの子は……ボディペイントといい、トイレでの羞しゆう恥ちプレイといい、毎回変なこと考えやがって！　マジでいい加減にしてくれないかな!?　もう仏の顔の残機はゼロだよ？　そろそろ俺も本気で怒おこるよ？

「あのなぁ、花鈴……。お前は馬ば鹿かかっ！　外では露出止めろって言ったろ!?　誰だれかに見られたら事件だぞ！」
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「問題ありません！　だってここも神宮寺家の私有地ですもん！　周囲は柵さくに覆おおわれてて部外者は入ってこれませんから、辺り一帯は我が家も同然！　よって合法！　ＱＥＤ！」

「いや、それでもダメなんじゃないか!?　しかも愛佳さんの監かん視し中だぞ！」

「だから二人っきりの時を狙ったんです！　それに、これは花鈴のエロ漫まん画がにとっても、すごく重要なことなんですから！」

「ま、漫画……？」

「はいっ！　このプレイも、いわば取材の一環なんです！　溶ける水着での露ろ出しゆつ行こう為いを漫画に描かこうと思っていますので！」

　そういえば、ちょっと前に言っていたな。エロ漫画の出版のために、作品を描いているとかなんとか……。

「ねぇ、先せん輩ぱい。またマジックミラーの時みたいに、花鈴に協力してください。花鈴のリアルなドキドキを、漫画に落とし込みたいんです！」

「い、いや……さすがにこんな外では──」

「だから、見ていてくださいね……♪」

　花鈴が川の水で手を濡らし、そのまま水着に触れていく。

　透明な水の滴したたる指が、胸からお腹、腰こし回まわりからお尻しりへと、ボディラインを強調しながら、水着の上を滑すべっていく。

「あはっ☆　とっても冷たいです」

　そして水分を吸ったことで、水着がさらに溶け始める。

　虫食いのように出来ていた穴は次し第だいに大きくなっていき、花鈴を裸はだかに近づけていく。胸や股間を守る生地もどんどん薄うすくなっていて、もうほとんど透けてしまっていた。今にも生地が溶けきって、全すべてを晒さらしてしまいそうなほどに。

「花鈴のとってもエッチなところ、もうすぐ丸見えになっちゃいます……！　もうすぐ、全裸になっちゃいます……！」

　口をだらしなく半開きにして、ゾクゾクと体を震ふるわせる花鈴。花鈴の体を伝う水が、水着を着実に溶かしていく。

「ああんっ！　先輩、見てますか？　花鈴、もうすぐ全裸ですよ？　こんなの恥ずかしすぎますよぅ……！　だからもっと見てください！」

「おいバカ！　あんまりでかい声出すなっ！　ってか、その辺でやめておけ！」

　止めようとするが、花鈴は全く言うことを聞かない。さっきのペンを使おうにも、水の中じゃ危ない気がするし……。

「ひゃああっ！　あんっ、だめえっ！　脱がされるのすごく気持ちいいです！　気持ちよくて頭溶けちゃいますっ……！　水着と一いつ緒しよに、頭のねじも溶けちゃいまひゅうっ！」

　花鈴は破れそうな部分を隠さず、むしろ自分から水をかけて溶かす。すでに限界だった胸むな元もとの生地は完全に溶け、股間を守る部分も消える──

「もうダメッ！　花鈴、裸になっちゃう！　マジで全裸の五秒前ええええええええっ！」




「花鈴お嬢じよう様さま？　そちらにいらっしゃるのですか……？」




『!?』

　不ふ吉きつな声が……聞こえたね？

　ロッジの方向から聞こえてくる、落ち着いた女の人の声。木々のせいか姿は見えないが、明らかに愛佳さんであった。

「え……え？　どうして、愛佳先輩が……？」

「ま、まさか……俺を捜さがしに来たのか……？」

　俺を捜している途と中ちゆうで、花鈴の声が聞こえたのだろう。そして、様子を見に来ようとしている。

　彼女がガサガサと落ち葉を踏ふみしめ、こちらに向かう音がする。

「や、ややややヤバイぞこれっ！　おい、どうすんだよ！　どうすんだ花鈴っ!?」

「お、おおお、おち、おち、お膣ちついてください、天真先輩！」

「お前が落ち着けぇ！　イントネーションおかしいぞ！」

　花鈴ＭＺ５マジで全裸の五秒前が、まるで壊こわれたオモチャみたいにカクカクと謎なぞの動きをする。その慌てようは俺以上だった。ってか、『お膣いてください』ってどんな要求だよ。お前俺のこと産み直す気か。

　とにかく、今は花鈴の姿をなんとかすべきだ！　こいつが普通の格好さえしてれば、見つかっても何も問題はない。

「そうだ花鈴！　上着を！　ラッシュガードを羽織ってくれぇ！」

「だ、ダメです！　岸に置いてきていますから！　あっちに行ったら鉢はち合あわせます！」

「くそっ……！　それなら、こっち来いっ！」

　花鈴の手を引き、俺は愛佳さんが来るのとは逆側の岸へと逃にげていく。そして、茂しげみへと逃げ込んだ。

「はあっ……はあっ……」

「に、逃げきれますかね……？　大丈夫ですかね……？」

　泣きそうな顔で俺を見る花鈴。そんなに怖いなら、露出なんてやめてくれ……。

　俺は茂みの隙すき間まからあちら側を覗のぞく。すると、向こう岸から愛佳さんが現れた。

　彼女は周囲を見み渡わたしながら、川の中へと歩いていく。そして中腹で止まったかと思うと、なぜか静かに目を閉じた。

「…………何やら、気配がありますね」

　え、何この人。なんで気配とか読み取れるの？　忍にん者じや？

「数は、二つ。その中の一つは、花鈴お嬢様のものですね……」

　しかもなんか的確にバレてる！　この人、料理とか絶望的なクセに変なところでスペック高いぞ！

　そういえば、メイド仕事以外では優ゆう秀しゆうだって言ってたっけ……？　三姉妹しまいたちの話だと、肇さんにもすごく頼たよりにされているらしいし……。

　さすがは大だい企き業ぎようの秘書見習い。家事が駄だ目めでも油断できねぇ！

「出所は……そのあたりですか」

　愛佳さんがこちらを見て、ゆっくりと川の中を歩いてくる。

「あわわわわ……。ば、バレます……。花鈴が変態だってバレます……！」

「くそっ……！　一体どうすれば……」

　今いま更さら茂みから出ようにも、移動したら間ま違ちがいなく愛佳さんに気づかれる。とはいえ、ずっとここにいても、見つかるのは時間の問題だ。

　早く考えなければいけない！　このままここを動かずに、愛佳さんをやり過ごす方法を！　花鈴を守る方法を！

　必死に頭を巡めぐらせて、俺は突とつ破ぱ口こうを考える。

　そして──

「やはりここでしたか、花鈴お嬢様と天真様」

　ほどなくして、愛佳さんが茂みの中に座る俺たちを見つけた。いつも通りのクールな顔で、俺たちのことを見下ろしてくる。

　しかし、すぐに愛佳さんの表情が変わった。

　彼女は俺たちから顔を逸そらして、不思議そうにかつ気まずそうに尋ねた。

「なぜ裸なのですか？　──天真様」

　そう。俺は着ていたシャツを脱ぬぎ、上半身裸になっていた。そして俺が脱いだシャツは、今は花鈴が身に着けている。

「いや、実は……。花鈴が転んで川に落ちて、服が透けてしまってたんです。だから、俺の上着を貸してて……」

　俺のシャツを着た花鈴を見ながら、そんな言い訳を愛佳さんに紡つむぐ。

　俺は愛佳さんに見つかる直前、咄とつ嗟さに自分の上着を脱いで、花鈴に着せてやったのだ。花鈴は俺より小さいから、シャツ一枚で十分体を隠しきれる。これで露出のことはバレない！

「そうですか。それでは、すぐにロッジへ戻もどりましょう。花鈴お嬢様のお着き替がえは、私がご用意致いたします」

　そして俺の言い訳に、愛佳さんも納なつ得とくした。

「了りよう解かいです。行くぞ、花鈴」

「は、はいっ！」

　二人で愛佳さんの後を歩きながら、俺は内心で安あん堵どする。

　ああ……。咄嗟に言い訳を思いついてよかった……。あのままなら、確実に花鈴の頭おかしい露出行為を見られていた。そうしたら、俺も花鈴も終わっていたな。

「ありがとうございます……。冗じよう談だんなしに助かりました……」

　同じく安堵しきった花鈴が、俺にくっついてお礼を言う。

「そう思うなら、これからは露出を控ひかえてくれるか……？」

「それは……絶対できません♪」

　小声での俺の問いかけに、花鈴が迸ほとばしる笑え顔がおで答えた。




　　　　※




　三姉妹それぞれと一通り遊び、皆みんながロッジへと戻った後。俺は誰もいないリビングで一人、ソファーに座ってため息をついた。

「あいつらと一緒にいると……疲つかれる……っ」

　それが三姉妹との新しん婚こん旅行で最初に抱いだいた感想だった。

　なんであいつら、揃そろいも揃って性せい癖へき直らねえんだよ!?　ペンも全然効かないし、俺の言うことも聞かないし！　こんなことでは愛佳さんの監かん視しをやり過ごせるか分からんぞ。

　しかし性癖矯きよう正せいの難易度は、俺の想像以上に高いようだ。いっそのこと、もっとお仕置きのレベルを上げるか？　いや、それでも雪音さんは悦よろこびそうだな……。

「あっ、天真。ここにいたんだ」

　俺が思し索さくにふけっていると、廊ろう下かの方から声が聞こえる。見ると月乃たち三人が、ぞろぞろと中へ入ってきた。

「天真先輩っ！　そろそろバーベの準備しましょうよー！」

「こういうの、久しぶりだからワクワクするね～」

　おお、そうだ……。そういえば、夕食はバーベキューだったな。実は旅行が決まった時から、ずっと楽しみにしていたんだ。ここはテンションを上げていこう。

「とりあえず、必要なのは食料の買い出しと器具の準備だよな？　器具はこの家にあるんだっけ？」

「はい。花鈴たちも、昔ここでよくバーベキューやりましたから」

「でも、引っ張り出すのに結構時間かかりそうよね」

　なるほど。ってことは、買い出し班と準備班に分かれる必要があるわけか。

「それじゃ、俺が食料を買ってくる。その間に色々準備をしておいてくれ」

　荷物持ちは力仕事だし、男の俺が行くべきだろう。そう思って申し出る。

「でしたら、私も買い出しにご一緒します」

　すると、トイレに行っていた愛佳さんが俺に声をかけてきた。

「私は基本的に天真様を見ていなければなりませんので」

「そうですか……？　でも、買い物に行くだけですよ？　月乃たちと一緒なわけでもないし、さすがに監視する必要はないんじゃ？」

「いえ。これが私の仕事ですので。天真様に付き添そいます」

「いやでも、荷物重くなると思いますし、愛佳さんは三人の手伝いをした方が──」

　そう俺が言いかけた時、愛佳さんが急に俺の服の裾すそを摑つかんだ。そしてふるふると首を横に振ふる。

（……三人と一緒に準備などしたら、私が駄メイドだとバレます……！）

　なんだか切実な視線で訴うつたえかけてくる愛佳さん。ぎゅーっと裾を強く握にぎり、懇こん願がんするように引っ張ってくる。

　確かに、今更三人にダメなところは見せられないよな……。優秀だと思われてるみたいだし……。

「わ、分かりました……。じゃあ、お願いします……」

　さすがにこんな目をされては断れない。考えてみれば五人分の食料となると、一人で持ち帰るのはキツイしな。正直いてくれれば助かるだろう。

「それじゃあ、買い物は二人にお願いするね？　その間に道具は準備するから」

「任せてください。行ってきます」

　そういうわけで、俺は愛佳さんと買い出しに出かけた。




　　　　※




　買い物には、そう遠くない場所にあるスーパーを使うことになった。人数分の食材や飲み物を買い込んで、買い物袋ぶくろに詰つめ込んでいく。

　そして帰り道。お互たがいに半分ずつ荷物を持ち、愛佳さんと並んで山道を歩く。

「……ありがとうございます、天真様。先ほどは協力して頂いて……」

「いや、別にアレくらいいいですよ。秘密くらい、誰だれにでもあるでしょうし」

　三姉妹のことを思い浮うかべながら、愛佳さんにフォローを入れる。

　すると彼女は、やや自じ虐ぎやく的な感じで言った。

「お嬢じよう様さま方にとって私は、憧あこがれのメイドに見えているようで……。昔から取り繕つくろっていたら、後に引けなくなってしまいました。全く、バカげた話です」

「そ、そうなんですか……。それじゃあいっそ、正直に打ち明けたらどうですか？　その方が楽になるでしょうし」

「勿もち論ろんそれも考えましたが、中々上手うまくいきません。秘密を打ち明けるということは、想像以上に大変ですので」

　確かに、それもそうかもしれない。簡単に打ち明けられるものなら、そもそも秘密になんてしない。俺も三姉妹の性癖については、絶対誰にも明かせないし──

「ところで、天真様……。先ほどは随ずい分ぶんとお楽しみでしたね？　三人のお嫁よめさん方と」

「えっ……!?」

　愛佳さんの唐とう突とつな意味深発言に、心臓をガッと摑まれた気がした。

　秘密に関する話をしていたこのタイミングでその言い方……！　ま、まさか……見られていた？　三姉妹の変態行動が……！

「どうしたのですか、天真様。お嬢様方たちとのデート、あまり楽しくなかったのですか？」

「で、デート……？　い、いや！　凄すごく楽しかったです！」

　な、なんだ……。普ふ通つうに三姉妹と遊んでたことを言っていただけか。

　ああもう、本気で焦あせったぞ。なんでわざわざこんな紛まぎらわしい言い方するかな……。

　なんだか話題の主導権を愛佳さんに渡わたすのは危険な気がする。ややこしい発言で俺が自分からボロを出しそうだ。ここは、俺から話題を振らないと……。

「あ、あの……。愛佳さんから見て、三人はどういう子たちなんですか？」

「はい……？」

「いやその……。三人がどんな女の子なのか、もっとちゃんと知っておきたくて。あいつらのこと、色々聞かせてもらえませんか？」

　ちょうど愛佳さんと二人きりだし、今の内に三人のことをゆっくり聞かせてもらいたい。これからの夫ふう婦ふ生活に役立てるためにも。

「分かりました。そういうことならお話ししましょう。では、雪音お嬢様の話から」

　愛佳さんが「こほん」と咳せきばらいをし、ゆっくり言葉を紡ぎ始める。

「彼女の長所は何といっても、誰に対しても非常に優やさしいことですね。学校では生徒会長として周囲の人間にしっかりと気を配っていますし、誰かが困っているのを見れば、必ず手を差し伸のべようとします。私が雪音お嬢様にお仕えさせて頂いた時も、侍じ女じよである私に気を遣つかい、料理や洗せん濯たく、掃そう除じなどの家事を一いつ緒しよにこなしてくれました。さらには私の誕生日には、手編みのマフラーをくれましたね。しかもメチャクチャ可愛かわいいデザインの。ああいったものを作れるとは、やはりお嬢様は凄いです。それにこの間学校帰りにパンケーキのお店に寄った時も、大きいイチゴを分けてくれました。アレはほんとに美び味みでございました。それと、ほんの数日前にも──」

「ちょっ、ちょっ、待って！　逸れてる逸れてる！　多分、話ものすごく逸れてる！」

　これ完全に愛佳さんの思い出話じゃねーか！　雪音さんについての情報『優しい』くらいしか出てなかったぞ！

「もうよろしいのですか？　あと十時間ほどは語れますが……」

「今の感じの内容で!?　マジかよ！」

「では、次に月乃お嬢様ですね。まず特筆すべき点としては──」

「いや……。なんかもういいです……。さっきのでお腹なかいっぱいですし……」

　他の二人もああいう感じの話だと思うと、聞く前にしんどい気分になるわ……。

「ほんと……。よくそんなにすらすら語れますね……。あんなに小さなエピソードまで」

「これくらい、神宮寺家のメイドとして至し極ごく当然の嗜たしなみですね」

　無表情ながらも、どこか誇ほこらしげに言う愛佳さん。

　ってか、この人はもっと気づくべきところがあると思う。これだけのことを語れても性癖のことは知らないとか……。月乃たち、俺以外にはうまく隠かくしているんだな。

「でも、少し意外でした。愛佳さんもこんな風に、はしゃぐことってあるんですね」

「はい……？」

「だって今、メチャクチャ楽しそうでしたよ？　雪音さんのことを語っているとき」

　さっきの愛佳さんはいつもと違ちがい、ポーカーフェイスの中にも活いき活きとした感情が見えた。三姉妹しまいの前では一生懸けん命めい理想のメイドでいようとしているみたいだし、きっとそれだけ雪音さんのことが──姉妹たちのことが好きなのだろう。そう思うと、なんだか好感が持てた。

「……私は別に、聞かれたことに答えただけです。それより、早く帰りましょう。この道を通ればすぐに別べつ荘そうへ戻もどれます」

　照れて居い心ごこ地ちが悪くなったのか、早く帰ろうと歩を進める愛佳さん。近道をするために木々の生おい茂しげる山道を突つっ切ろうとする。

「え、こんな所通るんですか？　危なそうだし、普通に来た道を戻ったほうが……」

「問題ありません。それに早くしないと、もうすぐ日が暮れてしまいます」

　愛佳さんが俺の制止を無視して、一人でずんずんと進んでいく。枝葉をかき分けて、茂みの中へ入っていく。

「あ、ちょっと待ってくださいよ！」

　俺は慌あわてて彼女の後を追っていく。あまりに草木が多いため、油断したらすぐに彼女の姿が見えなくなりそうだ。

「ちょっ、本当にこんなところ通れるんですか？」

「文句を言わずについてきてください。ここを突っ切った先が別荘ですから」

　はぐれないよう、愛佳さんの後ろにぴったりと張り付き茂みの中をかき分けていく。お互い中ちゆう腰ごしになっているため、俺の目の前にはメイド服のスカートに守られた彼女のお尻しりが揺ゆれていた。こんなところにメイド服のまま踏ふみ入るなんて、中々に剛ごうの者だと思う。

　ともかく、あまり凝ぎよう視ししないようにしないとな……。

　そう思い、彼女のお尻から少し視線を外そうとする。

　その直前──『ビリイッ！』と何かが破れる音が、俺の目の前で響ひびき渡った。

　そして……。

「あ、愛佳さん……っ！　その、後ろ……！」

「え……？」

　俺は目を伏ふせて愛佳さんに言う。

　今の音……。どうやら彼女、メイド服のスカートを枝に引ひっ掛かけてしまったらしい。それに気づかず前に進もうとしたためにスカートの裾が引っ張られ、かなり盛せい大だいに破れてしまった。

　結果、破れたスカートが翻ひるがえり、中が丸見えになってしまう。

　彼女が下に穿はいていたのは、非常に大人っぽい黒い下着だ。姿勢のせいか生き地じがお尻に食い込んでおり、真っ白な皮ひ膚ふとパンツとの対比が、セクシーさを一層際きわ立だたせていた。

「──ひゃあっ!?」

　俺の指し摘てきで状じよう況きように気づき、可愛らしい悲鳴を上げながら両手でお尻を隠す愛佳さん。

「む、無念……！　無念無念無念無念──」

　なんか愛佳さんがバグり始めた!?　ブツブツ呟つぶやき始めたぞ!?

「あ、あの……。大だい丈じよう夫ぶですか？　愛佳さん……」

「……ッ！」

　そして彼女は、顔だけでこちらに振り向いた。キッとした目で俺を睨にらむ。

「……あなたは何も見ませんでした。そういうことで、いいですね？」

「え……？　あ、あの……」

　その顔はいつもの彼女と違い、火が出そうなほど赤くなっていた。

「い　い　で　す　ね　？」

「は、はいっ！　俺は何も見てませんっ！」

　空気を読み、ここは彼女に合わせておく。

　とにかく、このまま彼女のパンツを見ながら先へ進んでいくわけにはいかない。

　結局俺たちは茂みから出て、正規のルートで別荘へ戻った。




　　　　※




　多少のアクシデントはあったが、暗くなる前には無事にロッジへ帰ることができた。

　そして五人で協力して支し度たくし、庭でのバーベキューを行う。その間は三姉妹もエロ行こう為いを仕掛けたりせず、とても楽しく過ごすことができた。

　そして食事を終えた頃ころには、すっかり暗くなっていた。

「さて、次はどうするかな……」

　片付けの後。俺は皆みんなとリビングでくつろぎながら、旅のしおりを眺ながめていた。

　夜だから遠くに出ることはできないが、かといって、まだ寝ねるのには早い。そのためしおりを読みながら、できることがないか考えていた。

　そんな時、雪音さんが自分の鞄かばんを開けて何かの準備をしているのに気づいた。

「雪音さん、どこか行くんですか？」

　そう聞くと、彼女は「んふふ～」と楽しそうに笑う。

「実はこの近くに、露ろ天てん風ぶ呂ろがあるんだよ？　だからみんなで行こうと思って」

　雪音さんの言葉に、一緒にスマホゲームをしていた月乃と花鈴も顔を上げた。

「そう言えば、ここ来たらいつも入ってたっけ」

「あの温泉、久しぶりですねっ！」

　どうやら神宮寺姉妹にとって、定番の場所のようである。

「天真君も一緒にどう？　露天風呂、とっても気持ちいいよ？」

　露天風呂か……。この変態三姉妹と露天風呂とか、絶対何か起こりそうで怖こわいな。前も雪音さんが強ごう引いんにおっぱいで背中を洗ってきたし……。

　でも、俺も露天風呂には行ってみたい。三人の性欲発散に付き合わされた精神疲ひ労ろうを、ここで取り除いておきたい。

　それに冷静になって考えてみれば、三姉妹たちは互たがいに性せい癖へきを隠している。姉妹一緒に露天風呂に入る状況で、わざわざ男湯に侵しん入にゆうすることはないはずだ。

「……そうだな。俺も行こうかな。準備するから待ってくれ」

　さすがに、風呂くらいはゆっくり入れるだろう。そう結論付け、俺は鞄を漁あさってお風呂セットの用意をする。

「天真様、お嬢じよう様さまたちと露天風呂ですか？」

　と、愛佳さんが俺の背後に立ち、ひそひそ声で言ってきた。

「お風呂と言えば、当然ながら裸はだかですね？」

「なっ……!?」

「もしや天真様……。お嬢様のお体をじっくりねっとり観察する気じゃ……」

「いや、混浴するわけじゃないですからね!?」

　相変わらず、無表情のままとんでもないことを言ってきやがる。

「私もさすがに、お風呂に入っている天真様を監かん視しするわけにはいきません。その隙すきをつけば、女湯を覗のぞくことができますね……」

「誰だれがするかそんなこと！　だから怖い目で睨まないでください！」

「ちなみにですが、露天風呂は私有地内なので誰も来ることはありません。そのため天真様にとっては大チャンスということになりますが……。万が一不ふ埒らちなことをされたら、即そく肇様に報告しますよ？」

「いや、だから何もしませんからね……？」

　この人、俺のこと警けい戒かいしすぎだろ。真に危ないのは俺じゃなくて、あの三姉妹の方なのに……。

　俺は愛佳さんの忠告をため息交じりに聞き流し、入浴道具の用意を進めた。




　　　　※




　露天風呂は、別荘から歩いて十分ほどのところにあった。愛佳さんを除く四人で山の中を歩いて、到とう着ちやく。その後脱だつ衣い所じよで男女に分かれた。ちなみに愛佳さんは秘書としての事務仕事があるらしく、今回はついてこなかった。お風呂はロッジので済ませるようだ。

　そして俺は今、腰こしにタオルを巻いた姿で露天風呂の扉とびらを開いた。

「おお……」

　そこは、茅かや葺ぶき屋根の付いた吹ふきさらしの温泉だった。岩の間から白く色のついたお湯が絶えることなく湧わき出ていて、辺りには湯気が立ち込めている。すぐ近くに見える山の風景は、月明かりに照らされていた。

　なんと素す晴ばらしい眺めだろうか。この景色を見ながら濃こい湯気に包まれているだけで、なんだか疲つかれが取れるような気がする。全すべての悩なやみが吹き飛ぶなぁ……。

　俺は穏おだやかな気持ちで掛け湯をし、用意されている風呂椅い子すに座って静かに体を洗い始める。ああ、本当に癒いやされる。俺の心は明鏡止水。この露天風呂の癒し効果で、なんだか無心になった気分だ。それに何より、今は変態に襲おそわれる心配もないし。エロ姉妹からの解放で、ここまで心が軽くなるとは……！

　今はゆっくり、束つかの間まの平和を楽しむとしよう。きっと今いま頃ごろあの三人も、女湯の方で景色を楽しんでいるだろうし──

「わー！　すっごく湯気が立ってるね～」

「温泉なんて、久しぶりだからワクワクします！」

「ちょっと花鈴！　危ないから走んないでよね！」

　────ふぁ？

　扉の開く音と共に、声。

　見ると、俺が来た時とは別の扉から、見覚えのある三姉妹しまいが出てきた。

「…………え？」

　ここは温泉。露天風呂。

　入ってきた彼女たちは当然、生まれたままの姿であった。

　ほどよく立ち上る湯気のおかげでその全てが見えているわけではないが、胸やお尻を丸出しにしてその場に立っているのは分かる。一糸纏まとわぬ綺き麗れいな裸を、湯気の向こうで晒さらしている。

　突とつ然ぜん視界に飛び込んだ衝しよう撃げき的な映像に、俺の思考は完全に停止。顔も三人の方を見たまま、口を半開きにして固まる。

　そして。

「あれ……？」「あっ……」「えっ……!?」

　あちらも、俺に気が付いた──

『キャ──────────────────────────ッッッ!!』

「うわ────────────────────!?」

　姉妹たちにつられ、俺までそんな悲鳴を上げる。

　ってか、何で!?　何でこいつらが男湯に入ってきてんだよ!?　まさか混浴しに来たのか!?　また変態が発動したのか!?

　いや、それにしてはリアクションがおかしい。月乃たちもかなり驚おどろいている様子だし、とても故意とは思えない。

　そしてよく見ると、三人が悲鳴を上げる様子は皆それぞれ違ちがっていた。

　月乃は両手で体を隠かくして恥はずかしそうにその場にしゃがみ、雪音さんは顔を赤らめながらも、『あらあら～』みたいな顔をする。そして花鈴は一人だけ嬉うれしそうな表情だった。

「な、なんでアンタがいんのよバカ──────ッ！」

「しょうがないな～、天真君。そんなに混浴したかったの～？」

「天真先せん輩ぱい、覗きですか!?　いやらしー！」

「いや、違う！　俺は普ふ通つうに男湯に入った！　三人ともちゃんと見てただろ!?」

　あっちはあっちで、俺の女湯への侵入を疑う。そして花鈴。お前にだけは言われたくねーよ。実はこの状況喜んでるだろ。

　でも、マジでどういうことだ……？　なんで俺たちが同じ場所に……？

　俺たちは、確かに別々の脱衣所に入った。男湯と女湯で分かれていたから、本来ここで会うはずがないのに。

「……あれ？　そういえば、仕切りがなくなっちゃってるね」

「え……？」

　雪音さんの言葉に、俺は露天風呂全体を見み渡わたす。

　そういえば……この露天風呂には仕切りがない。この広さや造りからして、おそらく一つの大きなお風呂を仕切りで二つに分けていたのだろうが、その壁かべが完全になくなっている。きっと老ろう朽きゆう化かか何かの原因で、取り外しでもしたのだろう。

　そしてそのせいで男湯と女湯が繫つながって、この状況が出来上がったと……。

「おいおい、マジかよ……。んな馬ば鹿かな……」

　なんということをしてくれたのでしょう。取り外したなら、新しい仕切りつけとけよ……。

「わぁ～！　びっくりしましたね！　まさか混浴になっているなんて！」

　ラッキーです！　とでも言いたげに、花鈴が瞳ひとみを輝かがやかせる。こいつは本当にどうしようもねぇな。

「でも、このままじゃちょっと恥ずかしいかな……。あ、そうだ。タオルで隠そっと」

「あ、アタシもっ！　早くタオル、タオル……っ！」

　他の二人はさすがに全ぜん裸らであることを恥じて、持ってきていたタオルを使って胸や腰こし回まわりを隠す。花鈴も残念そうにしながら、露ろ出しゆつ狂きようだとバレないために二人に合わせてタオルを巻いた。

　しかしそのタオルは明らかに小さく、まったく丈たけが足りてなかった。

　特に雪音さんなんて、胸がかなり大きい分、全然隠しきれていない。柔やわらかそうで、重量を感じさせる膨ふくらみ。その膨らみがタオルを押し上げ、テントを張ったようになっていた。花鈴が晒すおへそや腹筋、くびれのラインもセクシーで、体を両腕うでで隠す月乃も、恥ずかしがりながら強がるようにこちらを睨にらみつける様子が、なんだか魅み力りよく的に見えた。

　三人とも美しく、そして何よりエロかった。全裸よりタオルをつけているほうが、想像を搔かき立てられる分エロさが増ぞう幅ふくしてしまう。

　だ、ダメだ！　見ちゃダメなんだ！　俺が変態になってしまう！

「ってか、この状じよう況きようどうすんのよ!?　こんなの聞いてないんだけど!?」

「あっ……！」

　そうだ、見とれている場合じゃない。早く対策を考えないと！

　このままじゃ月乃が発情しだしたり、雪音さんや花鈴が暴走したり、様々な危険が考えられる。どうやってこの場を乗り切るか──

　と、その時。花鈴が言い出した。

「でも、こうなった以上はしょうがないですよね。皆みんなで一いつ緒しよに入りましょう！」

　彼女は何のためらいもなく、こちらに向かって進んでくる。

「お、おい！　バカッ！　こっち来んな花鈴！　一緒に入れるわけがないだろ！」

「え～？　だって、お風呂一つしかないんですよ？　混浴するしかありませんよね？」

「いや、それは絶対ダメだから！　完全にアウトな選せん択たくだから！」

「う～ん。でも、私はいいと思うなぁ」

　いつの間にやら、雪音さんも俺に近づいてきていた。

「これも考えようによっては、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようになるでしょう？　結けつ婚こんしたら旦だん那な様さまと一緒に混浴することもあるだろうし、今の内に慣れておかないと♪」

　雪音さんがとっても明るい笑え顔がおで言う。

　ってかこの人、それを口実に混浴しようとしてるだけじゃねえか!?　裸はさすがに恥ずかしくても、混浴自体はＯＫなのかよ！

「ね、ねぇ！　二人とも、本気で天真と一緒に入る気……!?」

　一方、未いまだしゃがんで体を隠している月乃が、恐おそる恐る花鈴たちに尋たずねる。

「もちろんです！　これは花鈴たちにとって修業ですから！」

「そうそう。月乃ちゃんも、そろそろ男の人に慣れないとダメだよー？」

「ううっ……！　そんな……」

　月乃は唯ゆい一いつ混浴に反対しようとしているようだが、他の二人に押され気味だ。彼女としては発情癖へきがある以上混浴なんてもっての外だが、それを打ち明けるわけにもいかず非常に困っているのだろう。

　つーかこの状況、俺としてもメチャクチャ困るぞ！　一緒に風ふ呂ろなんて許されるような行こう為いじゃないし、そもそも恥ずかしすぎて死ぬ！　今こうしている瞬しゆん間かんだって、死ぬほど心臓バクバクしてるし！

　でもこの雪音さんたちの様子じゃ、いくら反対してもダメな気がする。『花嫁修業』という建前で、無理やり押し切られてしまうだろう。

　これはもう、覚かく悟ごを決めるしか道はない……。

　こうなったら、俺がさっさと風呂に入って、すぐ出てく方が合理的だ。このまま下手に言い争うより、それが一番早いだろう。

　俺はそう思い、速そつ攻こうで体を洗い始めた。

「それにしてもここ、すごく綺麗だね～。久しぶりに来たら、感動しちゃった」

「うわぁ!?」

　ワガママボディの雪音さんが俺の右隣どなりのシャワー台に座った。大きな胸が目の前で揺ゆれ、タオルが取れてしまいそうになる。

「て、天真……！　見たらホントに殺すから……！　はあ……はあ……」

　一方、月乃は発情を必死に抑おさえつつ、俺とは離はなれたシャワー台へ形のいいお尻しりを下ろす。

　男と同じ空間で、ほぼ全裸になっている。そんな状況でもまだ発情を堪こらえられているのは、近くに姉妹がいるからだろう。息を荒あららげながらも、必死に耐たえているようだ。

「先輩と裸はだかの付き合いなんて、親しん睦ぼく深まりそうですね？」

　そして花鈴も俺の隣に座ってくる。雪音さんと花鈴に挟はさまれるような形になった。

　彼女はシャンプーの用意をしつつ、チラッと横目で俺を見る。そして──

「あはっ……☆」

　胸に巻いたタオルの位置をずらした。

「なっ……!?」

　俺以外には気づかれないよう、こっそりと胸を見せてくる花鈴。胸の上部分が晒されて、ピンク色のサクランボも見えそうになってしまっている。

　俺が花鈴の顔を見ると、彼女が視線で語りかけてきた。

『どうですか、先輩。花鈴のおっぱいチャレンジは？』

『おい、馬鹿！　お前何してんだよ!?　早くその胸しまわないとバレるぞ!?』

『大だい丈じよう夫ぶですよー。バレないようにちゃんと角度は考えています。だから、たっぷり見てくださいね☆』

　こ、こいつ……！　俺以外にはバレないように気を付けながら、こっそり性欲を満たす気か!?　この変態、なんてアグレッシブなこと考えやがる！

「ねぇ、天真君。お背中流してあげよっか？」

「え……？」

　さらに、雪音さんが含ふくみのある笑顔で俺を見る。そしておもむろに立ち上がり、俺の背後に回り込んだ。なんだか……既き視し感のある光景。

　不ふ吉きつな予感に、俺は振ふり向いて彼女を見る。

『ご主人様、こっそりご奉ほう仕しさせてもらうね♪　他の二人にはナイショだよ？』

　やっぱりか！　やっぱりアンタもか！

　おそらく俺の背中を洗いつつ、以前のようにそのおっぱいでご奉仕をするつもりだろう。さすがは姉妹しまいと言うべきなのか、雪音さんも花鈴も、同じようなことを考えてやがる！

『みんなの前でバレないようにおっぱい晒すの、とっても興奮しちゃいます……☆』

『天真君、私のおっぱいで気持ちよくなって？　でも、声は出しちゃだめだからね？』

　ダメだ。このまま二人に流されてたら、大変なことになるかもしれない。

　くそっ……このド変態どもめ！　マジで性欲を忘れねえな！

　だが、俺がいつも振り回されてばかりだと思うな！　たまには反逆させてもらうぞ！

　決意し、俺はボディーソープを手の平に出した。そしてそれを泡あわ立だてて、大量なもこもこの泡にする。

　その出来上がった泡を俺は──花鈴の胸に投げつけた。

「はあっ！」

「キャッ──!?」

　驚おどろき、悲鳴を上げる花鈴。そして自分の胸むな元もとを見る。

「そ、そんな……っ！　胸が泡まみれに……!?」

　花鈴の小さなおっぱいは、大量の泡に包まれて隠れる。これで露ろ出しゆつはストップだ！

　俺はさらに間かん髪はつ容いれずに、雪音さんの背後に回り込む。

「雪音さん、タオルが取れかかってますよ？」

「えっ……？　ひゃううっ!?」

　雪音さんが胸部に巻いているタオルを手に取り、それをギュッとキツく縛しばり直す。するとタオルはさらしとなり、彼女の巨きよ乳にゆうを押し潰つぶした。この状態では、胸を活いかしたご奉仕はできない！

「そ、そんな……！　私の胸、ちっちゃくなっちゃった……！」

　よし、これで二人のエロ行為は潰した！　今のうちにさっさと風呂に入ろう。このまま変態に挟まれてたら、何が起こるか分からないからな。

　俺はすぐさま体を流して、逃にげるように湯船へ向かう。

「あっ……でも、キツくて興奮しちゃうかも……☆」

　最後の雪音さんの呟つぶやきは、聞こえなかったことにした。
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「……はぁ～～……。ようやく落ち着いた……」

　熱めのお湯が全身を包み、ゆっくりと俺の疲つかれを溶とかしていく。今日一日色々あったが、この瞬間だけはそれを忘れることができた。俺は露ろ天てん風ぶ呂ろの一番端はしで、癒いやされながら大自然の夜景を見つめた。

「て、て、天真と同じお湯……。ふぅー……ふぅー……！」

　なんか、向こうで月乃が無理してる……！

　体を洗い終えたのだろう。月乃が俺から離れた位置で顔を赤くして湯に浸つかっていた。

　まぁ、コイツなら俺と同じ風呂に入っただけでも余よ裕ゆうで興奮しそうだよな……。家でも月乃は必ず俺の先に入るようにしているし……。

　これは、ゆっくり浸かっている場合じゃない。このまま同じ湯に浸かっていたら、いずれ月乃が発情しそうだ。その前に出ておくべきだろう。

　そう思い、湯船から上がろうとする──

「天真君っ。一緒に入ろ～」

「花鈴も仲間に入れてくださいっ！」

　──しかし、回り込まれてしまった。

「やっぱり、新しん婚こん旅行と言えば混浴の露天風呂だよね～」

「天真先せん輩ぱいもよかったですね？　こんな可愛かわいい子たちとお風呂入れて」

　再び雪音さんと花鈴が両隣に来る。しかも二人とも、なぜか俺の腕うでに自分の腕を絡からめてくるし。

「え、えっと……二人とも？　俺、もう出ようとしてたんだけど……」

「え～？　もっと一緒に入りましょうよー。まださっき入ったばっかりですよね？」

「そうだよ～。しっかり体をあっためないと、後で風か邪ぜをひいちゃうよ？」

　くっ……。これではすぐに出られそうにない……。ってかこの状況、恥はずかしさで発はつ狂きようしそうなんですが……。

　いや、ダメだ！　このまま二人に流されちゃいけない！　とりあえず、円周率を唱えて冷静になろう。３・１４１５９２６５３５８９７９３２３８４６２６４３３８３２７９５０２８８４１９７１６９３９９３７５１０５８２０９７４９４４５９２３０７８１６４０６２８６２０８９９８６２８０３４８２５３４２１１７０６７９８２１４８０８６５１３２８２３０６６４７０９３８４４６０９５──

「あれ？　月乃ちゃん。何してるの～？」

「ふえっ!?」

　雪音さんが、遠くにいた月乃に声をかける。

「月乃ちゃんもこっちにおいで？　天真君と夫ふう婦ふしようよ～」

「そうだよー。これも花嫁修業なんだから、月乃お姉ちゃんも仲良くしないと」

「うううっ……。それは、そうだけど……！」

　月乃がなんか泣きそうになってる！　これはアレだ。発情するから俺に近寄りたくないけど、このままだと怪あやしまれるからどうすればいいか分からない顔だ。

「恥ずかしがらなくてもいいんだよ～？　これくらい、夫婦なら皆みんなやってるから」

「むしろあなたは、もう少し恥ずかしがってくれませんかね……」

　なんてツッコミを入れている場合ではない。早く俺が風呂から出ないと、発情する事態になりかねない。月乃のためにも脱だつ出しゆつしないと。

　そう考えた時だった。

「……～～～っ！」

　月乃が何か決意したような顔になる。そしてお湯の中を歩き、俺の方へ向かって来る。

「月乃っ……！　お前、マジでこっち来る気か!?」

「だ、だって……。しょうがないじゃん……。これも、花嫁修業だもん……！」

　金きん髪ぱつを艶つややかに濡ぬらした彼女が、ゆっくりこちらへ迫ってくる。

「それに……あれじゃアタシだけ仲間外れみたいじゃん！　そういうの、なんかイヤ！」

　そう言い、俺のすぐ近くまで寄る月乃。そして発情しないぎりぎりの距離を保ちながらも、俺たちの輪に加わった。

「ふーっ……ふーっ……ふーっ……ふーっ……！　発情なんて、しないんだから……！」

　お、おい……。大丈夫かよコイツ。メチャクチャ無理してる感じじゃねえか。

　ってか、さっさと風呂から出ようとしたのに、中々上がれる雰ふん囲い気きじゃない。早くしないと、また変態たちが暴走する危険性があるのに……。

　そんな俺の心中も知らず、雪音さんが吞のん気きな声を漏もらした。

「ふふっ。これでみんな一いつ緒しよだね～。やっぱり、ちゃんと全員揃そろわないと」

　心の底から楽しそうな声で言う彼女。そして、くるりと俺の方を見た。

「天真君、今回はありがとう。私たちに付き合ってくれて」

「え？」

　なぜかいきなりお礼を言われた。どういうことか分からず呆ほうける。

「この旅行がこんなに楽しいのも、天真君がいるおかげだもん。天真君が一緒に旅行してくれて、私すっごく嬉うれしいよ？」

　雪音さんは景色の方に目をやって、しみじみとした表情で話す。

「それにこの別べつ荘そう地ち、小さな頃ころから何度も来ていたとても大切な場所なんだ。天真君のおかげで、また一つ楽しい思い出が増えたの。だから、本当にありがとう」

「いや……。俺は別に、お礼を言われるようなことは……」

　俺はただ、肇さんの指示通りに付き合っているだけだからな。

「そう言えば……アタシたちの旅行先と言えば、昔はほとんどここだったわよね」

「花鈴も、ここに皆で来るのを毎年楽しみにしてました！」

　どうやら三姉妹たちにとって、この場所はお決まりの旅行先らしい。月乃や花鈴も、懐なつかしさのためかテンションが上がる。

「これからも、またこんな風に旅行できるといいね～」

「うん！　大きくなっても、絶対に皆でここに来よう！」

「アタシも、また遊びに来たいかも」

　顔を見合わせ、仲良く笑い合う彼女たち。三人の姉妹愛のようなものを感じ、なんだかこっちも心温まる感じがする。

　この三人がずっと仲良くいられればいいな……。俺はそんな気持ちを込こめて、彼女たちの顔を見み渡わたした。

『また天真先輩と混浴すれば、合法的に花鈴の裸はだかを見せられます……☆』

『皆と旅行を楽しみながら、天真君にご奉仕したいな～』

『その時も天真が一緒なら、襲おそわないようにしなくちゃ……。はぁはぁ……』

　うわぁ、漏れてる漏れてる。目から欲望が溢あふれてるよ。特に花鈴と雪音さん、完全に下心丸出しじゃねーか。俺の感動返してくれよ。

「ね、天真君！　天真君もまた一緒に来ようね？」

「あ、はい……。そうっすね……」

　俺は断りたい衝しよう動どうを抑おさえて、やっとの思いで生返事をする。

　そして三人がまた暴走を始める前に、露天風呂を後にした。
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「天真様、露天風呂の方はどうでしたか？」

　皆で別べつ荘そうに帰った後。愛佳さんが俺に聞いてきた。

　彼女はロッジ備え付けのお風呂で入浴を終えたところらしい。普ふ段だん後ろで縛ってる髪かみはファサッと綺き麗れいに下ろされており、頭からは湯気が立っている。

　また、テーブルには愛佳さんのものと思おぼしき書類がドンと積み上げられていて、仕事もしていたのが分かる。その難しそうな書面からは、それを取り扱あつかう愛佳さんの頭の良さが窺うかがえた。

「なんかもう、色々と大変でしたよ……」

　俺はぐったりとリビングのソファーにもたれながら、そんな力ない返事をする。ちなみに他の三人は、先に寝しん室しつに行っていた。

「なんだか、妙みようにお疲れのようですね？　ひょっとして……お嬢じよう様さまと混浴でもされたのですか？」

「うっ……!?　そ、そんなわけないじゃないですか！」

　この人、やっぱりメイド業以外は異様に鋭するどい！　気を抜ぬいたらボロを出しそうだ。

　だが、風呂の仕切りが壊こわれていたとは、愛佳さんも思うまい。否定して何とか取り繕つくろったら、それ以上追つい及きゆうされることはなかった。

「はぁ……。なんかもう、眠ねむたいな……」

　そろそろ夜も遅おそくなってきたし、今日は色々あって疲れた。明日も三人の性せい癖へきを隠かくして旅行をしなければいけないし、ちゃんと疲ひ労ろうを取っておきたい。

「でしたら、別の部屋にお布ふ団とんをご用意してあります。こちらへ」

「あ、そうなんですか？　すみません」

　愛佳さんがメイドらしく、寝室へと案内してくれる。彼女に連れられて移動すると、ロッジ二階の大部屋に着いた。促うながされて、部屋の戸を開く。

　そして、言葉を失った。

「うう……。もう絶対一緒にお風呂とか入らない……」

「月乃ちゃん、緊きん張ちようしすぎちゃったみたいだね～？」

「一緒にお風呂に入るくらい、そんなに恥ずかしいことじゃないのに～」

　そこにいたのは、軽くのぼせてしまったのか、布団の上にうなだれる月乃と、そんな彼女をうちわで煽あおぐ花鈴と雪音さんである。

　そして何より彼女たちは、全員浴衣ゆかたを身に着けていた。

　雪音さんは、ひらひらと舞まう蝶ちようの柄がらの艶あでやかで綺麗な赤色の浴衣。月乃は朝顔が描えがかれた、金髪に合う水色の浴衣。そして花鈴は桜の模様があしらわれたピンク色の可愛らしい浴衣だ。蝶結びの大きな帯が、彼女たちの女子力を引き立てている。

　ハッキリ言って、ものすごく魅み力りよく的だった。雪音さんの胸が帯の上に乗るようにして強調されているところとか、横になっている月乃の浴衣の裾すそが開いて太ももが見えているところとか、浴衣のサイズが大きめなせいか、花鈴の綺麗に浮うかび上がった鎖さ骨こつが見えているところとか。

　その姿には、いつもの残念な変態さと違ちがうセクシーさがあり、改めて彼女たちが美少女であると思い知らされた。そんな彼女たちの美しさに、気づかないうちに目を奪うばわれる。

「…………ねぇ、アンタ。何固まってんの？」

「えっ!?　い、いや……。なんでもない……」

　さすがに『綺麗で見とれてました』とか言えずに、俺はさりげなく目を逸そらす。

　と、その時気が付いた。この部屋には布団が四つ横並びになっている。

　あれ……？　何で？　どうして俺の寝室に、こんなにたくさん布団があるの……？

　もしやと思い、愛佳さんを見る。

「誠まことに遺い憾かんではございますが……。天真様にはお嬢様方と寝ねて頂こうかと思います」

「なぜに!?　どうしていきなりそんなことに!?」

「雪音お嬢様に強く言われたのです。花はな嫁よめ修しゆ業ぎようの一いつ環かんとして、この機会に男と同じ部屋で寝る経験を積んでおきたいと」

　愛佳さんにそう言われ、雪音さんの方を見る。

「天真君。今夜は初めて一緒の夜だね……？」

　ふふっ、と妖よう艶えんな笑えみを浮かべる彼女。明らかにこの状況を楽しんでやがる。

「新婚の夜って、結構ドキドキしちゃいます……。先輩、よろしくお願いしますね♪」

「ぜ、絶対変なことしないでよ……？」

　他の二人も、今いま更さら反対はしないようだ。花鈴に至っては乗り気だし。

　いや、確かに本当の新婚旅行なら夫婦で一緒に寝るだろうけど……！

　でもさすがに俺たちは絶対ダメだろ！　あくまで夫婦（仮）なんだぞ!?

「ってか、こんなこと……肇さんが知ったらキレるんじゃ？」

「先ほどお電話で肇様に確かく認にんしたところ『娘むすめたちの修業のために、今回に限り別の布団で寝るならセーフ』との回答を頂きました。同時に『娘たちに手出しをしたら右脳と左脳を入れ替かえる』と殺意を込めて仰おつしやってましたが」

　マジかよ。雇こ用よう主の許しが出ちゃったよ……。ってか、罰ばつの内容グロすぎるだろ。

「こうなった以上、私もここで天真様を監かん視ししたいのですが……。さすがにこの部屋で五人寝るのは不可能です。私は隣となりの部屋で寝ますので、お嬢様方は天真様が不ふ貞ていを働こうとしたら、いつでも呼んでくださいね？」

「いや、しませんから！　ってか、んなこと言うなら同じ部屋にすんなよ！」

「それでは、ごゆるりとおくつろぎください」

「ちょ、待って！　マジで一緒に寝なきゃダメなの!?」

　俺の問いには答えることなく、愛佳さんが部屋から立ち去りやがった。
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　愛佳さんが出て行き、少しして。

　俺たちは電気を消して、それぞれの布団に入っていた。ちなみに寝る位置は、左から月乃、花鈴、俺、雪音さんという形である。

「なんか、まるで修学旅行ね。こんな風に寝ることあんまりないし」
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「そうだね～。私もワクワクして目が冴さえちゃった」

「それに天真先輩も一緒だもんね。男の人と同じ寝室って、すごく緊張しちゃいますっ」

「頼たのむから、そんなに意識しないでくれ……」

　まさか、本当に同じ部屋で夜を過ごすことになるとは……。

　この状じよう況きようで緊張するのは、当然俺だって同じこと。なんとか早く眠りにつきたい……。

「ふふっ。せっかくだから天真君交えてお話ししない？　定番の恋こいバナとかどうかな？」

「こ、恋バナですか……？」

　やっぱり女子は、そういう話が好きなのか……？

「あ、恋バナと言えば。月乃お姉ちゃんこの間告白されてたよね？　確か体育館裏で」

「ぬええっ!?　何で花鈴が知ってんのよ!?」

「わ～！　相変わらず人気だね～！　でも付き合ったりしなかったんだ？」

「当たり前でしょ！　全然知らないヤツだったし！　ってか、それを言うなら雪ゆき姉ねえだってまたラブレターもらってたでしょ？　アタシ、先週見ちゃったんだけど～？」

「はうっ!?　あ、アレは違うんだよ……？　そういう気分じゃなかったから、お断りさせてもらったし……」

　彼女たちの口ぶりからして、月乃たちはこれまでに何人もの男を振ふっているようだ。変態のクセに生意気かよ。

　まぁ、本ほん性しようを知らなきゃモテるのも分かるが……。

「いいなぁ、二人だけ告白されてて。ちょっとは花鈴もモテたいのに……」

「いや、花鈴も大分モテるだろ。俺のクラスにも、お前のファンみたいなのいるぞ？」

「でも花鈴、告白されたことないんですよ？　お姉ちゃんたちとは違うんです」

　むすっと頰ほおを膨ふくらませて、もぞもぞ布団に潜もぐる花鈴。おい、なんかいじけ始めたぞ。

「ねぇねぇ。天真君は、何かそういう話はないの？　どしどし聞かせてほしいな～」

　雪音さんがワクワクした顔で俺に聞いてくる。

「誰だれか好きな人とかいるのかな？　それとも、付き合ってる人とか」

「い、いや……。そんなのいませんって」

「ま、アンタはいかにもモテなさそうよね。学校でも勉強ばっかしてるし。アタシの友達にも完全に『つまんない奴やつ』って思われてるわよ？」

「余計なお世話だ。ほっといてくれ」

　え、俺そんな風に思われてたの？　いや、別にいいけど。関係ねーし。

「あれ……？　でも、先輩。一回くらい告白されたことありません？　例えば、ラブレターもらったり……」

　花鈴が布団からニュッと頭を出して聞く。

「ラブレター……？　そんなのもらったことないな。借金の督とく促そく状じようならあるけど」

「そ、そうですか……。ありませんか……」

　花鈴がなんだか釈しやく然ぜんとしない表情をする。何か思うところでもあるのだろうか？

「ま、とにかく。俺にそういう浮うわついた話は一個もねーよ。ってか、そろそろ寝ないとダメだぞ？　明日を全力で楽しむためにも、しっかり休んでおかないと──」

　と、話をここでしめようとしたとき。

　枕まくら元もとに置いた俺のスマホから、着信音が鳴り響ひびいた。

「……？　こんな時間に、誰からだ……？」

　明かりをつけて、スマホを取る。画面に出ていた名前は……葵あおい!?

「も、もしもし……？　俺だけど……」

『あ、お兄ちゃん！　やっと出た！』

　通話ボタンを押した瞬しゆん間かん、葵の声が電話口から響き渡わたる。

『ねぇ、お兄ちゃん！　今何してるの？　まだ仕事で忙いそがしかった？』

「い、いや……。一応寝るところだったんだが……。それより、いきなりどうしたんだ？　こんな時間にかけてきて……」

『だってお兄ちゃん、全然連れん絡らくくれないんだもん。マメに電話するって約束したのに……』

「あ……」

　そういえば、愛佳さんの視察が気がかりで後回しにしてしまっていた。旅行が終わったら連絡しようとは思っていたが、確かに待たせすぎたかもしれない……。

「わ、悪い……。でも忘れてたわけじゃないんだぞ？　だから許してくれ、葵」

　電話なのに、頭を下げながら謝る俺。

　すると、隣の方から月乃たちの声……。

「あ、葵……？　誰よソレ……？」

「名前からして、女の子ですよね……？」

「それに、声もそれっぽいね……。まさか……！」

　ちょっと待て……。今までの話の流れ的に、葵が彼女だと思われてないか……？

『別に、全然怒おこってないし！　お兄ちゃんが私のことなんてどうでもいいと思ってても、私は全然平気だもん……！』

「いや、そんなこと思ってるわけないだろ？　俺はお前を世界で一番大事にしてるよ」

　俺がそう口にした瞬間。

　三姉妹しまいたちが『キャ────ッ！』と黄色い声を出す。

「い、今の聞いた!?　世界一大事にしてるって……！」

「天真君、やっぱり彼女いたんだ───っ！」

「さっきの完全に噓うそじゃないですか！　天真先輩のペテン師───!!」

「あーもう、違ちげぇよ！　彼女じゃないし！」

　俺は一度電話を離し、通話をテレビ電話に切り替える。そしてパニクる月乃たちに、可愛かわいい葵の顔を見せた。

「葵は俺の妹だ！　だからそれ以上騒さわがないでくれ！」

「えっ……!?」「は……？」「妹……？」

　またもや驚おどろき、目を点にする三姉妹。

　彼女ではなく妹なら、騒ぐ理由もないだろう。とりあえずこれで静かになるはず──

「わー！　先輩の妹ちゃん！　一回お話ししてみたいです！」

「天真、妹なんていたんだ!?　ってか、すっごい可愛いんだけど！」

「すごいすごい！　どんな子なのか、気になるな～」

　──そう思った俺が甘かった。

　それはそれで興味をそそってしまったようだ。さっきの騒がしさがよみがえる。

『お、お兄ちゃん……？　そっちの女の人たち、誰なの……？』

　あちらからも俺たちの様子が見えるのだろう。初めて見る三姉妹の姿に、葵が困こん惑わくした顔になる。

　これは、面めん倒どうなことにならないうちに早く切ったほうがよさそうだ。

「悪い葵。今日はいったん切るぞ。また明日の朝にかけ直すから──」

「先輩っ！　切る前に貸してくださいよー！」

「──あっ、おい！」

　花鈴が俺の手からスマホを取った。

「もしもし、先輩の妹ちゃんですか？　お電話代わっちゃいました！　私、神宮寺花鈴っていいますー！」

『え、え……？　神宮寺……？　それって、お兄ちゃんの仕事相手の──』

「はい、そうです！　確か、葵ちゃんって言いましたよね？　これからよろしくお願いしますね！　ところで、葵ちゃんはおいくつなんですか？」

『え、えっと……。十三歳で、中二です」

「じゃあ花鈴と二つ違ちがいですね！　よかったら、趣しゆ味みとか色々教えてくださいー！」

　フレンドリーに葵へ話しかけていく花鈴。初めて話す者同士とは思えないほどに楽しそうだ。

　最初は困惑していた葵も、こうして話しかけられる内にあっという間に打ち解けていった。早くも花鈴の友達みたいになっていく。

「今度、ぜひ家に遊びに来てください！　お姉ちゃんたちと待ってますから！」

『えっ、ほんと……？　私も家に行ってもいいの!?』

「もちろんです！　いつでも来てください！」

『そっちに行けば、お兄ちゃんに会える……？』

「はいっ！　先せん輩ぱいもきっと喜びますよー！」

『やったー！　ありがとう花鈴さんっ！　大好き！』

「はうっ……！」

　葵の純じゆん粋すいな感謝の言葉に、花鈴が胸をギュッと押さえる。

「て、天真先輩！　何ですかこの子!?　なんか可愛すぎますよ!?」

「おう、そうだろ！　俺の妹マジ天使だからな！」

　葵は見た目も性格もこの上なく可愛い、俺の自じ慢まんの妹だ。いつもはチヤホヤされる側の花鈴も、早さつ速そく魅み了りようされている。

　ってか葵、花鈴には素す直なおに『大好き』とか言うのな。俺にも普ふ通つうに言ってくれよ……。

「ちょっ、花鈴！　次はアタシにも代わりなさいよ！」

「あっ、ダメ～！　次は私がお話ししたい～！」

　どうやら皆、葵にメロメロになっているようだな。おい、どうだ三人とも。葵のヤツ超ちようキュートだろ？　コイツ、俺の妹なんだぜ？

　でも、このままじゃキリがない。話が一段落したのを見計らい、俺は花鈴からスマホを取り上げた。

「あっ！　天真先輩、もうちょっとだけ──」

　花鈴を押しのけ、葵へ話す。

「つーわけで……。また後日ちゃんと電話するから。葵もそれまで元気でな」

『えっ、もう切るの？　まだお兄ちゃんと話してないのに！』

「今日はもう夜遅おそいから、数日中にかけなおすよ。じゃあな」

　また月乃たちにスマホを奪うばわれる前に、急いで通話を終わらせた。

「ふぅ……」

「ちょっと天真！　何で切るのよ？　アタシも話してみたかったのに！」

「私も楽しみにしてたのに～」

　月乃と雪音さんが残念そうに抗こう議ぎしてくる。

　でも、これは仕方なかったんだ。葵が本当に神宮寺家に来るようなことになっても困るし。

　万が一葵に三姉妹の性せい癖へきがバレたら、大変なことになりそうだからな……。

「電話なら、また今度ゆっくりさせてあげますから。とにかく、今日はもう寝ねましょう。明日起きれなくなりますよ？」

　そう雪音さんたちをたしなめて、俺は再び明かりを消した。




　　　　※




　葵との電話が終わった後。

　それからも少しの間姉妹たちは話を続けていたが、やがて静かになっていった。夜の静せい寂じやくが部屋を包み、聞こえるのは三姉妹たちの静かな寝息。そして、風が木々の葉を揺ゆらす音。それらに耳を傾かたむけるうちに、俺の意識も次し第だいに闇やみに溶とけていく……。

　ぽにょぉん。

「…………ん？」

　何やら柔やわらかい感かん触しよくに、俺は落ちていた意識を戻もどした。

　どうやら寝返りを打った時、何かが顔に当たったらしい。未知の感触に、俺は眠ねむい目をそっと開けた。

　すると、そこには特大のメロン。何やら、見覚えのある巨きよ乳にゆう……。

「ふふっ。天真君、よしよーし」

　雪音さんが俺の布ふ団とんに入り込み、俺の頭を撫なでていた。

「わ──!?」

　驚きで眠気が即そく座ざに吹ふき飛ぶ。そして大声を出しそうになるが、雪音さんの人差し指が俺の口を優やさしく塞ふさいだ。

「ダメだよー？　みんな起きちゃうから」

　可愛らしく「めっ」と俺を𠮟しかる雪音さん。そして、人差し指を離す。

「な、なんで……？　なんで俺の布団の中に……？」

　他の二人を起こさないよう気を配りつつも、雪音さんに問う。

「これも花はな嫁よめ修しゆ業ぎようだよ？　男の子と一いつ緒しよの布団で寝る予行演習をしようと思って」

「いや、そこまでは絶対やりすぎですから！　せいぜい同じ部屋で寝るまでで──」

「それに、ご主人様の安あん眠みんを守るのも奴ど隷れいとしての義務でしょう？　だから、添そい寝をさせて頂きます♪」

　うん。多分本音はこっちだな。というか明らかにこっちだな。また雪音さんが奴隷願望を俺にぶつけてきたわけだ。

　ってか、マジでやめてくれないかな!?　この状じよう況きようが肇さんにバレたら、右脳と左脳を入れ替かえられてしまうんだけど！

「男の子はおっぱいがあると安心して眠れるんだよね？　だからたくさん見ていいよ？」

「その情報どこで聞いたんですか!?　ってか、浴衣ゆかたの襟えり元もとを開くなーー！」

　雪音さんが爆ばく発はつ的な胸の谷間を晒さらしてくる。就しゆう寝しん時だからか、下着はない。そのため綺き麗れいなおっぱいの肌はだがハッキリ見えてしまっていた。柔らかさと弾だん力りよくを想像させる大きく膨ふくらんだ球体は半分以上が晒されて、乳ち首くびまで見えそうになっている。

　そして彼女は両手を使って、そのおっぱいを大きく揺らす。胸がたゆんたゆんと柔らかく暴れ、浴衣の外へ零こぼれそうになる。

「ほーら、どうぞ。おっぱいおっぱいっ♪」

「いや、余計に眠れなくなるわ！　やめてください！　目に毒だから！」

「じゃあ、これなら眠れるかな？　膝ひざ枕まくらならぬ、乳枕～」

「うおっ!?」

　雪音さんが俺の後頭部を持ち、自身の胸にもたれかからせた。柔らかく、しかし適度に張りのある巨乳が俺の頭を包み込む。これ、正直メッチャ気持ちいい！　でも──！

「だからダメだって！　何もしなくていいですから！　普通に一人で寝かせてくれ！」

「でも、ご主人様。私、何かご奉ほう仕ししたいの！　そうしないと、なんだか体が疼うずいちゃって……。はぁはぁ……」

　くっ……。この人、かなり高ぶっているようだ。これは早く対処しないと、他の二人が起きるかもしれない。最悪、愛佳さんが見に来る可能性もあるし……。

「……分かりました。それじゃあ、満足させてあげましょう」

　雪音さんの対処の仕方は、ある程度心得てきたつもりだ。俺は彼女が身に着けている浴衣の帯の結び目をほどき、そのまま一気に引っ張った。

「あんっ！　ご主人様っ!?　いきなりお代官様プレイっ!?」

　帯が体から完全に外れて、浴衣がだらしなく着き崩くずれる。いよいよ彼女の大きな胸が、零れ落ちてしまいそうなほどに。

　だがそれが目的なわけじゃない。俺はその帯を使用して、彼女の体を強く縛しばった。足や腕うでを封ふうじ込め、さらには目め隠かくしまで行って体全体を縛り付ける。

「はい。これで満足してください」

　その状態で、雪音さんを自分の布団の中へ帰す。すると……

「あぁん……！　ご主人様に、ご主人様に縛られちゃった……。はぁはぁ……。私、襲おそわれちゃう！　ご主人様に乱暴されちゃうっ！」

　これなら彼女のドＭ欲求を満たしつつ、彼女の動きを封じられる。俺はそんな彼女を無視して、自分の布団に潜もぐっていった。もちろん、乱暴なんかしません。

「あれ……？　私、無視されてる……？　でも、放置プレイもゾクゾクしちゃう……！」

　しばらくしたら、雪音さんも眠りにつくだろう。俺は彼女に背を向け目を閉じた。
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　……。

　…………ごそごそ。

　………………ごそごそごそごそ。

　しばらく後。ちょうど眠りについた直後に、何かが布団に入り込む気配。

「…………」

　また雪音さんが入り込んだか……？　ちゃんと帯で体を縛ったはずだが……。

「あの、雪音さん。いい加減に一人で──」

「あはっ☆　先輩の布団、気持ちいいです」

　注意しようと振ふり向くと、半はん裸らになった花鈴がいた。

「寒くなったので起きちゃいました。花鈴の体、温めてください♪」

「だったらまずはちゃんと服着ろぉ！」

　思わず布団の中で叫さけんだ。

　俺の布団で横向きになって寝そべる彼女は、わざと浴衣をはだけさせていた。浴衣の前が完全に開き、肩かたからも外れて脱ぬげかけている。その上ノーブラノーパンだ。つつましやかな可愛かわいらしい胸がそのまま晒されてしまっている。股こ間かんもこちらに向けられているが、幸いはだけた帯が垂れ下がり、かろうじて隠かくしてくれていた。

「お前なぁ……！　寒いからって男の布団に入ってくるのは違ちがうだろ！」

「だって、やっぱり新しん婚こん旅行では、同じ布団で寝るべきですよね？　お互たがい肌を見せあって……☆」

「それは本当の夫ふう婦ふでの話だ！　俺たちのこれは、あくまで予行演習だから！」

「演習としても、リアリティは重要ですよね？　というわけで、先輩。もっとこっちを見てください……☆　花鈴のエッチなところ、見て……？」

　そう言い、花鈴が片足を上に開いた。それにより股間が晒されて──

「うわぁバカバカ！　絶対見ないぞ!?　頼たのむから自分の布団に帰れよ！」

「あ、そうだ。いっそのこと、天真先輩も脱ぎません？　お互い裸はだかになるべきです！」

「なんだその邪じや悪あくな思いつき!?　俺は絶対脱がないからな！」

　この露ろ出しゆつ狂きよう、ホントどうすれば大人しくなるんだ……？

「ん……んぅ……」

『!?』

　その時、月乃の方から声。俺たちが騒さわいだせいで、起きそうになってしまっている。

「おい、頼むから早く戻れ！　お前の性癖月乃にバレるぞ！」

「しょうがないですね……。今日のところは大人しく寝ますっ！」

　花鈴もさすがにバレるのを嫌いやがり、素す早ばやく布団へ戻っていく。

　……なんでこいつら、連続して俺に夜よ這ばいを仕し掛かけてくるの？

　ともあれ花鈴が元の場所に戻り、俺はようやく目を閉じた。
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　…………ダメだ。全然眠れねぇ。

　二回も起こされてしまったせいで、中々寝ね付つけなくなっている……。雪音さんや花鈴はもう眠ってくれたようではあるが、こっちは完全に眠気を欠いてしまっていた。

「…………ねぇ、天真。まだ起きてる？」

　そんな時、月乃が俺に呼びかけてきた。

「月乃……？　お前、起きてたのか……？」

「う、うん……。さっき起きたとこ……。なんか、物音がしたみたいで……」

　やっぱり、花鈴が来た時に起こしてしまったようである。

「……あのさ、天真。起きてるなら、ちょっと付き合ってもらっていい……？」

「え？　ああ。別にいいけど」

　何か話でもあるのだろうか……？　どうせ眠れないし、少しならいいが……。

「それじゃあ、ちょっとお邪じや魔まするから……」

「え？」

　そう言うと、月乃が自分の布団から出て、俺の布団へ入ってきた。

「いや、待て待て待て待て！　どうしたどうした!?」

　ほんとこいつら、揃そろいも揃って俺の布団に入ってくるなよ！　何だこの状況！　同時多発エロかよ！

「だっ、だってしょうがないじゃん！　これも、修行なんだから！」

「いや、花嫁修業ならこんなことまでしなくても──」

「それもあるけど！　発情癖へきをなくすための修行よ……」

　発情癖をなくすため……？　昼間俺がやったみたいなことか？

「アタシの性癖、多分最近悪化してるの……。だから、何とかしたいと思って……」

「は？　悪化って……？」

「最近アンタの近くにいたりアンタの物を触さわったりすると、今までよりも簡単に発情しちゃってるような気がして……。それに、内容もひどくなってる。中々発情が解けなかったり、いくら何でもやりすぎたり……。今日だって、せっかく天真が色々考えてくれたのに、結局暴走しちゃったし……」

　確かに、ロープウェイでの発情はさすがに危険すぎたと思う。

「でも、そうかぁ……？　言うほど悪化してるのか？　だって前のパーティーの時、滝たき川がわ諒りよう太たとダンスを踊おどっても全然問題なかっただろ？　本当に悪化しているならあの時も発情してたんじゃ……」

「でも、アンタ相手には今まで以上に発情するのよ！　それこそ、パーティーが終わった後から」

　俺だけには、今まで以上に発情する？　それって、まさか……。ひょっとして──

「──月乃、俺のこと好きになったのか？」

「はぁっ!?　ば、バカッ！　そんなの絶対あり得ないし！　バーーカ！」

　冗じよう談だん半分で言ってみたら、にべもなく否定されてしまった。そんなに強く言わなくてもよくね？

　しかし……違うとなれば、全く理由が分からんな。この天才にもさっぱりだ。

「とにかく！　発情癖を克こく服ふくするために、添そい寝して天真に慣れたいの。このままじゃ、明日も発情してアンタに迷めい惑わくかけちゃうかもだし……」

「うっ……！」

　確かに、それは問題だ。愛佳さんに発情を見られれば、俺は間違いなくクビになる。

「わ、分かった……。そういうことなら、特訓しよう」

「うん……。それじゃあ、入るから……」

　月乃が布ふ団とんを持ち上げて、ゆっくり俺の隣となりへ入る。そして浴衣姿の彼女が、すぐ目の前で横になった。

「…………！」

　これは正直、俺にとってもかなり攻こう撃げき力が高い。浴衣姿のほぼ無防備な女の子が、一いつ緒しよの布団で横になっている。俺じゃなければ、男の方が発情するのではなかろうか？

「お、おい……大だい丈じよう夫ぶか？　発情せずに済みそうか？」

「う、うん……。まだ、大丈夫……」

　どうやら事前に覚かく悟ごしていれば、ある程度は耐たえられるようだ。顔を赤くしながらも、我を失うことはない。

「ってか、この後どうすんだ……？　このまま寝るわけにもいかないだろ……？」

「も、もうちょっとこのまま特訓させて……？　そしたら、すぐに出てくから……」

　目が合うのが気まずいせいか、月乃が向こう側を見る。俺もつられて逆側を見た。

　そして、そのまましばらく沈ちん黙もく。お互いに何も言わないまま、時間だけが経過する。

　……やべぇ。気まずい。死ぬほど気まずい。ってかコレ、何の時間なんだ？　このままじゃ寝るに寝られないし……。発情しそうにないのなら、できるだけ早く帰ってもらおう。

　そう思ったとき、月乃が不意に口を開く。

「……ねぇ、天真。あの時は、ホントありがとね……」

「え……？」

「パーティーの時。アタシのこと、助けて慰なぐさめてくれたでしょ……？」

　パーティーの時……。月乃が皆みんなの前で発情して、それを何とか誤ご魔ま化かしたヤツか。

「今いま更さらだけどさ……。あの時、ちゃんとお礼言えてなかったから……」
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「別にいいよ、あれくらい。お前たちのことを守るのも、仮の夫としての仕事だからな」

　三姉妹しまいの秘密は絶対に守り、何より三人を大切にする。それが仮夫としての義務。

「だからお礼なんてするなって。むしろ普ふ段だんから今みたいに、遠えん慮りよせずに頼たよってくれよ」

「…………うん。分かった。頼りにしてる……」

　月乃がそう言い、また沈黙。横になったまま微び動どうだにせず、何か変わった様子もない。

　この調子なら、どうやら発情されずに済みそうだ。

「おい、月乃。問題なければ、そろそろ自分の布団に──」

「すぅー……すぅー……」

　……え、マジ？　寝たの？　この状じよう況きようで？

　こいつ、案外抜ぬけてるな……。アレだけ普段男との接せつ触しよくを避さけてるわりに、俺の布団で眠ねむるとは。まぁ今日の場合は、遊び疲つかれたのもあると思うが……。

「しょうがねえなぁ……。よいしょっと」

　俺は誰だれも起こさないように、月乃を持ち上げて布団へと運ぶ。

　そしてその後、三人の寝息を聞きながら、再び眠りに落ちていった。








第三章　ピンクな漫まん画がは好きですか？









「ん……ん～～っ……」

　暗い部屋の中、ふいに目が覚めた。

　枕まくらもとのスマホを見ると、時刻はまだ午前０時過ぎ。どうやら寝つきがよくなかったらしい。さっき夜這いとかされたせいか、露ろ天てん風ぶ呂ろで三人に襲おそわれる夢まで見たし……。

「……はぁ。水でも飲み行くか」

　喉のどの渇かわきを感じ、もぞもぞと布団から起き上がる。そして皆を起こさないように、静かに部屋を出て一階へ向かった。

「……ん？」

　リビングへと近づいたとき、扉とびらの隙すき間まから光が漏もれていることに気が付く。なんだ……？　誰か起きているのか？

　不思議に思いゆっくりと近寄る。そして静かに扉を開き、中の様子を覗のぞき見た。

「んんんっ……。あはあっ！　このシーン、とっても興奮しちゃいますぅ……！」

　花か鈴りんが素すっ裸ぱだかになって、エロ漫画の執しつ筆ぴつをしていた。

「…………………………」

　何かもう、裸でいる程度じゃ驚おどろかなくなった自分が悲しい。普ふ通つうに服を着ていた方が逆にびっくりするまである。

「あっ、先せん輩ぱい！　起きたんですか？」

　俺に気が付き、裸を隠かくさず振ふり返る花鈴。お前の羞しゆう恥ち心しん、海外旅行でもしてんのか。

　俺はソファーの隣に畳たたんであったブランケットを花鈴の体にかけながら尋たずねる。

「おい、花鈴。何やってんだよ……」

「えへへっ。せっかくの旅行なのに、あんまり先輩に裸見てもらえませんでしたから、ちょっとムラムラして起きちゃいまして。それで発散のためにエロ漫画を」

　どう聞いても女子のセリフじゃないな、コレ。

「だからって……。なんで裸で描かいてんだ？　別に服脱ぬぐ必要ないだろ？」

「そんなことはありません！　この方が創作意欲が湧わいてきますから！」

　正直意味が分からないが、まあ本人が言うならそうなんだろうな……。

「はぁ……。とにかく、早く寝たほうがいいぞ。明日起きれなくなるだろうが」

「もうちょっとだけ待ってください！　どうしてもこのシーンだけは描きたくて！　昼間の川での露ろ出しゆつシーンを！」

　言いながら、花鈴がガリガリと裸の女子を描いていく。

「先輩が取材に付き合ってくれたおかげで、いいシーンが描けそうなんですよ！　このプレイ、本当に興奮しましたから！　はぁはぁ……！」

　顔を蕩とろけさせながらペンを走らせていく花鈴。

「まぁでも……趣しゆ味みとはいえ、よくここまで努力できるよな。その熱意は尊敬するよ」

「だって、すごく嬉うれしいんですもん！　私が描いた作品を、多くの人が喜んでくれて……」

　花鈴が一度ペンを置き、普段は見せないような真しん剣けんな顔で俺を見た。

「花鈴、お姉ちゃんたちと比べて何もできないじゃないですか……。料理も全然できないし、モテるわけでもありません。その上こんな変態で……。いいところ全然ないんです。それで悩なやんでいる時期もありました」

　そのことは以前も聞いたことがある。花鈴は出来のいい二人の姉に、コンプレックスを抱いだいているらしい。

「そんな時、露出願望を発散させるために描いたエッチな漫画をたまたまネットに投とう稿こうして……それで、皆が喜んでくれたんです！『エッチで可愛かわいい！』『また見たい！』『続きを読むのが生きがいだ！』って！　花鈴、お姉ちゃんと比べたら何もできないダメな子ですけど、それでもできることがあるんだなって……。その時、すごく嬉しかったんです」

　花鈴にとって、それは初めて人から認められた出来事だったのかもしれない。三姉妹ということで、いつもお姉ちゃんたちと比べられてきた彼女にとって……。

「当時は悩みの種だった私のえっちな性せい癖へきでも人を喜ばせられるんだって、その時初めて知りました。だから私もそのお礼に、もっともっと皆を楽しませてあげたいんです。皆のことも、気持ちよくしてあげたいんです。とっても素す敵てきなお話を描いて、皆の生きる力になりたい。それが、花鈴の夢なんです！」

　そうか……。花鈴がエロ漫画を描くのは、性欲のはけ口としてだけじゃないんだな。

　彼女はエロ漫画に対して、俺が思っていたよりずっと真剣に取り組んでいる。その行動の先に夢を持ち、本気で努力を重ねている。

　これは、彼女に対する認にん識しきを改めないといけないようだ。元々性欲の発散や、その先の性癖解消のためにエロ行こう為いに付き合うつもりではあったが、それ以上の意味を俺の中に持たないといけない。

「その夢のためにも、連休明けまでに最高の漫画を仕上げないと！　けど……」

「けど……？」

「正直、一部ネタに詰つまってまして……。もう一つ何か刺し激げき的な露出プレイを描きたいんですが、思いつかないんですよねぇ……」

　腕うでを組み、難しそうに唸うなる。その様子だけは、まるで大おお御ご所しよ作家のようだった。

「天てん真ま先輩！　何かありませんか？　漫画にできるような、刺激的な露出ネタ！」

「えっ、俺に聞くのかよ!?」

「だって先輩、花鈴のためにマジックミラーしてくれましたよ!?　今回もアレと同じような、刺激的なプレイはないですか!?」

「いや、そんないきなり言われても……」

　とはいえ、今彼女のエロ漫画に対する熱い思いを聞いたばかりだ。花鈴の仮の夫として、その本気には応こたえてあげたい。

「しょうがないなぁ……。ちょっと待ってろ」

　俺はリビングに置いていた自分の鞄かばんに手をかけて、中から一冊の本を取り出す。それは、俺用の旅のしおり。そして、そのとあるページをめくる。

　それは──変態対処用に用意した、性癖発散方法のページ。

「こういう時のために、いくつか考えておいたから」




　　　　※




　俺は花鈴に露出プレイをさせるため、彼女を引き連れて露天風呂へとやって来ていた。ここならば誰にも見られる心配もないし、倫りん理り的にも裸になって問題はない。

　そして露天風呂の洗い場で、花鈴は早さつ速そく服を脱いで俺の隣となりで全ぜん裸らを晒さらす。

　しかし、ただの全裸ではない。

「はあぁぁ……。すごい……。花鈴の体、光っちゃってます……。恥はずかしいところ、光っちゃってますぅ……！」

　そう。花鈴の裸は、光っていた。

　彼女の首から下の全身──細く伸のびた四し肢しや可愛らしいお腹なか。シュッと括くびれている腰こしや、何より小さなおっぱいとお尻しりが、鮮せん烈れつな黄色の光を飛ばしている。

　俺が今回選んだのは、深夜のみ可能な露出プレイ。光る塗と料りようを使用したプレイだ。

　これは塗料を花鈴の全身に塗ぬって、暗い中で光らせるという露出羞しゆう恥ちプレイである。塗料が眩まばゆい光を放ち、夜の闇やみの中で花鈴の恥ち部ぶを丸見えにして強調していた。

　これはいつ花鈴たちが変態行為を求めてもいいよう、事前に考えておいたプレイの一つだ。そしてこの塗料は、以前特とく殊しゆメイクに関するバイトをしていた時に手に入れたもの。何かの役にたつかもと思い、もらっておいて本当によかった。──ホント俺、何でこんなことクソ真ま面じ目めに考えてるんだ……？

「すごい……。花鈴の全身、光っちゃってます……。お尻なんて、蛍ほたるみたいです……！」

　しかし考えた甲か斐いあって、彼女は非常に悦よろこんでいた。光る自分の裸を確かめ、押し寄せる快感に打ち震ふるえている。

「おっぱいも、こんなに恥ずかしく光ってて……。ちくビーム放っちゃってますぅ！」

　光る乳首をつまむようにしながら、恥ずかしい叫さけびを上げる花鈴。俺は彼女から目を逸そらす。

「もし向こうの山に誰かいたら……遠くからでも花鈴のおっぱい見えちゃいますね……？　ああっ、衛星写真にも写っちゃいますっ！」

　一応茅かや葺ぶきの屋根があるので、写りこむことはないかと思う。

「はあっ、はあっ……！　先輩ももっと見てくださいっ！　見られるの、とっても気持ちがいいんです！　花鈴のこと、いっぱい気持ちよくしてくださいっ！」

「え、いや……！　さすがにそれは……」

　いくら漫画の取材や性欲発散のためとはいえ、ガン見はしちゃいけない気がする。

「花鈴の全部、先輩の眼めで犯おかしてくださいっ！　いっぱい眼でエッチしてください！」

　しかし興奮しきった花鈴は止まらず、俺の目の前に光り輝かがやく全裸を晒す。

　と、その時。

　ふと、彼女の様子が変わった。

「あ、あれ……？」

　一いつ瞬しゆん前までの恍こう惚こつとした表情から、何かを気にするような顔に変化。そして自分の体を眺ながめて──

「な、なんか……かゆいです……」

「え……？」

「か、かゆいっ！　おっぱいとお尻がかゆいですっ！」

　花鈴が突とつ然ぜんそう叫び、自分の体を搔かき出した。

　え、何で……？　まさか、塗料を塗ったせいか？　塗料が肌はだに合わなかったのか？

　花鈴は切なそうな表情で悶もだえて、光る自分の体を搔く。特にお尻や胸を搔きむしっており、その二か所が重症だと分かる。

「せ、先輩！　お願いです！　早くこの塗料落としてくださいぃ！」

「わ、分かった！　ちょっと待ってろよ！」
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　俺は慌あわてて脱だつ衣い所へ戻もどり、置いてあったタオルを持ってくる。そしてタオルをお湯で濡ぬらして、花鈴の体を拭ふきだした。まずは、小ぶりなお尻から。

「悪い花鈴！　ちょっと触さわるからな！」

「あっ、ひゃんっ！」

　タオル越ごしに女子の体へ、それもかなり大事な部分を触っているという罪悪感から、遠えん慮りよして優やさしめの力で擦こする。さわさわと、まるでくすぐるようにお尻を撫なでる。

　だが、ダメだ。塗料は意外と頑がん固こに張りつき、中々うまく取れてくれない。

「くっ……。ちょっと強めに擦るからな！」

　仕方なく、ごしごしと力強く擦る。柔やわらかい弾だん力りよくが俺の手に伝わり、可愛らしいお尻がプルプルと上下に揺ゆれていた。

「あっ、あっ！　そんなっ、強ごう引いんに……!?　ふぁああんっ！」

　だが、このまま止めるわけにはいかない。花鈴の肌が腫はれたりしたら大変だ。

「あんっ、だめぇ！　お尻触っちゃだめですううう─────っ！」

「いいぞっ！　段々取れてきた！」

「んひゃああああああっ！」

　最後の一ひと拭ふきで、尻たぶの塗料を落としきる。次は、胸に付けた方の塗料だ。

「よし、こっちも触らせてもらうぞ！」

「ひゃうわっ！」

　彼女の体を前に向け、そのささやかな胸にタオルを当てる。そして先ほどと同様に、力を込こめて拭いていく。まずは、右側の胸からだ！

「せ、先せん輩ぱいっ！　激しいれすぅ！　そんなに激しく擦ったら……！　ひゃあんっ！」

　上に、下に。右に、左に。力を込めて胸を拭く。彼女の胸は小さくも、思った以上に柔らかい。力を入れて押さえると、むにゅんというエロ味の深い手触りがした。

「しぇんぱい……！　んああっ！　だめっ、ダメです！　胸が……おっぱいが変な感じにぃ……！」

　よし、片方の胸は終わった。残りは左側の胸だ！

「んひゃああっ!?　あっ、あっ、あ───っ、あ──────っ！」

　あと少しで塗料を落とせる！　そう思い、左側の胸をこすり始めた。

　と、その途と中ちゆう。柔らかいはずの胸の中に、一点だけ硬かたい感かん触しよくが……。胸の中心に、コリコリとした硬くて丸い何かがある。まるで小こ粒つぶの豆のような感触。

　ひょっとしたら、塗料が固まりダマになっているのかも知れない。だとしたら早く取らないと！

　そう考え、集中的に硬い部分をこすっていく。素す早ばやく、そして力を入れて。

「にゅああああああああっっっ!?　あっ、んあっ！　そこだめえええええっっ！」

「す、すまん！　痛かったか!?」

「痛くはないけど……っ！　も、もう……らめっ……っ！　おっぱい、バカになっひゃいましゅうううううっ！」

　反応を見るに、やっぱり少し痛かったようだ。だけど、もうすぐ拭き終わるハズ！

　俺はラストスパートで、より力を込めて彼女の胸の固まりをこすった。

「イッけええええええええええっ！」

「あっ、ひゃあああああああああああああんッッッ!?」

　拭き終えた瞬間、ものすごい嬌きよう声せいをあげる花鈴。彼女の声が夜の闇の中に轟とどろき渡わたる。

　それと同時に、なぜか花鈴はビクビクと体を震わせて、その場に膝ひざをついて倒たおれた。

　その表情は、なんだかとても満足そうなものだった。




　　　　※




「すっ、凄すごいです！　インスピレーションが凄いですうううううううう！」

　歓かん喜きの声を上げながら、花鈴が原げん稿こうに裸はだかの少女の絵を描かきまくる。露ろ天てん風ぶ呂ろでの露ろ出しゆつの後、別べつ荘そうに帰った花鈴は再び原稿に精を出していた。さっきの行為に刺激されて、創作意欲がムラムラ湧わいて来たらしい。ちなみにまた全裸にブランケットを被かぶった姿だ。

「ふおおおおおおおっ！　やっぱり、天真先輩はさすがです！　花鈴のこと、たくさんドキドキさせてくれます！　ありがとうございます！　大好きです！」

「はは……。そう言ってもらえて感激だな……」

　思わず苦笑いが漏もれる。まあ、力になれることは嬉うれしいけどさ……。

「それより、まだしばらく描き続ける気か？　もう大部遅おそい時間だぞ？」

「はい！　このリアルなエロスを感じている内に、完成させちゃおうと思いまして！」

　笑え顔がおで答えながらも、ペンを動かす手は止めない。本当にすごい熱意だな。

「あ、先輩はもう寝ねてください。明日起きれなくなっちゃいますよ？」

「いや……。俺も手伝うよ。乗りかかった船ふねだしな」

　あんな気持ちを聞いた後じゃ、このまま放ほうっておけないし。

「二人でやれば、明け方までには終わるんじゃないか？　進しん捗ちよく状じよう況きよう知らんけど」

「ほ、ホントですか……？　本当に手伝ってくれるんですか……？」

「ああ。俺にできることならだけどな」

　頷うなずくと、花鈴が「ぱあっ！」と目を輝かせる。

「あ、ありがとうございますっ！　ホント嬉しいです！　テンガ先輩！」

「さて、やっぱり眠ねむいし寝るとするかな」

「噓うそです冗じよう談だんですごめんなさいっ！」

　謝りながら、花鈴が原稿とインクを渡してくる。

「それじゃあ、ここのキャラの髪かみを塗ってもらっていいですか？　簡単にできると思うんで……」

「ああ、分かった。問題ない」

　冗談はさておき、道具を受け取って早速作業を開始する。

　指示された通り髪の色を塗っていき、それが終わったら次のページも同じ作業を繰くり返す。そうしてどんどん進めていると、自然と漫まん画がの内容も俺の頭に入ってきた。

「へぇ……。この漫画、ここの別べつ荘そう地ちのことをベースにして描いているんだな」

　さっきの露天風呂が出てきたり、このあたりの川や山と思われる場所での露出行こう為いがあったりと、明らかに花鈴の実体験がもとになっている感じだった。

「はいっ。これは、自分の思い出をたくさん詰つめ込んだ作品ですから」

　花鈴がペンを握にぎる手に強く力を込めながら、言った。

「実はこの場所、花鈴が露出を始めた原点なんです」

「え……？」

「花鈴たち、昔は毎年この別荘に来てたんですよ。それで数年前にここに来た時……ちょうど花鈴、お姉ちゃんへのコンプレックスで悩なやんでて……。そんな心が弱っていた時、あの露天風呂に入ったことで、外で裸になる解放感と性的な快感を知ったんです。それが花鈴の露出の始まりです」

　つまり、花鈴の変態性はここで花開いたという訳か……。普ふ段だんのストレスが重かった分だけ、露天風呂での解放感がより快感となったのだろう。

「それ以来、昔はこの別荘付近で隠かくれてプレイに及およんでまして……。この露天風呂も、昼間に遊んだ渓けい流りゆうも、それ以外に出てくる場所も、全部花鈴にとって凄く大切な場所なんです。それで、久しぶりにここに来たからには、自分の好きな場所を漫画の題材にしようと思って。好きな場所で花鈴が全ぜん裸らになっているところを、皆みんなに漫画で見てもらいたいなって」

「そ、そうか……」

　なんだろう……。声のトーン的に良い話だとは思うんだが、内容が所々ひどすぎる。

「それじゃあ、まあ……。頑がん張ばって漫画描きあげないとな」

「はいっ！　全力を尽つくします！」

　花鈴が力強くそう言い、微笑ほほえむ。

　この笑顔を見ていると……この努力する姿を見ていると、こっちも本気で応おう援えんしたくなってくる。露出狂きようだったりエロ漫画だったり、色々おかしな部分はあるが、それでも花鈴は本気で力を尽くしているのだ。是ぜ非ひとも漫画を描き上げてほしい。そして成功してほしい。俺までそんな風に思った。

　そして、そのためにもっと役に立ちたいと──

「よしっ。こっちの作業は大体終わりだ！　他ほかに手伝えることはあるか？」

「速っ！　先輩作業速すぎませんか!?　花鈴よりスピードあるんですけど！」

「まあ、昔漫画家のアシのバイトもしてたしな。素人しろうとよりは速いと思うが……」

「先輩って、何か無む駄だにスペック高いですよね……」

　露出のためにボディペイント習得する奴やつには負けるけどな。

「で、他に手伝えることはないのか？　できることならなんでもやるぞ？」

「そうですねぇ……。あ、それじゃあっ！」

　花鈴が満面の笑みになり、俺に向かって言い放つ。

「おち〇ちん見せてくださいなっ☆」

「なんで!?」

　予想外過ぎる要求だった。

「さすがに俺が脱ぬぐのは意味分からんだろ！　これ、女子が裸になる漫画だろ!?」

「だって今花鈴が描いているシーン、露出中の男女が徘はい徊かい中にばったり出会うというシチュエーションで」

「なんだその状じよう況きよう!?　カオス過ぎるわ！」

「だから男の裸の参考資料が欲ほしいんです！　というわけで、全裸になってください！」

「なれるか!!　もっとまともな仕事をよこせよ！」

　さすがに女の子の前で裸になんてなれるわけがない。それは断り、背景執しつ筆ぴつなど別の作業を手伝わせてもらう。

　そして俺たちは明け方まで、漫画執しつ筆ぴつに勤いそしんだ。

　ちなみにこの後、さっき月つき乃のの撃げき退たいに使った俺のセミヌード写真集を資料として提出したが「ちん〇ん見えないのでいいです」と言われた。単なる恥はじの上うわ塗ぬりじゃねえか。




　　　　※




　窓から差し込む日差しにより、俺は重い瞼まぶたを持ち上げた。

「うぅ……。眠い……」

　目を覚ますと、そこは寝しん室しつだった。昨日は確か……空が明るくなりかけるまで、漫画の手伝いをしてたっけ……。

　周りを見ると、他の布ふ団とんはもぬけの殻からになっていた。昨日一いつ緒しよに作業をしていた花鈴ですらもう起きているらしい。そして時計を見たらすでに昼前。さすがに昨日の夜よ更ふかしがたたったか……。

　ってか、やべぇ！　せっかく予定を考えたのに、ぐずぐずしてたら全すべてがパーになってしまう！　今日こそ三人の性せい癖へきを矯きよう正せいしないといけないんだぞ！

　俺は急いで寝ね間ま着きから着き替がえ、皆を捜さがすため寝室から出る。おそらく皆、リビングの方にいるハズだ。そう思い階段を駆かけ下りる。

　やはり予想は当たっていた。リビングに入ると、三姉妹しまいたちが揃そろっていた。急いで彼女たちに声をかける。

「おい、みんな！　おは──」

　しかし直前、気が付いた。なんだか皆の様子がおかしい。

　三人はなぜか、とてもテンションの低そうな様子で机を囲んで座っている。特に花鈴は、青ざめたような表情をしている。

「お、おい……。どうしたんだ？」

　思わず彼女へ声をかける。すると花鈴は泣きそうな顔で「せ、せんぱぁい……」と、俺を見た。

　え、なんだ……？　何が起こったんだ……？　花鈴のこんな顔、初めて見たぞ……？

　俺が状況を飲み込めずにいると、月乃が俺に問いかけてきた。

「ねぇ、天真……。これ、知ってる？」

　と、机の上の紙を指す彼女。それは、昨日花鈴が描いていたエロ漫画の原稿であった。その表紙には、全裸になった男女が抱だき合い、事をいたしているイラストがある。

「アタシたちが朝起きたら、これが机に置いてあってさ……」

「えええっ!?」

　お、おい……！　何でこれが月乃たちの目に晒さらされているんだ!?　確かに昨日、このテーブルで花鈴と一緒に作業はした。でも、最後には片付けたはずだ。

　──いや、待て。片付けをしたのは花鈴だった。そして花鈴もあの時は、さすがに疲つかれきっていた。疲ひ労ろうや眠ねむ気けに襲おそわれたせいで、原稿を出したまま眠ったのかも……。

「わ……。やっぱりエッチな本だね……。中身、すごく過激だよ……？」

　ふと、雪ゆき音ねさんが原稿を手に取り、中身をぱらぱらとめくり始めた。マンガはまだ完成してはいないが、十分話の内容は分かるくらいに進んでいる。女の子が露出を楽しむ話であるということは、きっと伝わってしまうだろう。

「な、なによこれ……!?　ヤバイんですけど……」

　月乃も隣となりから覗のぞき込み、発情癖が出る前に離はなれる。

　二人とも顔を真っ赤にして、直視できずに恥はずかしがった。しかし、それ以上に顔を染めているのは……。

「うううぅ……うううぅ……」

　は、恥ずかしがっている！　裸を晒しても平気な花鈴が、ものすごく恥ずかしがっている！　さすがに家族にエロ漫画バレは精神的にくるようだ。しかも、自作のヤツだしな。

　というか、花鈴を眺ながめてる場合じゃねえ！

　このままじゃ、花鈴がコレの著者だとバレる。そうなる前に何とかして、この本の話を終わらせないと──

「皆みな様さま、どうかしましたか……？　何やら騒そう々ぞうしいですが」

　ギャ──────！　一番厄やつ介かいな人が来た────────！

「あ、愛あい佳かさん……。その、コレなんだけど……」

「これ……？」

　月乃が愛佳さんに花鈴の原げん稿こうを手て渡わたした。そして愛佳さんがその表紙を眺める。

「一体なんですか、これは？」

　愛佳さんが不快感を露あらわにして尋たずねる。

　一いつ般ぱん的な目から見れば、エロ本などただの有害図書だろう。そんなものが大切なお嬢じよう様さまたちの目に触ふれれば、そりゃあ怒おこるのももっともだ。しかしそのせいで、花鈴はますます怯おびえていた。顔を俯うつむけ、愛佳さんを見れないでいる。

「それで、これはどなたの物ですか？　見たところ、自作の漫画のようですが」

　愛佳さんが早さつ速そく核かく心しんに迫せまった。そうだよな。重要なのはそこだよな。

　当然これが花鈴のものだとバレることは許されない。もしそうなれば彼女の性癖が露ろ呈ていすることは間ま違ちがいない。そして花鈴は一生消えない心の傷を負うだろう。

　それに俺も、彼女たちと仮夫ふう婦ふではいられなくなる。なんとしてでも隠さなくては！

「この別べつ荘そうには私たち以外いませんし、部外者が来ることもありません。ということは、この中の誰だれかの物ですよね？　では、どなたが描かいたのですか？　このような、特とく殊しゆな性的趣しゆ向こうの漫画を」

　鋭するどく俺たちを睥へい睨げいしながら、質問を重ねる愛佳さん。

　や、ヤバイ……。完全にここで犯人を追つい及きゆうするつもりのようだ。ここで何とかしなければ、きっと後には引けなくなる。うまく誤ご魔ま化かすなら、今しかねぇ！

「わ、悪い！　これ、俺のものなんだっ！」

『!?』

　勢いに任せて、手を挙げながら宣言をした。

　皆の視線が俺に集まる。侮ぶ蔑べつというより、驚おどろきの視線だ。

「じ、実は……。俺の友達にこういう漫まん画がを描く奴がいてさ……。それで、アドバイスを求められてたんだよ。連休中にチェックするつもりで、昨日ここで読んで置き忘れたみたいだ。皆、ごめんな！　あはははは……」

　苦しい言い訳だと分かってはいるが、今はこれしか思いつかない……！

「そうでしたか……。では、あなたが漫画のような特殊な性的趣向を持ち、それを形にしたわけではない、と……？」

「は、はい……。それは、一応違います……」

「なるほど……。状況は理解いたしました」

　愛佳さんが原稿を俺の胸むな元もとに突つき返してくる。

「しかし、このような不適切な作品、お嬢様方の仮の夫として、本来ならば所持するだけでも大問題です。こういったものがお嬢様方に悪あく影えい響きようを及およぼしたら、どう責任を取るつもりですか？　神じん宮ぐう寺じ家の娘むすめには、こんな変態的なものは明らかにふさわしくありません。そうですよね？　お嬢様方」

「う、うん……！　愛佳の言う通りだよ～！　この漫画みたいな恥ずかしいこと、私絶対しないもん～。あはは……」

「ほ、ホントそれね！　ってか、アタシたちがこんなの読むとかないからっ！」

　まるで何かを誤魔化すような、焦あせった口調で二人が言う。

「…………っ！」

　その傍かたわらで、月乃や雪音さんの言葉に花鈴が小さく肩かたを震ふるわせた。それは俺以外の誰も気づかないほど、とても小さな反応だ。

　そして愛佳さんが、さらに俺を𠮟しつ責せきする。

「私はあくまで監かん視し役なので口出ししたくはありませんが……。今後はこのような卑ひ猥わいな物は、一いつ切さい持ち込まないでください。お嬢様方のためですので」

「わ、分かりました……。すみません……」

　とても厳しい口調で言われ、俺も萎い縮しゆくしてしまう。

　しかし、花鈴の秘密を守ることはできた。これで彼女も少しは安心したはずだ。

「………………」

　だが花鈴の表情は、なんだか浮うかないままだった。




　　　　※




「おい、花鈴っ！　ちょっと待ってくれ！」

　話が終わり、力ない足取りでリビングを後にした花鈴を、廊ろう下かの先で呼び止める。彼女は足を止め、ゆっくり振ふり向く。

「……え？」

「ほら、これ。今のうちに渡わたしとくぞ」

　周りの目に注意をしながら、エロ漫画の原稿を返した。

「あ、すみません。忘れてました……」

　忘れてた……？

　昨日、あれだけ情熱を注いで描いた原稿を忘れてた……？

「おい、花鈴。大だい丈じよう夫ぶかよ？　心配しなくても、愛佳さんたちは誤魔化せたはずだぞ？」

　俺の言い訳が通じた今、花鈴がこれを描いたなんて気づいた者はいないはずだ。こんなに落ち込む必要はないのに……。

「はい……。ありがとうございます。花鈴のこと、かばってくれて……」

　昨日よりも明らかに生気のない感じの表情。

　そして少しの間をおいて、花鈴が言葉を新たに紡つむぐ。

「……やっぱり、おかしいことなんですね。エロ漫画なんか、描いてるの……」

「花鈴……？」

　まるで花鈴じゃないみたいに、声のトーンが暗かった。

「お姉ちゃんたち、言ってましたよね？『こんな漫画、読んだりしない』って。『こんなのを読むのは、おかしいことだ』って……。ということは、それを悦よろこんで描くなんてもっとおかしなことのはずです……」

　そうか……。花鈴は性癖がバレたと思って落ち込んでいるワケじゃない。自分の性癖を否定されて……そのおかしさを突きつけられて、深く傷ついてしまっているんだ。

　それも、大好きな姉二人に。コンプレックスを持つ姉たちに。

「い、いや……！　さっきのアレは、その場のノリで言っただけだって！」

　さっきの二人の様子を見るに、あのセリフは自分の変態さを隠かくそうとする心理があって、咄とつ嗟さに出てきたものだろう。よって、本当にエロ漫画に対してあんな風に思っているわけじゃない。第一、あの二人だって変態なのだ。今いま更さらエロ漫画程度で引くはずがない。

　しかし花鈴は、そんなことは知らないワケで……。

「たとえ、仮にそうだとしても……。やっぱりエロ漫画を描いてる女の子なんて、変な目で見られるのが当然ですよ……」

　花鈴のヤツ……。いつになくネガティブになってしまっている。

　今まで花鈴は、そんなことは百も承知でエロ漫画を描いていたはずだ。露ろ出しゆつ行こう為いをしていたはずだ。しかし改めて自分を見直し、こうして深く落ち込んでいるのは、雪音さんたちの発言が、よほどショックだったからだろう。

「花鈴も分かってはいたんです。エロ漫画を描く女の子なんておかしいって。これじゃ、いつまで経たってもお姉ちゃんに追いつけませんよね……。あははっ」

　自じ虐ぎやく的に元気のない笑えみを浮かべる花鈴。

「やっぱり花鈴……。ずっとこのままじゃダメなんですよね。いつかはちゃんと変わらないと……。花鈴が露出狂きようだってバレて、惨みじめな思いをしちゃいます。今でも花鈴、お姉ちゃんたちより出来が悪いのに……。性せい癖へきがバレたら、もっと惨めになっちゃいます……」

　彼女はそう言い、沈しずんでしまいそうなほど俯く。

　花鈴と出会ってから、こんな彼女を見るのは初めてだ。それゆえに何と言葉をかければいいのか、どうやって励はげましてあげればいいのか、それがまるで分からない。

　それでも何とか元気づけようと、俺が口を開きかける──その時。

「……よしっ！　決めました！」

　彼女は、一転していつもの笑顔になった。

「花鈴、もう露出行為はやめます！　それとエロ漫画の執しつ筆ぴつも！」

「は……？」

　一いつ瞬しゆん、何を言っているのか分からなかった。花鈴が露出をやめる……だと……？

「そ、それ……本気なのか……？　花鈴……!?」

「当然ですよ。どうせこんな趣しゆ味み、いつかはやめるべきなんです。それにエロ漫画なんて描いてても、先せん輩ぱい以外誰にも言えないじゃないですか。仮に本が出たとしても、お姉ちゃんたちに褒ほめてもらえないですし。それも気にしてたんですよね～」

　笑顔で言う花鈴。それは俺にとって、この上なく嬉うれしい決断だ。これで一人、変態を矯きよう正せいできたのだ。しかも無理やりではなく、彼女自ら決断をした。俺が望む最善の展開だ。

　しかしその笑顔や明るい声は、どこか上辺だけのように思えて……。

「先輩。今までご迷めい惑わくを掛かけました。これからも仮の夫婦として、花鈴と仲良くしてくださいね？　もちろん、えっちなこと抜ぬきで！」

「あ、ああ……。もちろんだ……」

　だが、花鈴がそう決断した以上、俺から言えることは何もない。

　俺はただ、黙だまって頷うなずくしかできなかった。




　　　　※




　俺の起きた時間が遅おそかったせいで、結局外へ遊びに行くのは、昼過ぎからになってしまった。俺はリビングで荷物の準備などをして、色々身支度を整える。三姉妹しまいたちも、別の部屋で着き替がえたり軽いメイクをしたりしているはずだ。

　そして俺は、準備をしながら花鈴のことを考える。

「あいつ……本気で露出やめるのか……？」

　花鈴が露出をやめようと決意したことは、間違いなくいいことだ。しかし、なぜか俺はその決断に対して、素す直なおに喜びきれないでいた。

　それは多分、昨日花鈴のエロ漫画における熱い気持ちを聞いたからだろう。露出やエロ漫画執筆をやめてしまうということは、必然的に彼女が抱いていた夢を捨てることにもなってしまう。それが非常に残念で、釈しやく然ぜんとしない気持ちになる。

　もちろん、彼女がそれで幸せになれるなら、俺はそれでも構わないと思う。しかし、露出をやめると決意したときの彼女の笑顔は、なんだか無理しているようにも見えた。

　少なくとも、エロ漫画が見つかることがなければ、彼女はまだ露出をやめることはなかっただろう。そして昨日までの彼女の方が、遥はるかに幸せそうにしていた。

「というか、何であの漫画がリビングに放置されていたんだ……？」

　改めて昨日のことを思い出すと、やっぱり花鈴が片付けを忘れたとは考えにくいような気がする。花鈴が原げん稿こうを鞄かばんにしまうのを、横目で見たような記き憶おくがある。

　でも漫画が机にあったのも事実だ。あの状じよう況きようから考えた場合、花鈴のミスだと考えるのが一番手っ取り早いわけで……。

　……ん？

　さっきのことを思い返して、ふと小さな違い和わ感に気づいた。

　そう言えば……愛佳さんさっき、変なこと言ってなかったか？

「…………」

　なんだか、どうしても小さなことが気にかかる。確かめなければ気が済まない。

　気づいたら俺の体は動いていた。リビングから出て二階へ移動。そして愛佳さんが一人で使っている部屋の前へとたどり着く。今彼女も色々な身み支じ度たくのために、この部屋の中にいるハズだ。

　俺は話をするために、呼びかけながら部屋の扉とびらをノックした。

「あの、すみません。愛佳さんいますか？」

「──っ！　まさか、天真様ですか……!?」

　やけに上ずった愛佳さんの声が扉越ごしに聞こえてくる。いきなりノックしたせいで、びっくりさせてしまったのだろうか？

「はい。お話ししたいことがあるのですが、出で掛かける前にいいですか？」

「な……っ！　少々お待ちくださいませ。ただいま支度を済ませますので」

　着替えでもしている途と中ちゆうなのか、早口で返す愛佳さん。

　だとしたら入れてもらうわけにもいかないだろう。扉の前に立ち、愛佳さんが出てくるのを待つ。

　すると『ドガシャ────ン！』という音が、部屋の中から聞こえてきた。

「え……？」

　なんだ、今の音……？　中で何が起こったんだ？

「あ、あの……。愛佳さん？　あのー……？」

　扉を叩たたきながら呼びかける。すると……。

「な、何でもありません！　ですからそこで大人しくキャアアアア！」

　再びガシャ────ン！　と激しい音。お、おい！　これマジで大丈夫なのかよ!?

　この音と悲鳴、もしものことがあったらマズイ。さすがに開けて確かめないと！

「すみません、愛佳さん！　開けますね！」

　意を決し、俺は扉を開く。そして中に広がる光景を見た。

　服や本やゴミ袋ぶくろなどがグチャグチャに散乱する部屋の中、メイド服を着かけた状態でだらしなく座り込む愛佳さんの姿を。

「…………」「…………」

　部屋……汚きたねぇ。

　お互たがい無言で見つめ合う中、俺はただただそう感じていた。

　さっきの音と部屋の状況から察するに、愛佳さんは着替え中に何かを踏ふんで滑すべってしまい、大きく尻しり餅もちをついたらしい。

　そんな彼女の頭には大人っぽいパンツが張りついて、肩かたにはブラジャーがかかっている。おそらく尻餅をついた拍ひよう子しに、その辺に散らかっていた物がくっついてしまったのだろう。

「あ、あの……。これは、そのですね……」

　俺の呆あきれや困こん惑わくの混じった視線を受けて、愛佳さんが張りついていたパンツやブラを慌あわてて隠す。その顔はかなり赤かった。

「少々油断したら、こんな風に散らかりまして……」

「だから少々ってレベルじゃねーよ！」

　ってか、いくら何でも散らかしすぎだろ！　なんで昨日旅行に来たばかりなのにここまで汚きたなくできるんだよ！　この荷物どっから出てきたんだ!?

　さてはさっき焦あせっていたのも、この部屋を見られたくなかったからだな……？

「私も片付けようとはしているのです。しかし、気が付けば自動で物が溢あふれて……」

　愛佳さんがごにょごにょとよく分からない言い訳をする。この人、絶対実家の部屋とかもこんな風になってるんだろうな……。

「と、とにかく。天真様も知っての通り、私は家事の類たぐいが無理です。ですからこれは、仕方のないことと言えるでしょう。天真様もお気になさらないようにお願いします」

　そして、最終的には開き直りやがった。メイド服をしっかりと着直し、すぐにいつもの調子に戻もどる。

「それでは。今日も昨日に引き続き、視察をさせて頂きます。よろしくお願い致いたします」

「あ、はい……。そうですか……」

　切り替かえの早さについていけなくなりそうだな、これ。

　しかしまだ視察を続けるということは、一応まだ見限られてはいないらしい。あの漫まん画がが俺のだと誤ご魔ま化かしたときは、正直ヤバイと思ったが……。

　いや、今はそのことはどうでもいい。

　それよりも、早く聞くべきことを聞かないと。俺はそのためにここに来たんだ。

「あの、愛佳さん……。一ついいですか？　ちょっと参考にしたいんですけど」

「構いませんよ。なんでしょうか？」

「さっきの漫画、愛佳さんから見てどうでした？　感想を聞かせてほしいんですけど」

　そう聞くと、愛佳さんが露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「……なぜ、私に聞くのですか？　セクハラですか？　セクハラですね？　訴うつたえさせて頂きます」

「いや、違ちがいますって！　ほら、あの漫画！　結構可愛かわいい絵え柄がらなので、女子がどう思うか気になって。特に、少女と主人公が出会うシーン！　あそこよく描かけてましたよね？」

「知りません。そもそも絵以前に、あの状況が異常すぎます。露出中の男女がばったり出会うなど、頭がおかしいと思いますが？」

　……なるほどな。やっぱりそういう感じになるか。

「そうですか、ありがとうございます。なんか、迷惑なこと聞いてすみません」

「本当ですね。今後同じようなことがあれば、それも肇はじめ様にご報告しますよ？」

「あはは。ところで愛佳さん」

　俺は愛佳さんのセリフを軽く流して、代わりにもう一つ問いかける。

「あなた、全部知ってますよね？　花鈴たちの秘密のこと」

「…………っ！」

　さっきリビングで愛佳さんが見たのは、あの漫画の表紙イラストだけだ。中身は一いつ切さい開いていない。

　そのため彼女は本来なら、ヒロインと男が出会うシーンなど少しも知らないハズなのだ。

　それなのに彼女は、どんな出会いが描えがかれているか知っていた。

　それにさっきのリビングでも、この漫画が特とく殊しゆな性的趣しゆ向こうを──露出のことを描いていると知っていた。ということは、あの場に来る前に漫画を見ていたことになる。

　それができるのは、漫画をあそこに置いた人だけだ。

「…………ふふっ。ご明察です。天真様」

　沈ちん黙もくの後、愛佳さんがニヤリと笑えみを浮うかべる。

「天真様の言う通り、私はすべてを知っています。あの三人の性せい癖へきのことを」

　やっぱりか……。やっぱり全部知っていたのか……！

　そうなると、出会ったときの意味深な言葉も、意図して放はなっていたわけだ。おそらくは、俺を動どう揺ようさせて楽しむために……。

「……どうして、今まで黙ってたんですか？　いや、そもそも……いつから知っていたんですか？」

「さて、どうでしょうね？　ちなみに私は、お嬢じよう様さま方のお世話係もしていたのですよ？　知る機会などいくらでもあります」

　確かに、それはそうかもしれない。愛佳さんは父親の肇さんより、三姉妹たちに近い人物だ。知っていてもあまり不思議ではない。

「それじゃあ、どうしてあんなことを……？　花鈴の性癖を皆みんなに晒さらすようなこと……」

「そんなの決まっていますよね？　花鈴様の露ろ出しゆつ癖を更こう生せいさせるためですよ」

　露出癖の更生、だと……？

「ああいった特殊な漫画などに対する周囲の冷たい反応を見れば、自分がいかに愚おろかなことをしているか、分かって頂けると思いまして。ネットでは受け入れられているようですが、現実での反応は案外あんなものですから」

「お、愚かなことって……」

　確かに花鈴の露出癖は、変態的でとても褒ほめられたものじゃない。

　しかし彼女は変態な自分にコンプレックスを抱いだきながらも、その性癖を人の幸せのために活いかせる道を探し出し、その上で必死に頑がん張ばっていたんだ。そんな言われ方をする筋合いはない。それに……！

「いくら花鈴のためだからって、あんなやり方は可哀かわい想そうですよ！　あいつ、すごく落ち込んでましたよ？　自分の好きなことを否定されたような気分になって……。それも、一番大切に思ってる二人に……」

「…………」

　愛佳さんは何も言わずに俺を見る。

「確かに三人の性癖は、いずれ克こく服ふくするべきものだとは思います。でも、あんなやり方は認められません。あれじゃ花鈴が傷つきます！」

　愛佳さんが本当に三姉妹しまいを大切に思っているなら、その辺りも考えるべきだ。少なくとも、俺はそう思う。愛佳さんだって秘密がバレてしまう怖こわさは、理解しているはずなのだから。

「なるほど……。私のやり方が気に食わないと？　自分の方が、うまくお嬢様方の性癖を解消させられると？」

「その通りです！　三姉妹の性癖なら、俺のやり方で必ず解消して見せる！　だからあんなことはしないでください！」

　愛佳さんの目をまっすぐ見ながら、叩きつけるように言い放つ。俺の気持ちがしっかり彼女に届くように。

　しかし愛佳さんは、切れ長の瞳ひとみをさらに細めて、俺を睨にらみつけてきた。

「あなたは本当に、お嬢様方のためを思って言っているのですか？」

「え……？」

「あなたはお嬢様方とはたかが、一か月程度の付き合いですよね？　それに比べてこの私は、物心つく前からお嬢様方を見ております。私の方がよほどお嬢様方を思っている自負がありますが？」

　そういう彼女の瞳には、有う無むを言わせぬ迫はく力りよくがあった。自分の方が正しいと、本気で信じている凄すごみが。

「私はお嬢様方のことを本気で思っているからこそ、その将来を本気で考えているからこそ、このような方法を取ったのです。あのような性癖は、今すぐに直す必要があります。それがたとえ、多少強ごう引いんなやり方であっても」

「そ、それは……」

「先延ばしにしていると、今よりももっと痛い目に遭あうこともあり得ます。そのときに、あなたは責任を取れるのですか？　性癖の矯きよう正せいを先延ばしにした責任を。三人の秘密を知りながら、それを放置した責任を」

「ぐっ……！」

　確かに、愛佳さんの意見も分かる。

　早く性癖を直さないと、それが原因で三姉妹自身が不幸になってしまうかもしれない。俺たち以外に性癖がバレてひどく傷つくことになったり、性欲がエスカレートした挙句外でのプレイを強行し、性犯罪に巻き込まれたり……。考えれば考えるだけ、嫌な妄もう想そうは膨ふくらんでいく。

　三姉妹のことを考えてそれらを未然に防ぐためには、強引にでも性癖を矯正したほうがいいだろう。

　でも、俺は……。やっぱり花鈴を傷つけるような方法は嫌だ……。

「それに言っておきますが、あなたはもう口を出せる立場にないのでは？」

「え……？」

　愛佳さんが胸ポケットから何かを取り出す。それは、束になった写真……？

「なっ!?」

　よく見ると、それは俺たちの写真だった。俺と三姉妹のいずれかが、一いつ緒しよに写っている写真。そしてこれらに共通するのは、全すべて卑ひ猥わいな写真であることだ。

　俺が発情した月乃に襲おそわれていたり、雪音さんに夜よ這ばいされていたり、温泉で花鈴の露ろ出しゆつプレイに付き合っていたり……。その決定的な証しよう拠こ写真が、ばっちり隠かくし撮どりされていた。三人と一緒に露ろ天てん風ぶ呂ろに入っている写真まであった。

「当然これらの写真は全て、後日肇様に提出させて頂きます。これを見て肇様がどう感じるかは私の管かん轄かつ外ですが、ほぼ結果は見えていますよね？」

「……！」

　確かに、考えるまでもない。こんなものを肇さんに見られたら絶対にクビになってしまう。これは文字通り動かぬ証拠。俺と彼女たちが不ふ貞ていを働いている証拠だ。一枚や二枚だけならまだしも、これだけの枚数を弁明することは不可能だろう。

　しかし、まさか俺たちの行動のほぼ全てをこっそり監視していたとは……。なんというスニーキングの技術。恥はずかしながら、全く気付くことができなかった。愛佳さんにバレないように警けい戒かいしていたつもりだったのに。

　どうやら愛佳さんは俺が想像していた以上に、しっかり仕事をしていたらしい。俺たちの生活を監かん視しして、痛いところをほぼ全てチェックし尽つくしている。

　思えば、彼女は肇さんの秘書をこなすほどの人物だ。いくらメイドとしてはポンコツであっても、他の仕事ではこれ以上ないほど優ゆう秀しゆうなのだ。俺もそのことは理解していたはずなのに……！

　正直俺は、彼女を甘くみていたのだろう。その代だい償しようは、これ以上ないほどデカかった。

「あなたはせめて、これ以上肇様を怒おこらせる原因を作らないよう、大人しくしていることですね。下手をしたらクビだけでは済まず、殺されてしまうかもしれませんよ？」

　その上、花鈴のことには手を出すなと、遠回しに牽けん制せいされる。

「勿もち論ろん、いずれは雪音お嬢様と月乃お嬢様の性癖も私が解消させてみせます。天真様は安心して、それを見ていてくださいね？」

　愛佳さんが怪あやしく口角を上げる。

　そんな彼女に、俺は何も言い返せなかった。
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　愛あい佳かさんとの話の後、俺たちは動物園へ行くことになった。別べつ荘そうの近くに可愛かわいい小動物がウリの小さな動物園があり、それを一緒に見て回ろうと事前に話してあったのだ。

　そして今は花か鈴りんが準備を終えるのを、玄げん関かん前で待っているところだ。

「全く……。あの子、ホントにズボラなんだから……。何分待たせれば気が済むのよ？」

「月つき乃のちゃん、そんなに怒っちゃだめだよ～」

　月乃が愚ぐ痴ちを言い、雪ゆき音ねさんがそれを宥なだめている。俺はそんな様子を見ながら、彼女たちから少し離はなれた位置にいた。

「…………」

　俺の後ろには、監視役の愛佳さんがその鋭するどい眼まな差ざしを光らせている。あんな話をした後のせいか、俺たちの間にはピリピリとした空気があった。

「すみません！　お待たせしましたー！」

　すると、声を飛ばしながら花鈴が玄関へ駆かけてきた。

　その姿を見て、月乃が大きく目を見開く。

「ちょっ、花鈴!?　アンタなんでそんな格好してんの!?」

「え……？　何かおかしいかな？」

「おかしいにきまってるでしょ、そんなん！」

　月乃の言う通り、花鈴の姿は明らかにおかしいものだった。

　そう。彼女はなんと服を──服を──大量に着込んでいたのである。

　花鈴はシャツやズボンを着ぶくれるほど重ねていた。まるで今までの露出行こう為いを、完全に否定するかのように。

「か、花鈴ちゃん……。どうしたの？　何か嫌いやなことでもあった……？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　花鈴はいつもの花鈴だよ？　今日は結構寒いから、ほんのちょっとだけ着こもうかなって」

「ほんのちょっとってレベルじゃないでしょ!?　ほんと、何を考えてんだか……」

　心配そうにする雪音さんに、怪け訝げんな表情をする月乃。

　しかし花鈴はいつものような笑え顔がおを作り、何でもない風に誤ご魔ま化かした。

「ホントに別になんでもないから！　ほら、早くいかないと日が暮れちゃうよ？」

　そう言い、無理やり話を切り上げるように靴くつを履はいて外に出る花鈴。しかし様子が違ちがうのは、誰だれの目にも明らかだった。

　だがそんな花鈴を、俺は黙だまって見てるしかない。

「余計なことをしたら、分かっていますね？」

「しつこいですね……。大丈夫ですよ」

　小声で愛佳さんに返事をしながら、俺は花鈴の後に続いた。
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　動物園には情報通り、たくさんの小動物がいた。ウサギやカワウソ、ミーアキャットにプレーリードッグなど、様々な愛らしい動物たちが檻おりの中で遊んだり寝ねたりしている。

　俺たちはそんな園内をゆっくりと見て回っていた。

「あっ、みてみて花鈴ちゃん！　あのフクロウちゃん、可愛いね～」

「あっ、うん。そうだね。すごく可愛い」

　雪音さんの声に、気のない返事をする花鈴。顔には笑みを張り付けているが、声の調子はやはり暗い。

「ちょっと花鈴～。アンタ、もう少し元気にしなさいよ。全然楽しくないみたいでしょ」

「た、楽しそうにしてるよぅ……」

　月乃が花鈴の頰ほおを引っ張り、無理やり元気を出させようとする。

　だが、雪音さんや月乃がいくら話しかけても、花鈴の様子は変わらない。

「あと……天てん真まっ！　アンタももっと楽しそうにしなさい！　なんか昨日と全然様子違うわよ？」

「えっ……？　あ……。悪い……」

　そういえば、今日はあまり喋しやべってない気がする。さっきの話が気がかりで……。

「ってかさ……。アタシたち、昨日みたいにイチャつかなくても大丈夫なの？　愛佳さん、ずっと見てるわけだし……」

　昨日のデートでの出来事から、もっと夫ふう婦ふらしく振ふる舞まうべきだと思ったのだろう。月乃が俺の隣となりに寄り、腕うでを組んでこようとする。

「うわあっ!?」

　俺は咄とつ嗟さに体をよけて、月乃の腕を間かん一いつ髪ぱつかわした。

「え……？　な、何でよけんのよ!?」

　月乃が不思議そうに聞いてくる。まあ、そりゃいきなり態度変えたら、こういう反応になりますよね？

「い、いや……。えっと……。今は、そんなにくっつくべきじゃないかな、と……」

「はぁ、何でよ!?　少しくらいはイチャついたほうがいいんじゃないの!?」

「そ、それはそうだけど……」

　確かに昨日までならそういう状じよう況きようだっただろう。だが……。

「…………（じー）」

　俺を見つめる愛佳さんの厳しそうな眼めつきからすると、今はむしろ逆な気がする。彼女に『大人しくしていることですね』なんて言われてしまった後では、イチャつくのはむしろ憚はばかられた。

　しかしそれを馬ば鹿か正直に説明するのも、愛佳さんの反感を買いそうだ。俺にはただ、言いよどむことしかできなかった。

「ね、ねぇみんな！　よかったら、触ふれ合いコーナーに行ってみないかな？」

　月乃と俺の間に流れた険悪な空気を取り除くためか、雪音さんがわざとらしいほど明るい笑顔で提案をする。

「どうせなら、小っちゃい動物直接可愛がりたいし。リスさんとか触れるみたいだよ？」

「え……。まあ、雪ゆき姉ねえが行きたいなら……」

「お、俺もいいですよ……」

　雪音さんのおかげで、月乃の言げん及きゆうは避さけられた。それでもまだ、なんだか嫌な空気のままだが……。

「ほら、花鈴ちゃんも！　こっち行こう？」

「え……？　あっ。うん。いますぐ行く……」

　そして相変わらず、花鈴は気のない返事をしていた。
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　それからしばらく動物園を見て回ったが、俺と花鈴が沈んでいるせいで、どうしてもおかしな空気を払ふつ拭しよくすることはできなかった。そのため予定よりも早く、皆みんなで別荘のロッジへ帰った。

「はぁ……」

　そして俺は一人でトイレに座り、深いため息をついていた。愛佳さんの監視を逃のがれて、一人になれるのはここくらいだから。

　なんだかもう、旅行の雰ふん囲い気きではなくなってしまった。花鈴は元気を失っているし、俺も自分の問題についてゆっくり考えなきゃいけない。

　愛佳さんが視察の結果を肇はじめさんに報告したとき、俺は間違いなくクビになる。そうなれば家族の生活のために、また別の職場を探さないといけない。それに借金の返済についても、改めて考えていかないと……。

　ダメだ。先行きが暗すぎる。俺がクビになるせいで、きっと家族にもたくさん迷めい惑わくをかけてしまうし……。

　あぁ……。葵あおいよ、本当にすまない。ふがいない兄を許しておくれ……。

「はぁ……。なんかもう、どうしようもないな……」

　未来に絶望し、重いため息が口から漏もれる。

　だが、落ち込んでいる暇ひまはない。この旅行だって、完全に終わったわけではないのだ。まずは旅行中どう過ごすべきかを考えておくべきだろう。

　一応、俺はまだクビになったわけではない。さっきは月乃から逃にげてしまったが、最後までちゃんと仮の夫として彼女たちに接するべきだ。俺は仕事をやり遂とげる男。どんな状況でも、途と中ちゆうで投げ出したりはしない。

　俺は立ち上がり、どう月乃にフォローをするか考えながらトイレから出る。そして、皆がいるであろうリビングへと歩く。

　すると廊ろう下かの隅すみっこで、花鈴が何かをしているのを見つけた。

「ん……？」

　彼女はスマホを耳に当て、誰かと話しているようだった。聞く気がなくても、自然に声が聞こえてくる。

「はい……はい……。ごめんなさい。だから、今回の話はなかったことに……。もう、漫まん画がは描かきませんので……。本当に、すみませんでした……」

　漫画の話……？　それに、とても申し訳なさそうに謝っている。

　おい、これってもしかして……。

「…………ふぅ」

　通話を切り、息をつく花鈴。そんな花鈴に思わず詰つめ寄る。

「おっ、おい！　花鈴っ！」

「えっ、先せん輩ぱい!?　聞いてたんですか!?」

　花鈴が驚おどろいてこちらを振り向く。スマホを落としそうになっていた。

「お前っ！　今の電話って、まさか……！」

「あ、あはは……。そうです。出版のお話をくれた編集さんと話してました……」

　やっぱり……。正式にデビューの話を断っていたのか……。

「お前なぁ……。せっかくの話なのに、もったいないだろ！　もしこれから漫画をやめるとしても、今回くらいは描き上げてもいいんじゃ……」

「でも、もうやめるって決めましたので。それに、やっぱり恥はずかしいじゃないですか。日本中の人に花鈴の変態行為を晒さらすなんて……」

　花鈴が、今までの彼女であれば絶対に言わないようなことを言う。

「よく考えてみたら、花鈴って本当に恥ずかしい女の子ですよね？　下着を穿はかずに人前に出たり、先輩に裸はだかを見せて悦よろこんだり……。そんな性せい癖へきを晒すなんて、もうとても花鈴にはできません。だから、これでいいんですよ。──あの漫画だって、今さっき処分しちゃいましたし」

「はあっ!?」

　あの漫画を処分だと？　あんなに楽しんで、あんなに真しん剣けんに描いていた漫画を……？

「せっかく手伝ってくれたのに、勝手に捨ててすみません。でももう、花鈴にはいらないものなので。裁断してゴミ箱に。なんだかスッキリしちゃいました」

　花鈴が俺に笑顔を向ける。

　しかしその笑顔が噓うそだということは、一目見ただけで明らかだった。

　花鈴は本当に情熱をもってあの漫画を描いていた。そんな作品を自分から捨てて、笑顔でいられるわけがない。

「とにかく、後こう悔かいはしてません。だから、これでいいんですよ？」

「あっ……」

　そう言い残し、花鈴はそそくさと立ち去ってしまった。

　あの『露ろ出しゆつだけは絶対やめない』と豪ごう語ごしていた女の子が、自らここまで決意するとは。なんだか……複雑な気持ちになる。

「花鈴…………」

　でも……改めて考えてみたら、これでよかったのかもしれない。

　愛佳さんの言う通り、花鈴の性癖は他人からすれば『愚おろかなこと』だ。人前──特に俺の前で裸になることで興奮する。それは強ごう引いんにでも解消させるべき性癖だろう。他人に迷惑をかけないうちに。そして花鈴が傷つかないうちに。

　今回のやり方でも花鈴は傷ついたと思うが、それでも露出行こう為いが家族である姉妹しまいや肇さんにバレたり、関係のない他人にバレることで脅おどされたり襲おそわれたりするよりも、ずっと傷は浅くて済んだ。本当の手て遅おくれになる前に性癖を矯きよう正せいすることができた。これはかなりいいことのハズだ。

　そう考えると俺の意見より、愛佳さんのやり方の方がよっぽど正しいのかもしれない。

　三姉妹に対する気持ちは俺より愛佳さんが上。彼女が言っていたことを、認めるべきかもしれないな……。

「ねぇ、天真君。今ちょっとだけ時間いいかな……？」

「え……？」

　顔を上げると、いつの間にか雪音さんが俺の前に立っていた。考えごとに没ぼつ頭とうしすぎていたようだ。

「雪音さん……。どうかしたんですか？」

「うん。ちょっと話したいことがあるの。できれば、二人きりになって」

　二人きり……。一いつ瞬しゆんだけ雪音さんの変態性を警けい戒かいしたが、その真ま面じ目めな表情を見るに、何やら真剣な話らしい。

「分かりました。いいですよ」

「ありがとう……。それじゃ、ちょっと移動しようか？」

　俺は雪音さんに連れられて、二階へ続く階段を上った。
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　俺たちは、場所を二階の寝しん室しつに変えて二人で話をすることになった。布ふ団とんの上に座りながらお互たがいに顔を向き合わせる。

　そして、雪音さんが口を開いた。

「えっとね……。まず、花鈴ちゃんと何かあったのかな？」

「か、花鈴と、ですか……？」

「うん。朝から、天真君も花鈴ちゃんも何だか様子がおかしいから……。二人に何かあったのかなって」

　そりゃ、確かに気になるよな。俺も花鈴も、突然落ち込み始めたわけだし。

「いや、その……。雪音さんが心配するようなことはないです。別に、ケンカしたわけじゃないですし。それに、少なくとも俺は元気ですよ？」

「ほんと……？　それならいいんだけど……」

　一瞬、ほっとする雪音さん。しかし、すぐに表情を戻もどす。

「でも……。それならなんで花鈴ちゃん、あんなに元気ないんだろう？　天真君、何か知らないかな？」

　雪音さんがすがるような目で聞いてくる。

　もちろん原因に関しては嫌いやというほど知っているが、正直に話すわけにはいかない。これは花鈴の秘密に関かかわることだ。

「いや……。分からないです。すみません」

「そっか……。あ、こっちこそごめんね？　気にしないで？」

　俺を気き遣づかい、彼女はあえて笑え顔がおを浮うかべる。

「でも私、本当にあの子が心配なの……。花鈴ちゃんが元気ないのは、最近では珍めずらしいことだから……」

「最近では……？」

「花鈴ちゃんね？　前はちょっとふさぎ込んでいた時期があって……。昔はあの子、もう少し暗い子だったんだよ？　多分、私や月乃ちゃんと比べられるのが、ちょっと辛つらかったんだと思う。花鈴ちゃんはたくさんいいところや凄すごいところもあるけど、勉強とか運動は苦手だから……」

「そう、なんですか……」

　俺は普ふ段だんの底そこ抜ぬけに明るくイタズラ好きな花鈴しか知らない。だからあまり想像できないが、昔の花鈴は俺が思う以上に劣れつ等とう感に苛さいなまれていたのかもしれない。

「でも中学生になった頃からは、なぜかそういうこともなくなって……とっても明るい子になった。そんな笑顔が、私はすごく大好きなの」

　おそらく、それは露出に目覚めてからなんだろうな……。それがどんな形であれ、生きがいを一つ見つけたからこそ、彼女は元気になっていった。

　そしてその後は、ネットで自分の作品を通して他人にも趣しゆ味みが肯こう定ていされ、ますます明るくなったのだろう。

「でも、今日の花鈴ちゃんはなんだか昔のあの子みたいで……。見ていて、ちょっと悲しかったの……。妹の辛そうな顔なんて、私はこれ以上見たくないから……」

「……！」

　雪音さんの言葉を聞いたとき、俺の頭に浮かんだのは妹である葵の顔だ。

　その気持ち、正直俺もよく分かる。俺だって葵が突とつ然ぜん今の花鈴のような様子になったら、とても心配するだろうから。

　雪音さんが姉として妹を心配する気持ちは、本当に痛いほど理解できる。

「花鈴ちゃんに元気を出してもらうためなら、なんだってやってあげたいの！　だから、天真君にもお願いさせて……？　花鈴ちゃんのことで何か気づいたことがあったら、力になってあげてほしいの。きっと天真君だからこそできることがあると思うから」

　雪音さんが俺の手を取り、じっと顔を覗のぞき込んできた。

「花鈴ちゃんを、元気にしてあげて？　私だけじゃ、できるか分からないから……」

「雪音さん……」

　そうだ……俺は何を勘かん違ちがいしていたんだ。

　仮の夫として一番重要なのは、三姉妹を幸せにしてやることだ。彼女たちが将来幸せな生活を営めるように、導いてあげることなのだ。

　性癖の矯正は、あくまで目的なんかじゃなく手段だ。俺がこの仕事を全うするための、そして、花鈴が将来的に幸せを摑つかむための手段。

　露出はしなくなったけれど、幸せじゃなくなりました、なんてことでは意味がないのだ。彼女の幸せに露出行為が必要なら、今はそれを奪うばうべきじゃない。露出が必要ないほどにあいつの心を満たしてから、自然にやめさせるのが筋だ！

　だから今はまだ、花鈴から性癖を奪うべきじゃない。ありのままの花鈴でいさせるべきだ！

「……分かりました、雪音さん。花鈴は必ず、俺が元気づけてみせます！」

「あ、ありがとう！　天真君！」

　そうと決まれば迷いはない。あとは花鈴と話をして、ちゃんと説得するだけだ。その結果、たとえ俺がクビになろうとも──

「ねぇ、ちょっと！　二人ともっ！」

　バン！　と勢いよく扉とびらが開き、月乃が寝室に飛び込んできた。

「うわっ、びっくりした！　何なんだよ……？」

「どうしたの、月乃ちゃん。そんなに慌あわてて……」

「花鈴っ、どこ行ったか知らない!?　なんか捜さがしてもいないんだけど！」

『え……？』

　花鈴が、いない……？　どういうことだ……？

「いや、そんなはずはないぞ？　ついさっき、廊ろう下かで姿を見たし……」

「私も、さっき廊下で誰だれかと電話してるのを見たけど……」

「でも、今はどこにもいないのよ！　ロッジの部屋も全部見たし、外もざっと捜したんだけど……。名前を呼んでも出てこないし……」

　おいおい、それって……。ひょっとして……。

　まさかアイツ、出ていったのか……？　一連の出来事で傷ついて……。

「どうかしたのですか？　なんだか騒さわがしいですが……」

　と、俺たちの声を聞きつけたのか、愛佳さんがやって来た。月乃は彼女にも同じことを尋たずねる。

「愛佳さんっ！　花鈴がどこにいるか知らない!?　なんか行ゆく方え不明なんだけど！」

　そうだ……。愛佳さんならきっと居場所を知っているはずだ。彼女は俺の想像よりもはるかに優ゆう秀しゆうな人物だし、三姉妹のことも誰より深く考えている。きっとこういう状じよう況きようだって、事前に想定しているはずだ。そして変な気を起こさないよう、目を配らせているに決まってる。

　そう、一瞬期待したのだが……。

「花鈴様が……行方不明……？」

　どうやら愛佳さんにとっても、これは想定外の事態だったようだ。

　目を見開き、驚きよう愕がくに満ちた顔になる彼女。数すう拍はく置いて、その顔からさーっと血の気が引くのが分かった。

　おそらく彼女も、俺と同じような想像をしてしまったのだろう。

「な、なんで……？　まさか、そこまで気にして……！」

　口元を震ふるわせ、掠かすれた声で愛佳さんが呟つぶやく。だがその声は俺以外の耳には届かない。

「と、とにかく早く捜さなきゃ！　みんな！　手分けして外に出よう！」

　雪音さんの言葉に従い、俺たちは花鈴を捜し始めた。
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　花鈴捜そう索さくを開始してから、もう二時間ほどが経たっていた。

　彼女はさっきの電話の後、すぐに姿を消したようだ。しかもスマホもロッジへ置きっぱなしのため、連れん絡らくをとることさえできない。

　俺たちはこの近辺を四人で手分けして捜したが、見つけることはできないでいた。

　時刻はすでに夕暮れ時。その上天気が曇くもってきたため、かなり暗くなっている。

　そのため俺たちは一度別べつ荘そうの軒のき先さきに集まり、情報を交こう換かんすることにした。

「ねぇ、天真。そっちはいた？」

「いや、悪い……。やっぱり、露ろ天てん風ぶ呂ろの方にはいなかった」

「私も川の方に行ってみたけど、見つかりそうになかったよ……」

　どうやら、別荘の付近は散々捜し尽つくしたようだ。しかしそれでも見つからない。雪音さんも月乃も、不安に潰つぶされそうな表情になる。

　と、その時。林の中から愛佳さんが飛び出してきた。

　彼女は山林の険しい道を捜し回ってきたらしく、すっかりボロボロになっていた。

「あ、愛佳さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　慌てて駆かけ寄る。しかし彼女は、俺たちを見てとても辛そうな顔をする。

「やはり……。まだ見つかっていないのですね……」

「愛佳さん……」

「でも、心配はいりません。私が必ず見つけますから。なんとしてでも、私が見つけ出さないと……！」

　どうやら彼女は、花鈴がいなくなったことに責任を感じているようだ。自分が花鈴を傷つけたせいで、こんなことになったのだと。いつも冷静な彼女だが、今だけは目に見えて焦あせっていた。

　だが、焦ったからといってすぐに見つかるわけではない。

　仮に花鈴が私有地の中にいたとしても、この小山全体に範はん囲いが及およぶ。闇やみ雲くもに捜しても、到とう底てい見つかるとは思えない。それにそもそも、山を出ている可能性もあるのだ。

「まさか……川で流されたとかじゃないでしょうね……？　それか、山の中で遭そう難なんしてたり……」

「そ、そんな……。花鈴ちゃん……！」

　長時間の捜そう索さくでも花鈴を見つけられないことで、想像の翼つばさが少しずつ悪い方向へ広がっていく。さらにその気持ちに拍はく車しやをかけるかのように、ポツポツと雨が降り始めた。雨はすぐに強まって、絶え間なく大地を濡ぬらしていく。

「……ああ……私、ダメだなぁ……。お姉ちゃんなのに、花鈴ちゃんが行きそうな場所も分からない……」

「それなら、アタシだって同じよ……。朝から様子がおかしかったのに、特に気に留めてあげられなくてさ……」

　雪音さんと月乃が、泣きそうになってその場にしゃがみ込んでしまう。

「アタシももっと、あの子の話色々聞いてあげればよかった……」

「きっと、何かに悩んでたりしてたんだよね……。私、本当に頼たよりないお姉ちゃんだなぁ……。あの子のこと、全然分かってあげられてなくて……」

　いなくなる前、花鈴が落ち込んだ様子だったことで、二人が余計に責任を感じる。

　しかし──

「……そんなの、当たり前ですよ」

『え……？』

　雪音さんと月乃が、俺の呟きに顔を上げる。

「妹の気持ちが分からないなんて、そんなのは当たり前のことです。姉妹しまいとはいえ、違う人間なんですから」

　いくら姉妹でも、そう簡単に相手の気持ちなんか分からない。俺だって、妹の考えていることなんて全然分かってあげられないしな。

「それに、これだけは確かですよ。雪音さんも、月乃も、ダメなお姉ちゃんなんかじゃない。花鈴だって二人のことを、すごく信しん頼らいしているから」

　花鈴は自分より優秀な姉である二人に、コンプレックスを持っている。それでも普ふ段だん、二人の前で楽しそうに笑っていられるのは、それほど強く二人のことが好きだからだ。

　二人を大好きな姉として、強く慕したっているからだ。

「だから、そんな風に落ち込まないでください。俺たちが沈しずんでてもしょうがないです。そんな暇ひまがあるなら、捜さないと！」

「天真君……」

「天真……」

　雪音さんと月乃が俺を見る。そして、一度大きく頷うなずいた。

「うん……。そうだね。確かに、落ち込んでいる暇なんてないよね！」

「アタシも、もうちょっと捜してみる！　今度はすぐに見つかるかもだし！」

　二人の目に再びやる気が灯ともる。何とか元気を取り戻もどしたようだ。

「よし、行きましょう。でも二人は、またこの近くをお願いします。俺は遠くへ出てみるんで」

「え、でも天真君だけじゃ……」

「大丈夫です。皆みんなそろそろ疲つかれているでしょうし、山道の捜索は任せてください」

　俺はバイトで鍛きたえたハイスペック足あし腰こしがあるが、女子たちはもう遠くへ捜しに出るのは危険だ。その上、雨も降ってるから余計に。

「愛佳さんも、この辺の捜索をお願いしますね」

「……本当に、お任せしてもよろしいのですか？　お嬢じよう様さまを見つけられますか……？」

　愛佳さんが、不安や焦りや申し訳なさでいっぱいの顔をして俺を見る。

「はい。俺が必ず見つけてみせます。心配しなくていいですよ」

　さらに俺は彼女の肩かたに手を置いて、月乃たちに聞こえないよう呟く。

「だから、あまり思いつめないでくださいね？　こういう時こそ、しっかりしないといけませんし」

「…………申し訳、ございません……！」

　絞しぼり出すように言う愛佳さん。

　そして俺はレインコートを羽織りながら、花鈴のことを捜しに出た。山道を上り、彼女の姿を求めて歩く。

　しかし、花鈴のヤツ本当にどこ行ったんだ……？　早く見つけてやらないと、月乃たちが言っていたような事故が起こる可能性もある。雨が降っているのも、そんな嫌いやな予感を助長させる。

　別荘の周囲は、もう四人で捜しつくしているはずだ。闇雲に捜しても見つけるのは難しそうだし、ここはアイツの行きそうな場所を考えて捜した方がいい。

　しかし、そんな場所どこがある……？　アイツの思い入れがありそうな場所……。

「……そういえば、あいつの漫まん画がに描かいてあったな……」

　花鈴が昨日描いていた漫画は、好きな場所での露ろ出しゆつ行こう為いを元に作っていたはずだ。あの露天風呂や、昨日の渓けい流りゆう……。そのほかにも、いくつかの場所が描いてあった。ひょっとしたら、その中に……。

「行ってみる価値は、ありそうだ……」

　とある場所に見当をつけ、一刻も早く花鈴を連れ戻すために走る。彼女がどうすればエロ漫画への情熱を取り戻すのか考えながら。
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「はぁ……。たくさん降ってきちゃった……」

　私有地の山の頂上で、私はため息交じりに呟いた。

　ちょっと気分転てん換かんに山頂の景色を見ようと思って登ってきたら、いつの間にか大降りになってしまった。

　幸い近くに小さめの洞ほら穴あながあったから雨宿りには困らないけど、このままじゃロッジに帰れないなぁ……。傘かさなんて持ってきてないし。スマホもロッジに置いてきたのは完全に失敗だったと思う。これじゃ、何にもできないよ。

「あ～あ……。なんか、ため息ばっかりでちゃうなぁ……」

　露出行為やエロ漫画執しつ筆ぴつを完全にやめると決めたはいいけど、何だかどうしても気分が沈む。えっちなことは私にとって、大きな生きがいだったから。

　裸はだかになって気持ちよくなるのも、エッチな漫画にそのことを描いて色んな人に見てもらうのも、とても大事な生きがいだった。

　特に色んな人たちに作品を褒ほめてもらうのは、何ものにも代えがたい楽しみだった。皆が『面おも白しろい』って言ってくれる度たびに、ただのド変態で痴ち女じよな私でも誰だれかを元気にできるんだと思えて、本当に嬉うれしい気持ちになった。私もお姉ちゃんたちみたいに、誰かに必要とされていると思えた。

　でも、それももう終わり。私はもう、えっちな女の子はやめるから。

　仕方のないことだとは思う。露出するのが好きな子なんて、自分でもおかしいと思うから。

　どの道いつかはやめるべきことだったのだ。それが早いか遅おそいかの違い。むしろ今のうちにそう決心できたのは、きっといいことだと思う。

　……そう思おうとしてるんだけど、やっぱりまだ気分が落ち込んじゃうなぁ……。せっかくの皆での旅行なのに、全然楽しめなくなっちゃってるし……。

　何だか、しばらく一人でいたい。このまま雨が止やむまでは、一人でゆっくりしようかな……。

「でも、遅くなるとやばいよね……」

　いつまで経たっても帰らないと、お姉ちゃんたちが心配してしまうかもしれない。雪音お姉ちゃんは特に心配しそうだし、月乃お姉ちゃんには後でたくさん怒おこられそうだ。天真先せん輩ぱいや愛佳先輩も、帰りが遅いときっと不安に思うだろうなぁ。

「やっぱり、無理にでも帰ろうかな……」

　別荘を出てから大分経ってるし、これ以上いると捜さがされてしまう可能性もある。やっぱり、そろそろ戻らないとマズイ。

　雨でずぶ濡れになりそうだけど、きっと帰れないことはないよね……？

　そう思い、洞穴から出ていこうとする。

　と、その時。洞穴の前に一人の人物が飛び込んできた。

「……え？」

　それは、私のよく知る人物。

　全ぜん裸らの天真先輩だった。




　　　　※




「うおおおおおっ！　花鈴────────！　そこにいるのか────────!?」

「キャ──────────────ッッッ!?」

　俺が洞穴を覗のぞき込むと、中にいた花鈴が絶ぜつ叫きようを上げた。

　よし……。ようやく花鈴を見つけたぞ。

　やっぱり山頂のあたりにいたか……。こいつの漫画に出てきた場所で、ここだけはまだちゃんと捜してなかったからな。怪あやしいとは思っていたんだ。

「ったく、人ひと騒さわがせな奴やつだなお前は。さ、早く帰るぞ。傘持ってきてやったから」

「や、やめてください──────！　襲おそわれる────────────！」

　花鈴が非常に怯おびえた様子で失礼なことを口走る。
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　だが、それもそのはず。俺は今──全裸なのだから。

　いくら変態少女といえど、いきなり裸の男が現れたらさすがにびっくりするようだ。

「こっち来ないでください────────！　いや────────っ！」

　両手で目を隠かくしながら叫さけぶ。しかし、指の間からこっそり見てるのバレバレですよ？

「おいおい、そんな怯えんなよ。俺とお前の仲だろーが」

「いや、怯えますけど!?　先輩、ホント何してんですか！　こんなところで全裸って、完全にド変態ですよ！　早くしまってください、その小さいの！」

「小さいのとか言うなコラァ！　ってか、さすがにアレは出してねぇ！」

　股こ間かんだけは原始人のように葉っぱをくっつけて隠している。小さいとか、想像で言わないで頂きたい。

「それでも服を脱ぬいでいる時点で十分問題だと思いますよ!?」

「アレ？　ここは私有地だから、問題ないんじゃなかったっけ？」

「あうっ……それは……」

　自分が言ったセリフを返され、花鈴が悔くやし気に口ごもる。

「大体っ、何で先輩裸なんですか!?　いつも花鈴の露出𠮟しかってたくせに！」

「そんなの決まっているだろう。お前を元に戻すためだ」

「元に、戻す……？」

　俺はどうすれば花鈴の性せい癖へきを──露出やエロ漫画への情熱を元に戻せるか考えた。その結果、これしか思いつかなかったのだ。俺が自ら裸になって、花鈴に露出の快感を思い出させる方法しか。

　……分かっていますよ。俺の頭がおかしいことは。こんな理由で外で全裸って、俺は多分頭が狂くるってる。おそらく変態たちと一いつ緒しよに生活していたせいで、その思考がうつってしまったんだろう。ほんと迷めい惑わくな話である。あと今も普ふ通つうに雨降ってるから、メチャメチャ体冷えてるんだよね。できれば今すぐ服着たい。

　だが俺は今から、頭のおかしい変態娘むすめの相手をしないといけないんだ。だったらこっちも、頭のネジを外すしかないだろ！

「というわけで、花鈴！　俺を見ろ────────っ！」

「キャ─────────ッ！　ホントにやめてください！　せめてこれだけ羽織ってください！」

　花鈴が自分のパーカーを俺に無理やり着せてくる。しかし、俺にはサイズが小さすぎるせいで、ジッパーを止めることができない。一応上に羽織りはしたが、変態度が増しただけの気がする。

「というか、どうしてここが分かったんです……？　ここ、別べつ荘そうから離はなれてるのに……」

「お前のエロ漫画に描かれてた場所をアテにして捜してみたんだよ。お前、言ってただろ？　あの漫画は、自分の好きな場所を題材にしたって」

　花鈴の漫画の中には、山頂で露出行為を行うエロシーンも存在していた。昨晩原げん稿こうを見ていなければ、さすがに分からなかっただろう。

「そ、そうなんですか……。漫画の内容、覚えていてくれたんですね……？」

「ま、昨日見たばっかりだからな」

　花鈴的に、内容を覚えてくれていたのは結構嬉しいことのようだ。今日初めて頰ほおを緩ゆるませて、恥はずかしそうに花鈴が言う。

「えへへ……。ここにはよく、パンツ穿はかずにミニスカで上ってたんですよね。山の下から、誰かに見られる妄もう想そうしながら」

　こいつホント、常にノーパンで外出してるな。今の俺も人のこと言えんが。

「ってかお前、いきなりいなくなるなよ。皆心配したんだぞ？」

「す、すみません……。ちょっと、久しぶりにここに来たくなって。すぐに戻もどるつもりだったんですけど、雨が降ってきてしまったので……」

　訥とつ々とつと花鈴が言い訳をする。大方、気分転換に景色でも見に来たのだろう。

「それより先輩！　いい加減に服着てくださいよ！　一応、持ってきてるんですよね？」

「ああ。確かに服は俺の鞄かばんの中にある。ま、絶対に着ないけどな！」

「なんでですか!?　頭おかしいですよ！」

「夫ふう婦ふなら、相手と肌はだを見せあうのは至し極ごく当然の行いだからな。というわけで、お前も早く脱げ！」

「ななな何を言ってるんですかっ!?　先輩完全に変態ですよ!?　訴うつたえたら花鈴勝てますよ!?　本当にテンガ先輩ですねっ！」

　お前今のそれどういう意味だよ。そして、お前にだけは言われたくねぇわ。

「第一、女の子が自分から喜んで裸になるなんて、本当はおかしいことなんです！　絶対やめなきゃいけないんです！　先輩だって、そう思いますよね？　先輩だって花鈴の性癖、直そうと色々していましたし……」

「まあ、確かにそうだよな。いずれは露出なんてしない、普通の元気で可愛かわいい女子になってほしいとは思っている」

「だったら、どうして先輩は──」

「でも俺は、裸が好きなお前が好きだぞ？」

「ひゃうううっ!?」

　花鈴が顔を真っ赤にしてのけ反る。あ、この言い方だと誤解を招くか？

「も、もちろん変な意味でじゃない！　ただ俺は、お前の幸せな姿が好ましいって言ってるだけだ！」

　露出をしているときの花鈴は、ものすごく活いき活いきとした顔をしている。それは今の顔とはまるで違ちがう、幸せそうな表情だ。

「お前が本当に幸せな気持ちになれるなら、変態でもいいと俺は思うぞ？　ちなみに俺も今、意外と悪い気分じゃない。露出も案外いいものじゃないか。解放感抜ばつ群ぐんで素す晴ばらしい」

　花鈴を全肯こう定ていするわけじゃないが、一度脱いでみると思ったよりもすがすがしい気分になった。人間にはそういう欲求が潜せん在ざい的にあるのかもしれない。

「さ、どうだ？　お前も変な意地を張らずに、また露出の道を歩まないか？」

「……っ！（ゴクリ）」

　お、食いついてる食いついてる！　ちょっと羨うらやましいと思ってるぞ！

「さあ、我が慢まんせず自分に正直になれ！　そして服を脱ぎ全裸になるのだ！　そして、また露出漫まん画がを描かくのだ！」

「う、ううう……。うううぅ……！　ダメですっ！」

　しかし花鈴は誘ゆう惑わくに負けず、強い理性でそう言った。

「いつまでもそんなことしてたら、花鈴は成長できません！　どっちにしろ、いずれはやめなきゃいけないんです！　成長しなきゃいけないんです！」

　両手で体を抱だくようにし、裸はだかになんかならないという強い意志を花鈴が示す。

「何もできないうえに花鈴が変態だって知れたら、絶対皆みんなに引かれます！　そしたらどうすればいいんですか!?　神じん宮ぐう寺じ家の娘として、お嫁よめにも行けなくなっちゃいますよ！」

「そしたら俺が何とかしてやる！」

「……っ!?」

　俺の言葉に、花鈴が怯ひるんだ。

「俺はどうしても、お前の夢をちゃんと応おう援えんしたいんだ！　お前言ったよな？　色んな人を自分の漫画で楽しませたいって。自分が元気をもらった露出で、他の皆にも生きる活力を与あたえたいって。その夢は、本当に素晴らしいことだと俺は思う。絶対に成し遂とげるべきだと思う！」

　たとえ花鈴の性癖やエロ漫画を描かいている事実が、一いつ般ぱん的にはとても恥ずかしいことだとしても、『自分も他人も幸せにしたい』という夢の尊さは変わらない。花鈴の真しん剣けんな思いや情熱は、決して恥ずかしいことではない。

「だから露出をやめるのは、その夢を叶かなえた後でもいいんじゃないか？　花鈴も、花鈴のファンの人たちも、皆幸せになった後で」

「…………」

　花鈴は俺から顔を背けて、しばらく悩なやましげな表情で黙だまる。

「ほ、本当に、いいんですか……？　花鈴、露出好きのままでも……。えっちな漫画、描いてても……」

「ああ。お前がその夢をしっかり果たして、ちゃんと幸せになるまではな。──いずれは性癖捨ててもらうけど」

　言いながら、俺は花鈴の頭に手をやる。

「もしその時に手て遅おくれだったら、俺がお前をもらってやる。俺は仮の夫だからな」

「先輩……っ！」

　花鈴が俺の顔を向き、じっと俺の目を見つめる。その瞳ひとみを、少し潤うるませて。

　その後──

「ふふっ……。あははっ！　あはははははははっ！」

　急に、花鈴が笑い出した。

「なんですか、それ！　その言い方じゃ、まるでプロポーズじゃないですか！」

「えっ……！　いや、そういうわけじゃ……」

「新しん婚こん旅行でプロポーズなんて、順番逆じゃないですかー？」

「だから違うって！　本当にそういうつもりじゃなくて……！」

　第一俺は、もし姉妹しまいの誰だれかに手を出したら肇さんに消されるし！

　だが、ようやく花鈴のからかうような笑え顔がおが戻った。いつもの彼女の表情が戻った。

「全くもう。先輩は花鈴が大好きなんですね～。ほんと、困っちゃいますよ～」

「ったく、こいつ……。俺の話全く聞く気ないだろ……」

「でも、嬉うれしかったですよ？　ちょっと、キュンとしちゃいました……」

「え？」

「やあっ！」

　花鈴が掛かけ声を上げながら、唐とう突とつに着ていた服を脱いだ。……え？

「あはっ。先輩と全ぜん裸らになっちゃいました☆　花鈴たち、どっちも変態ですね？」

「……悪い。やっぱり服着るわ」

　今いま更さらながら、この状じよう況きよう死ぬほどやばすぎるだろ。

「えー、何でですかー？　一緒に露出徘はい徊かいしましょうよー」

「や、やめろっ！　裸で抱き着いてくんなって！」

　花鈴が俺に飛びついてきて、思わず尻しり餅もちをついてしまう。そのはずみで洞ほら穴あなから出ると、ちょうど雨が止やみ、分厚い雲が消えるところだった。

「……ありがとうです。天真先せん輩ぱい……。花鈴、頑がん張ばって夢を叶えますね？」

「あ、ああ……。応援してる」

　それから俺たちは互たがいに服を着た上で、別荘へと戻っていった。




　　　　※




「みんな、ホントごめんなさいっ！」

　別荘へと戻った後、花鈴が皆に頭を下げた。

「あ～もうっ！　花鈴のバカッ！　マジで心配したんだからね!?」

「でも、よかったよ～！　何事もなくて～！」

　雪音さんも月乃も花鈴に抱き着き、力強く抱きしめている。二人とも帰ってきてからいつもの様子に戻った花鈴に、すっかり安心しているようだ。

「天真君、本当にありがとう！　花鈴ちゃんのこと、見つけてくれて……」

「いや、そんな。仮の夫として当然ですから」

「でも、天真。なんで花鈴の居場所が分かったの？　しかも頂上なんて、そこにいるって分かってないと、中々行けないと思うけど……」

「あ～それは……。花鈴の行動を読んだだけだよ。こいつ、その辺にいそうだなって」

　エロ漫画のことを出すわけにもいかず、若じやつ干かん言葉を濁にごして答える。

「ま、マジで……？　アタシたちでも、そんなの分からなかったのに……」

「天真君……私たちのこと、姉妹以上にちゃんと見てくれてるんだね……！」

　雪音さんが感激したような表情になり、俺に向かって飛び掛かる。

「本当に、本当にありがとねっ！　天真君がいてくれてよかった！」

「うわっ！　ちょっ、抱き着かないで──むがっ！」

　ぎゅむ～と爆ばく乳にゆうに顔を埋うずめられる。あ、ヤバイ……。これ、息できな……

「ぷはっ！　雪音さん、マジで殺す気ですか!?　ほんと、そういうの止めてください！」

「あっ、待って！　天真君っ！」

　このままだと、あのおっぱいに窒ちつ息そく死しさせられる恐おそれがある。俺はすぐにリビングから廊ろう下かへ飛び出した。

　そこで……。

「おかえりなさいませ、天真様」

　愛佳さんとバッタリ会った。

「あ、どうも……。花鈴、ちゃんと見つかりましたよ？」

「はい……。ありがとうございます。そして、申し訳ございませんでした。私の見通しが甘いせいでこんな事態を引き起こしてしまい……」

　意外にも、愛佳さんが俺に対してお礼と謝罪を口にした。

「今回の件は私にとっても想定外のものでした。天真様がいなければ、一体どうなっていたことか……」

「いや、大したことじゃないですよ。花鈴も結局は無事でしたし……。だから、あまり気にしないでください」

「……優やさしいお言葉、本当に感謝いたします」

　愛佳さんが恭うやうやしく俺にお辞じ儀ぎする。

　そしてその後。彼女は顔を上げたかと思うと、じっと俺の目を見つめてきた。

「ところで、天真様……。先ほどは面おも白しろいことをしていましたね？」

　言いながら、愛佳さんが写真を見せてくる。それは山頂付近で裸になった俺が写っている写真。……え？

「実はあの後、心配になって天真様を尾び行こうさせて頂きました。そして、この場面に遭そう遇ぐうしたのです」

「マジかよ!?　あのシーン全部見てたの!?」

　露出行こう為いが見られてた────！　なんだコレ、メチャクチャ恥はずかしいんだけど！

「これは大変素晴らしい行いですね。自ら全裸になることで、お嬢じよう様さまの心を摑つかむとは。普ふ通つうの人ではできないでしょう。やはり天真様はさすがです」

　なんだか愛佳さんが異常に俺のことを褒ほめる。これはアレかな？　嫌いやみかな？

「ところで、天真様。どうして花鈴様の性せい癖へきを戻もどすようなことをしたのでしょうか？　せっかくお嬢様は直すおつもりでいたようなのに……」

「うっ……！」

　ゴゴゴゴゴ、と覇は気きを纏まとって愛佳さんが聞いてくる。やっぱりこの人、かなり怖こわいな。今まで以上に視線が鋭するどい。

　だが、ここは俺も引くわけにはいかない。

「そ、それは……。今回のことで、やっぱり俺の考え方が正しいと実感したからです」

　説得した後の花鈴の明るい表情を見て、やはり性癖を無理に矯きよう正せいすることよりも、彼女たちの幸せの方が大切であると確信した。

　それに花鈴を捜すときも、仲を深めて花鈴の想おもいを知ったからこそ、あの漫画に秘ひめていた思いを花鈴から聞いていたからこそ、彼女の居場所に気付くことができた。

　花鈴の気持ちを重視したから、俺は彼女の笑顔を取り戻せたのだ。

「彼女たちの気持ちにちゃんと向き合っていくことが、あの三姉妹と接する上で一番大切なことなんです。愛佳さんのするような、相手とちゃんと触ふれ合わず、彼女たちの意思を無視して性癖を直すようなやり方じゃ、三人を本当に幸せにはできない。だからこれからも彼女たちの意思を尊重して、あの三人と付き合っていくべきだと思います」

「そうですか……。しかしあなたはもう、仮の夫ではいられないのではないですか？　この写真は、肇様に報告しなければいけません。そうなると、お嬢様方と触れ合うことなどできませんが？」

「確かに、それもそうですね……。だから、愛佳さんに一つお願いがあります」

　俺はさっき愛佳さんがしたように、彼女に深く頭を下げた。

「どうか、これからは俺のやり方で三人のことを見守ってください。あの子たちがちゃんと幸せになった上で、性癖を克こく服ふくできるように」

「……！」

　三人の秘密を知っているのは、俺以外には愛佳さんだけだ。俺がこの仕事をクビになる以上、三人のことを任せられるのは愛佳さんしか存在しない。

　だから俺は、全すべてを愛佳さんに託たくす。もうあんな強ごう引いんなことをしないように、しっかりお願いした上で。

「それとさっきの写真のことは、全部俺が三人をたぶらかしたと伝えてください。彼女たちの秘密は伝えずに、守ってやってほしいんです。どうか、それだけはお願いします……！」

　俺が仕事を辞やめるのはいいが、それで三姉妹の秘密がバレてしまうのは絶対にダメだ。

　そんな意思を込め、俺は頭を上げて愛佳さんの顔を見み据すえる。

「……そうですか。あなたの気持ちは分かりました」

　すると彼女は、俺の視線から逃にげるように一度静かに顔を伏ふせる。そして──

「では、私も仕事をこなすとしましょう」

　──スマホを取り出して通話を始めた。

「もしもし、寺てら園ぞの愛佳です。今大だい丈じよう夫ぶですか？　肇様」

「肇様……!?」

　その名前に、俺の肌はだがぞわっと粟あわ立だった。

『おお、愛佳君か。問題ないよ。ちょうど一段落したところだからね』

　電話口から、微かすかに肇さんの声が聞こえてくる。間ま違ちがいなく本人だ。

「それでは、ご報告をさせて頂きます。天真様に対する視察について」

『視察の報告……？　確か、期間はもう少しあったと思うが？』

「はい。ですが、たった今結論が出ましたので」

　愛佳さん……まさかこの場でクビにする気か……？

　しかし、それもしょうがない。俺自身が選んだ決断だ。黙だまって受け入れる以外にない。あとは愛佳さんが三姉妹のことをしっかり守ってくれればいい。

『そうか。ならば聞いておくとしよう。彼らの様子はどうだったかな？』

「はい。それでは申し上げます。私が見た限り天真様は──」

　愛佳さんが、ついに俺に対する処分を下す。




「──大変素す晴ばらしい方だと思います」




「……え？」

　素晴らしい方……？　どういうことだ……？　俺、クビにされるんじゃないの……？

「私が見たところ天真様は、お嬢様方といたって健全な生活を送っておりました。それでいて仮の夫としての役割もちゃんとこなしており、夫ふう婦ふの練習をさせるにおいて、彼ほどの適任者はないと考えます。さすが肇様が信しん頼らいを寄せている少年ですね」

『はっはっは。そうだろう。やはり天真君は私の見込んだ通りだったか。君を視察に送る必要さえもなかったのかもしれないな』

「はい。そのため、この旅行から帰り次し第だい秘書の仕事に戻りたいのですが……」

『分かった。頼たよりにしてるよ、愛佳君』

「ありがとうございます。それでは、失礼致いたします」

　そう言い、電話を切る愛佳さん。

　え、え……？　どういうこと……？

「あ、あの……。今の、なんですか……？」

　なんで愛佳さんが、俺を認めるようなことを言った？　今までの話と違いすぎるぞ？　この天才でも、全く状じよう況きようが分からない。

　俺が混乱していると、愛佳さんが話しかけてきた。

「天真様。今まで色々と申し訳ございませんでした。実は私、個人的に天真様を試ためさせてもらっておりました。あなたが三人の仮の夫として、本当にふさわしい人間なのか。天真様がお嬢様方の性癖を全て知った上で、三人と真しん摯しに向き合える人かを」

　そう言い、また深々と頭を下げる愛佳さん。

　試すって……要するに視察の任務とは別に、この人も俺を値ね踏ぶみしてたのか？

「天真様はこの旅行中、しっかり仮の夫としての役割を果たしてくれました。お嬢様方の性癖克こく服ふくに尽じん力りよくしつつ、自分からは決してあの三人に手を出さない。私が用意した混浴風ぶ呂ろでも、不ふ埒らちなことをするどころか変態なお嬢様方を逆に窘たしなめてくれました」

「なっ……！　あの風呂アンタの仕し業わざかよ！」

　俺を試すためだけに風呂の仕切りを取っ払ぱらうとは。なんて豪ごう快かいなやり方なんだ……。

「そして自分がクビになる状況でも、最後までお嬢様方の秘密を守ろうとする優しさ。正直、少し驚おどろきました。あそこまでお嬢様方のことを深く考えてくれていたとは」

　なんだか、すごく褒められているようだ。愛佳さんにここまで良く言われると、正直違い和わ感かんしかおぼえないが。

「で、でも……。どうしてわざわざそんなことを……？」

「私にとって、お嬢様方は昔からお世話をさせてもらい、そして一いつ緒しよに育ってきたとても大切な人たちなんです。ですから、仮とはいえ彼女たちの夫になるあなたが三人にふさわしいかどうか、私なりに確かく認にんしたかったのです」

　なるほど……。確かに自分の大切な人が知らない男と暮らしてたら、普通心配になるもんな。

「もちろん、花鈴お嬢様の性癖を無理やり矯正させようとしたのも、それを踏ふまえてあなたがどのように行動されるか、観察するためだったのです」

「ま、マジか……。道理でやり方が強引すぎると……」

「はい。そのせいで予想外の事態を引き起こしてしまいましたが……おかげで知ることができました。天真様が本当にお嬢様方のことを考えて、この仕事に臨のぞんでいることを。そしてお嬢様方が落ち込み悩なやんでしまったときに、あの三人を引っ張っていく力を持っていることも。あなたになら、お嬢様方をお預けすることができますね」

「それじゃあ……。俺はクビってわけじゃ……？」

「はい。むしろ合格です。……あなたの頼たのもしさには、私も助けられましたから」

　愛佳さんは、ポケットから例の証しよう拠こ写真を取り出した。そして、それを思い切り破る。

「あっ、それ……」

「これは必要ありません。データも処分しますので、もう誰だれの目にも触れませんよ」

　そう言い、紙かみ屑くずとなった証拠写真を近くのごみ箱へと捨て去る。そして彼女は、まっすぐ俺の顔を見た。

「天真様。改めて謝罪いたします。本当に申し訳ございません。そして、どうかこれからもお嬢様方をよろしくお願い致します」

　また愛佳さんが頭を下げる。その後、顔を上げて言った。

「誰よりも、あなたを頼りにしていますから」

「は、はい……！　任せてください！」

　そう言って、俺に微笑ほほえむ愛佳さん。初めて見た彼女の優やさしい笑え顔がおは、なんだかとても温かかった。

「あ……。でも、花鈴には悪いことしたな……。あいつ、せっかくのデビューの話を蹴けって、原げん稿こうも破り捨てたみたいだし……」

　なんだかこの真相を知ると、彼女への罪悪感がふつふつと湧わいてきたんだが……。

「ご心配なく。原稿ならこちらにございます」

「えっ……？」

　愛佳さんがどこからか紙の束を取り出した。それは、花鈴の漫まん画がと寸すん分ぶん違たがわぬ原稿だ。

「こ、これってひょっとして……！」

「はい。花鈴お嬢様の原稿です」

　しれっと愛佳さんが言う。でも、原稿は捨てられたんじゃ……？

「あの原稿を元に、私がご用意させて頂きました。自分で言うのもなんですが、本物と見分けがつかないほどの出来になっていると思います」

　愛佳さんが原稿の束を俺に渡わたす。その彼女の手はボロボロで、大量のインクが付着していた。

　こ、この人まさか……花鈴のために漫画を最初から描かき直したのか!?　しかもこれ、絵のタッチもほとんど花鈴と同じだ！　元の原稿が完全に再現されている！

「すごい……！　こんなこと、普ふ通つうは絶対できませんよ！」

「こ、これくらい私にかかれば余よ裕ゆうです。褒められることではありません」

　ほんの少しだけ顔を赤くしつつも、平静を装よそおう愛佳さん。

「それに、花鈴お嬢様が原稿を捨ててしまったのは私の意地悪が原因です。罪つみ滅ほろぼしとして、これくらいはさせて頂きます」

　いや、この仕事は『これくらい』なんて言葉じゃ済まない。

　他人が描いたのと同じ原稿を再現するなど、素人しろうとには難しいはずだ。彼女の手がボロボロになっていることからも、死ぬほど頑がん張ばったことが分かる。愛佳さんの優ゆう秀しゆうさと花鈴を思う気持ちがなければ、絶対に不可能なことだろう。

　肇さんが愛佳さんのどんなところを頼っているのか、なんだか分かるような気がした。

「これは後で、天真様が直したことにして渡しておいて頂けますか？　私が渡すと、お嬢じよう様さまの秘密を知っていることがバレますので」

「分かりました。任せてください」

「出版の話をくれた編集者にも、もう一度私から圧力をかけておきましょう。花鈴お嬢様がその気なら、再び話を進められるように」

　メイドとしてはポンコツな彼女も、こういった仕事ではかなり頼もしく感じられた。きっとうまくやってくれるだろう。

「と言うわけで、後は心置きなく三人と親しん睦ぼくを深めてください。せっかくの新しん婚こん旅行なんですから」

「あ……そうですね。もともと、そのための旅行ですからね」

　この旅行の目的は、新婚旅行を三人に体験させること。最後に皆みんなで何かをして、その目的を果たしたい。

「それじゃあ、皆で遊ぶとするか！」

　俺は花鈴たちを誘さそうために、皆のいるリビングへと向かった。




　　　　※




　夜空の下もと。俺たちはシートに寝ねそべって、遥はるか上空を眺ながめていた。

　視線の先に広がるのは、今にも落ちてきそうなほどに明るく眩まぶしく輝かがやく星々。澄すんだ空気と風を楽しみながら、満天の星を眺めていた。

「うわ────っ！　すっごく綺き麗れいだね───っ！」

「こんなの初めて見たんだけど！　え？　星ってこんなにあるもんなの？」

「うんっ！　街の方じゃこんなにたくさん星見えないよー」

　ここはさっき花鈴を呼びに来た山頂だ。周囲に明かりが無いためなのか、それとも高い場所にいるためなのか、はっきりと星を見ることができる。その光景に、姉妹しまいたちが感動していた。

　地に寝そべっての天体観測。それが俺の提案した新婚旅行の締しめくくりだった。

　一緒に綺麗なものを見て、彼女たちと感動を共有したいと思ったのだ。

「天真様。私もご一緒でよかったのですか？　どうせなら、お嬢様方とだけの方が……」

「気にしないでくださいよ。みんなで見たほうが楽しいですから」

　俺と愛佳さんも姉妹たちの傍そばで寝そべり、夜空に散らばる星を楽しむ。

「ねぇ。どうせなら自分たちの星座見つけたくない？　アタシ、おとめ座なんだけど！」

「あっ、いいねー。探してみようか？　私はおうし座で、花鈴ちゃんがいて座だよね？」

　二人が星座探しを始め、「あ、アレ！　なんかメッチャ光ってない!?」「多分北極星だね～？」などと騒さわいで盛り上がる。

　すると、花鈴が聞いてきた。

「先せん輩ぱい、先輩。こうして見てても星座とかって分かるんですか？　花鈴、どれがどれだがさっぱりです」

「ん？　まぁ、目が良ければ見えるだろ。ほら、アレが月乃のおとめ座だな。ちなみにいて座とおうし座は、この時期の夜空にはいないと思うぞ？　夏と冬の星座だからな」

「そうなんだ～！　天真君ってもの知りだね～」

「よくそんなに早く見つけられるわね……。なんか探す秘ひ訣けつとかあるの？」

　月乃がずいっと身を乗り出して聞いてくる。

「あ～。まず一番の目印は、多分北ほく斗と七しち星せいだな。ホラ、あの辺の星の集まり。あそこからぐーっとカーブを伸のばすと、アークトゥルスとか、おとめ座の一等星のスピカが見える。これが春の大曲線だ」

　指で星を示しながら、一つずつ順番に説明していく。

「ちなみに、春の大三角も近くに見えるぞ？　今見えたアークトゥルスとスピカ、あとしし座の尻尾しつぽの先にある、二等星のデネボラを繫つなげばいい」

「へぇー。大三角って夏以外にあるんだ？」

「春夏秋冬全部あるよ。確かに有名なのは夏だろうけど」

　そんな会話を続けながら、皆で綺麗な星たちを眺める。春の大三角の煌きらめきが、広大な夜空の中で特に俺の目を引いていた。

「ねぇねぇ。春の三角って、なんだか私たちみたいだね？　私たちも三人だもん」

「あはっ、そうかも。アタシたちも手ぇ繫いでみる？」

「あ、じゃあ先輩も一緒に繫ぎません？　はい」

　そう言い、花鈴が小さな手を伸ばしてくる。

「いや、何でだよ。俺が入ったら大三角じゃなくなるぞ」

「細かいことはいいじゃないですか～。ちなみに天真先輩は、どの星が一番好きですか？　やっぱり花鈴が先輩の一等星ですか～？」

　うりうり～、と俺の二の腕うでをつつく花鈴。コイツ、今日はやけにグイグイ来るな……。

「ねぇ、先輩……。こう暗かったら、脱ぬいでも分からないですよね？」

　と、花鈴が俺の耳に顔を寄せ、そっと静かに呟つぶやいた。……おい。コイツなんて言った？

「花鈴の全ぜん裸らが美しい星々に照らされるなんて……。考えただけで濡ぬれちゃいます……！」

「待て待て待て待て！　ほんと待って！　お前そういうの止やめろよな！」

　お願いだからマジで勘かん弁べんしてくれよ。天体観測が変態観測になってしまう。

「そう言えば、春の大三角ってパンツの形に見えません？　ほら、三角形ですし」

「台無しだよ！　お前のせいで台無しだよ！」

　せっかくのロマンチックな雰ふん囲い気きが一いつ瞬しゆんにしてぶち壊こわれやがった！

「というか、そろそろ離はなれろって。ほら、愛佳さんもいるんだし……」

「私は別に構いませんよ？　もっとイチャついてはどうですか？　せっかくの新婚旅行なのですから」

「いや、少しは止めてくださいよ！」

　愛佳さんは思おも惑わくを明かしてから、単純に俺たちのイチャつきを容よう認にんするようになっていた。俺を認めてくれたということだろうが、こういう時は止めてくれ……。

「あ。どうせなら、写真でもお撮とりしましょうか？　皆みな様さまの初めての旅行の記念に」

　愛佳さんが、何やらとても高そうなカメラを荷物の中から取り出した。

「わっ、すごい！　賛成！　撮ろ撮ろっ！」

「そう言えば、天真君と写真撮るの初めてだよね～」

　すぐに月乃や雪音さんがその気になって立ち上がる。

　確かに、こういうのも新婚旅行っぽいかもな……。そう思い、俺も腰こしを上げる。

　同時に花鈴が口を開いた。

「あの……どうせなら愛佳先輩も写りませんか？」

「え？」

　花鈴の言葉に、カメラから顔を離す愛佳さん。そして申し訳なさそうな顔をする。

「い、いえ……。せっかくの新婚旅行の写真に、部外者が写り込むわけには……」

「愛佳先輩は部外者なんかじゃないですよ？　それにどうせなら、皆一いつ緒しよがいいんです」

「そうね。愛佳さんだけ撮り役なのも悪いもん」

「愛佳も一緒に入ろうよ～！　せっかくの記念なんだよ～？」

　三人が揃そろって愛佳さんを手招く。俺もそれに続いて言う。

「そうだな。俺も皆一緒の方がいい。タイマー機能とかあるんだろ？」

「て、天真様まで……。分かりました。本当に皆様がよろしいのなら……」

　愛佳さんが照れたように頰ほおを赤くする。そして三さん脚きやくにカメラを固定し、タイマー機能をセットする。

「ほら、愛佳～！　急いで急いで！」

「早く一緒に並びましょう！」

「は、はい……！　失礼しますっ」

　雪音さんたちに手招きされ、こちらに向かってくる愛佳さん。シャッターが切られないうちに、急いで俺たちの方へと駆かける。

　だが……。

「はっ、不覚──！」

　ちょうど俺たちのすぐそばに来た時、ポンコツメイドが転びやがった。足を滑すべらせてしまったのか、左端はしにいた花鈴へ突つっ込む。弾はずみで花鈴のスカートを摑つかみ、それを盛せい大だいに引き下ろしながら。

「ひゃうわぁ!?」

　花鈴のフリル付きパンツが丸見えになる。さらに花鈴は、愛佳さんに押し倒たおされながら隣となりの月乃へぶつかってしまう。

「キャアッ!?」

　その拍ひよう子しで月乃まで、反対側にいた俺へと倒れる。両手を俺の体に回し、抱だきしめるような形で体重をかけてくる。

　そうなると当然俺も巻き込まれる。三人分の体重をかけられ、ドミノ倒しのような感じで隣の雪音さんへ倒れそうになる。

　俺は彼女を守るために何とかその場で踏ふん張ろうとした。だが、結局それはかなわない。申し訳ないと思いながらも俺の体が横向きに倒れた。

「ああんっ！」

　柔やわらかい体を押し倒す感覚。俺に巻き込まれ、雪音さんが倒れる。

　そして全員の下した敷じきになった彼女は、苦しそうな声を出す──

「ああっ、私押し潰つぶされちゃってる……！　重いよ、痛いよ……。はあぁぁん♪」

　あ、噓うそだ。これ興奮してる。倒された痛みで体をゾクゾク震ふるわせている。

「あぁん……！　花鈴、スカート下ろされちゃいました……！　こんなお外で、パンツ丸出しになっちゃってますぅ……！」

　花鈴もなんか悦よろこんでるぞ！　この声質、欲情してるのが俺には分かる！

「天真ぁ……。体が熱いよぉ……！」

　って、いつの間にか月乃まで発情してる──！　俺を抱きしめて一気にムラムラしちゃってる──！

　この状じよう況きよう、色々ヤバすぎるだろ！　また同時多発エロが起こりやがった！

　このままでは三姉妹同士が互たがいの性せい癖へきを知ってしまう。そうなる前に早くコイツらを鎮しずめないと！

　そう思いながら俺はふと、原因を作った愛佳さんを見た。

「……こ、コレは計算通りです……！　お嬢じよう様さまを喜ばせるための……！」

　噓つけぇ！　お前ただうっかり転んだだけだろ！　さっき『不覚』って言ったじゃん！

　ってか、そんなことは今どうでもいい！

「あの、愛佳さん！　早く何とかしてくれますかね!?　俺いま身動き取れないんで！」

「は、はい！　申し訳ございません！」

　愛佳さんが立ち上がり、俺や三姉妹を起こそうと動く。

　その途と中ちゆう、彼女が耳元で問いかけてきた。

「あの、ところで……。私がドジって、三人にバレてませんよね……？」

「いや、さすがにアレはバレただろ……。あんな盛大に転んだら……」

　ひょっとしたら三人とも、完かん璧ぺきだと思っていた愛佳さんの情けない姿に少しがっかりしてるかもしれない──

『愛佳先輩が転んだおかげで、野外でおパンツ出せちゃいましたぁ……♪』

『愛佳さんのおかげで、天真に抱だき着けたよぉ。はぁはぁ……！』

『愛佳たちの重み、ちょうどいいよぉ……』

　──いや、この感じ……。むしろ三人とも愛佳さんに感謝してやがる。この様子を見て大体分かった。絶対コイツら、ドジっ子だとか考えてない。

　と、その時。眩まばゆいフラッシュとともにシャッター音が鳴り響ひびいた。倒れてもつれ合う俺たちの姿を、カメラが鮮あざやかに切り取ってしまう。

　結果写真には、パンツを丸出しにした花鈴、俺に抱き着き赤くなる月乃、皆みんなに押し倒される雪音さん、さらに皆を助けようとして焦あせっている愛佳さんの図が、しっかり写されることとなる。

　そして最後まで慌あわただしいまま、俺たちの新しん婚こん旅行は幕を閉じた。








エピローグ









　帰りの特急電車の中、私以外は眠ねむっていた。

　天てん真ま先せん輩ぱいと愛あい佳か先輩、それに雪ゆき音ねお姉ちゃんが三人掛がけの席に座り、同じ横列の二人掛けの席に月つき乃のお姉ちゃんと私が座る。

「……はぁ」

　車窓を流れていく景色を眺ながめていたらため息が出た。

　今回の皆との新婚旅行、本当にとても楽しかった。途中で色々なことはあったけど、終わってみればそれも素す敵てきな思い出になった。結局はデビューのお話も、また進めることができるようになったし。

　でも、一つだけ。とても気がかりなことができてしまった。

「天真先輩……。どうなんだろ……」

　思わず口から洩もれた声。それに反応するかのように、

「ん……くぁぁ……」

　隣で小さなあくびの声。見ると、月乃お姉ちゃんが眠そうに目を開けていた。

「あ、お姉ちゃん。起きたんだ」

「ん～……。起きた……。やっぱり座席じゃ、中々ゆっくり寝ねれないかも……」

　そう言い、ぐいーと伸のびをする。私よりも大きな胸が、ぐっと強調されていた。

「あ～……。でも起きてもやることないなー。ケータイ充じゆう電でんヤバめだし」

　取り出したスマホをしまいながら、月乃お姉ちゃんがぼやいている。

「それじゃあ……。一昨日おとといの恋こいバナの続きでもしない？」

　私は、思わずそう言っていた。

「恋バナ……？　また……？」

「うん……。こういう時にしか、あんまりお話しできないでしょ？」

「別にいいけど……。何？　なんか話したいこととかあるの？」

　お姉ちゃんの問いかけに、私は思い切って聞いてみた。

「……天真先輩って、好きな人いたりするのかなぁ……」

「は？」

　天真先輩にそういう相手がいるのかどうか。新婚旅行の終わりから、ずっとソレが気になっていた。

　先輩は女っ気のない人だとは思う。真ま面じ目めだし、暇ひまなときは勉強ばっかりしてるみたいだし、そもそも女の子に興味がなさそう。私がたくさん裸はだか見せても、襲おそわれるどころか注意されちゃうし。

　でも、私は前に見てしまった。先輩が昔もらったらしいラブレターを。

　あれが先輩の部屋にあったということは、わざわざ実家から持ってくるほど、手紙を大切にしているということ。つまり、手紙の差出人のことを好きだと思っているかもしれない……。好きな人が、いるのかもしれない……。

　アレはかなり昔のものだと思うし、字からして書いたのは間ま違ちがいなく子供、普ふ通つうならそんなに気にすることでもないはずだけだど……。

　でもあの字……。私の予想が正しければ……。

「いやいやいや。そんなのいるわけないでしょ、フツー。あいついかにも恋れん愛あいとか興味なさそうじゃん？」

「う、うん……。やっぱり、そう思うよね……？」

　やっぱり月乃お姉ちゃんも、私と同じ感想みたい。先輩が恋とは無む縁えんな人と思ってる。

「ってか、なんで花か鈴りんがそんなこと聞くのよ？　まるでアンタが天真を好きみたいなんですけどー？」

「っ──！」

　冗じよう談だん混じりな感じの笑え顔がおで、月乃お姉ちゃんが私に言う。

　やっぱり、そう聞こえちゃうんだね……。それじゃもう、隠かくしておくのも難しいかも。

「…………そう、だよ」

「え？　なに？」

「花鈴……先輩のこと好きになっちゃった……」

　私は声を振ふり絞しぼって、自分の気持ちをお姉ちゃんに伝えた。




　　　　※




「花鈴……先輩のこと好きになっちゃった……」

　花鈴の言葉を聞いたとき、アタシの体が震えるみたいにして跳はねた。

「え……え……？　それって……どういうこと……？」

「どういうことって……。そのまま言葉通りの意味だよ……？」

　困こん惑わくしたように花鈴が言う。でも待って。困ってるのアタシの方だから。

　え……アレ？　それってつまり……。

「花鈴……マジでアイツのこと、好きなの……？」

「……（こくっ）」

　花鈴が頷うなずいたその瞬しゆん間かん、アタシの全身に鳥とり肌はだが立つ。

　え、なんで……？　なんで花鈴が、天真のことを……？

「月乃お姉ちゃん……？　どうしたの……？」

「い、いや……。なんでも、ないから……」

　正直、ものすごくびっくりした。まさか花鈴から真面目な顔で、恋愛話を聞かされるなんて……。それも、相手が天真なんて……。

「あ、えと……。あ～……その……」

　ヤバイ。なんか全然言葉が出てこない。

　妹が天真のことを好きになった。妹に好きな人ができた。

　普通なら、もっと花鈴を応おう援えんしたり、笑って冷やかしたりするべきとこじゃん？

　でも、なんでか上手うまく笑えない。それどころか、変に息が苦しくなってた。ギュッと心臓を摑つかまれたみたいに、上手に息を吸うことができない。

　おかしいな……。なんでだろ……？　アタシ、どうかしたのかな……？

「ねぇ……。月乃お姉ちゃん」

「ふぇっ!?　な、なに!?　どうしたの……？」

　裏返った声で返事をする。あーもう！　マジでどうしたのよ、アタシ……！

「お姉ちゃんは、応援してくれる……？」

「お、応援……っ？」

　花鈴の問いに、アタシはすぐに答えることができなかった。ここは絶対、「当たり前じゃん！」って笑顔でこたえるべきなのに……。この感じ、今度はアタシが天真のことを好きみたい──

　いや、絶対そんなワケないじゃん！　アタシが天真を好きなんて……！

「…………あ」

　そう思った瞬間、自分の中で一つ腑ふに落ちることがあった。

　ずっと、変に思ってた。どうして天真相手にだけは、今も発情しちゃうんだろうと。あのパーティーの時、滝たき川がわ諒りよう太たとダンスをしても全く発情しなかったのに、どうして天真相手には、今でも普通に発情してしまうんだろうと。

　その理由は────天真のことが、好きだから……？

　この旅行中、アイツに対して抱いだいた気持ちが走馬灯のように駆かけ巡めぐる。

　露ろ天てん風ぶ呂ろで雪ゆき姉ねえや花鈴とイチャつくアイツに謎なぞに生じた嫉しつ妬と心。花鈴を捜さがしていた時に思わず感じた頼たのもしさ。そして結けつ婚こん式の練習で、アイツに抱いたドキドキ感。

「──!!」

　まさかアタシも、アイツを好きなの……？

　噓うそだ……。そんなの認めたくない。というか、認めるわけにはいかない。

　妹と同じヤツを好きになるとか、それは絶対にありえない。

「月乃お姉ちゃん……？　大だい丈じよう夫ぶ……？　花鈴、変なこと言っちゃった……？」

「い、いや……。大丈夫……。心配しなくても、ちゃんと応援してあげるから……」

「ほんとっ!?　わーい！　ありがとう、月乃お姉ちゃん！」

　喜び、無む邪じや気きに目を輝かがやかせる花鈴。

　その一方、抱きかけた気持ちを押しつぶすように、アタシはギュッと胸をつかんだ。
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あとがき






　皆みな様さまこんにちは。浅あさ岡おか旭あきらです。

　この度は『ちょっぴりえっちな三姉妹（以下略）』二巻をお手に取って頂き、誠まことにありがとうございます。

　皆様に応おう援えんして頂いたおかげで、こうして無事に二巻を出すことができました！　本当に感謝の気持ちでいっぱいです！

　また、今作は大変ありがたいことに、一巻が発売して即そく重版が決まり、『月刊コミックアライブ』さんでコミカライズも予定されております。それだけ多くの読者様に読んで頂き、非常に幸福な思いです。皆様のご期待に応えられるよう、微び力りよくながらこれからも頑がん張ばらせて頂きます。




　さて、今回はあとがきが七ページもございます。ちょっぴり長めでございますね。

　担当様からは「これだけページ数があったら面白いこと書かなきゃダメでしょ～」「二巻書いてる時に面白いことなかったの？」と、面白いことを書くように圧力をかけられまくりました。

「なんもねーよ[image: かんたんふ]」というのが私の正直な気持ちです。こんな要求、もはやパワハラ。面白いあとがきの強要は法律で禁止するべきです。

　とまあ冗じよう談だんはこれくらいにして、最近起こったちょっと珍めずらしい出来事を書かせて頂こうと思います。

　実は本作執しつ筆ぴつ中、色々な偶ぐう然ぜんが重なって昔の知り合い（しかも二人！）と再会を果たすことができました。

　一人は学生時代の部活仲間、Ｍさん。

　Ｍさんは昔私が演劇部に所属していた時に、一いつ緒しよに舞ぶ台たいに立った方です。演劇のことなどほんの少しも分からない中、共にセリフの練習をしたり、辛つらい時に励はげまし合ったりして、稽けい古この苦労や本番の楽しさを分かち合った友人です。

　ある日、某ぼうフェイスブックを始めたところ、偶然Ｍさんと同どう姓せい同名の方からフォロー通知が届き、話してみたら本人でした。どうやらあちらも偶然私を見つけたらしく、懐なつかしくなってフォローしてくれたみたいです。

　Ｍさんは今、色々な劇団で役者として活かつ躍やくしたり、声優としても活動したりしているようです。もともと演じることが大好きだったようですが、本格的に演者として生活しているのは驚おどろきでした。あの頃ころからたくさん努力をしていましたし、本当に凄すごい人だと思います。

　ちなみにＭさん、同い年の女性です。だからもうテンション爆上がり。

　知り合いに声優がいるなんてなんだか誇ほこらしい気分です。これはかなりのステータス。

　そして女性声優さんに対して、ラノベ作家ならば誰だれしも抱いだく野望があります。

『声優さんに自作のヒロインのセリフを読んでもらいたい！』

　彼女が声優もしていると知り、私はすぐに「今度会った時、ヒロインたちのセリフ読んでー！」と、『ちょっぴりえっちな三姉妹（以下略）』を一冊送り付けました。

　月つき乃のや花か鈴りんや雪ゆき音ねたちのセリフがどんな風に形になるのか、とても楽しみにしていました。

　が、それ以来返事がありません。多分私の本を読んで、既き読どくスルーな感じです。

　さすがにあちらも『私をあなたの奴ど隷れいにして！』とか『変態な花鈴を見てください！』とか『天てん真まのおっきくて男らしい手でおっぱいもみもみされたいお！』とかヒロインが言ってる作品は抵てい抗こうがあったようですね。どんな返事をすればいいのか、彼女も困っているみたいです。（単純に忙いそがしいのかもしれませんが）

　ごめんなさい、Ｍさん。許してください。完全に配はい慮りよが足りなかったです。勝手に盛り上がってすみません。

　そしてもう一人は、学生時代の友人Ｋ。

　Ｋさんは昔、同じ塾じゆくに通っていた友人です。今は遠くに住んでいるため長いこと会っていませんでしたが、私が本を出したことを知り、久しぶりに電話をくれました。

　ちなみにその方も女性です。連れん絡らくが来てテンションＭＡＸ。

　実は私、学生時代にその子に好意を持っていたのです。告白したわけじゃないですが、「この子いいなー」と、密ひそかに片思いしていた感じ。

　そんな女性から「おめでとー！」とか「久しぶりに会おっかー」とか言われたら、皆様ならどう思われますか？　当然いろいろと期待しますよね？　私はものすごく期待しました。

　これから二人の物語が幕を開けていくのだな、と。数年越ごしのラブストーリーが今こそ始動するのだな、と。

　そして地元で会う約束をし、期待に胸を膨ふくらませながら約束の場所へ行きました。




　その人、まさかの子持ちでした。




　赤ちゃんを抱きながら待つＫさんを見て、一いつ瞬しゆんで全てを悟さとりましたね。

　私のラブストーリーの幕はもう完全に閉じていました。一ミリも開いていませんでした。普ふ通つうにご飯食べてお開きでした。

　自分から何かしたわけでもないのに、女友達と再会するのは中々ないことだと思います。そしてどちらともいい雰ふん囲い気きにならないのも、珍しいのではないでしょうか？　さすがはラノベ作家ですね。モテねぇ！（他の作家さん、ごめんなさい）




　あと余談ですが、赤ちゃんメッチャ可愛かわいかったです。赤ちゃんって思った以上に重くて温かいんですね。

　その赤ちゃんを見て、私も少し思うところがありました。もし将来私に子供ができたら、ちゃんと父親としてやっていけるのだろうかと。

　例えば子供が五歳くらいになった時、娘むすめか息子に職業を聞かれることもあると思います。

　そんな時私は父親として、しっかりと胸を張れるのか。ほんのちょっとだけ考えてみました。




　浅岡二世「パパー。パパってなんのおしごとしてるのー？」

　私「パパはね。小説を書いているんだよ」

　浅岡二世「すごーい！　どんなおはなしかいてるのー？」

　私「『ちょっぴりえっちな三姉妹でも、お嫁よめさんにしてくれますか？』だよ」

　浅岡二世「は？　キモッ。二度と近寄るな」




　私はこの作品が大好きですし、誇りを持って書いているのですが、父親がこれを書いていたら子供はグレるかもしれません。特に子供が娘だとしたら、それはもう冷たい目で見られることでしょう。

　まあ、結けつ婚こんもしてない段階で考えても意味がないのですが。どこかに月乃たちみたいなえっちな女の子いないかな……。




　さて、残りページも少なくなってまいりましたので、謝辞に移らせて頂きます。

　担当のＳ様。毎度毎度ご迷めい惑わくをかけっぱなしで大変申し訳ございません。そしてありがとうございます。一年中風か邪ぜを引いているそうですが、私のせいでないことを切に祈いのります。どうかご自愛くださいませ。

　イラストのアルデヒド様。今回も素敵極まりないイラストを描いて頂き、ありがとうございます。新キャラである愛あい佳かのイラスト、とっても可愛くて刺し激げき的でした。カバーや口絵の花鈴のエロさも素晴らしいと思います。

　本書の出版や販はん売ばいに関わってくださった全ての方々。誠にありがとうございます。この本を世の中に送り出せたのも、多くの方々が支えてくださったおかげです。

　そして何より、この本を読んでくださった読者の皆様。本当の本当にありがとうございます。最大級の感謝をここで示させて頂きます。

　これからも、えっちな三姉妹たちを見守って頂ければ幸いです。





二〇一九年七月某ぼう日じつ　浅岡旭
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